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平Ӄڥچ内遺跡（Ӊ࣏川河চ）出土のנݢ

引原茂࣏

̍．͡Ίʹ

平成26年度に実ࢪした平Ӄڥچ内遺跡の調査地は、Ӊ࣏川の分流であるౝの川の河চで、ੈ

ք遺࢈平Ӄの東ଆにҐஔする。平Ӄは、藤原ಓからӉ࣏のผۀをܧঝした藤原པ௨によ

り、Ӭঝ７（1052）年に寺としてݐされた。時のڥ内地は現ࡏよりかなりൣであったと考͑

られている。ఆされるڥچ内地が平Ӄڥچ内遺跡としてଊ͑られている。

平成26年度は、河চに５か所のτϨンνをઃఆして調査を実ࢪした。遺構は５τϨンνでݕ出

したఅ状遺構̨̭01のみであるが、遺物はנが多出土した。ಛに、２τϨンνと５τϨンνに

集中する。·た、נݢが多くؚ·れる。平Ӄおよびそのपลで出土したנݢにͭいては、『࢙

跡及び໊উ平ӃఉԂ保ଘ備報告書（फ教法人平Ӄ　2003）』（以下、備報告書とする）で分

ྨして報告されている。それで、աڈの調査で出土したנݢと߹性をもたせるたΊ、נݢのܕ

第１図　τϨンνஔ図
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式໊は備報告書に४ずることにする。

̎．ग़ͨ͠נݢ

ʢ�ʣ̎ τϨϯν

１は複ห࿇՚文を内区主文とするנؙݢである。中には１ʴ６の࿇子をする。࿇ห文のप

ғにはच文とݍઢが८り、֎पには文が८る。備報告書の̢̣016系とみられるが、

文がҤॖؾຯである。平Ӄݐ期の11ੈ紀中葉ࠒのנと考͑られるもので、南都系のנと

みられる。２は複หീ葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をする。中の

पғにはᤩ
㆗ㆹ

をදす。文様はፏ平ؾຯで֯が立ち、γϟーϓなҹをडける。これ·での平Ӄप

ล出土資料にྨ例は見たらないが、11ੈ紀ࠒのנとみられる。３は୯ห࿇՚文を主文とするݢ

で、̢̣004系とみנؙݢとみられる。４は୯ห࿇՚文を主文とするנのࠒである。11ੈ紀נؙ

られる。11ੈ紀ࠒのものとみられる。５は࿇՚文を主文とするנؙݢである。小ยのたΊৄࡉは

ෆ明であるが、２とಉ文とも考͑られる。

６は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中はӈ͖רの二文である。子葉のपғにݍઢ

をもͭ。̣ ̢033系のものとみられる。12ੈ紀ॳ಄の平Ӄ改修期に用されたと考͑られるנで、

河内向山系である。７は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中はӈ͖רの三文である。

̢̣037系のものとみられる。12ੈ紀中葉ࠒのものとみられ、河内向山系である。８ʙ13は、上

記２点とಉ様、河内向山系のנؙݢである。８は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中は

左רの二文である。子葉にݍઢはなく、̢̣038系とみられる。９ʙ13は中がෆ明であり、

。式の̠01にあたるܗנҹࠁҹがある。備報告書のࠁ式はෆ明である。10はप縁部に「˓」のܗ

11は、子葉のपғにݍઢがあり、̢̣032・033系とみられる。９・10・12・13は、̢̣034ʙ039

系にあたるものとみられる。

14は複หീ葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をするものとみられる。

これ·での平Ӄपล出土資料にྨ例は見たらないが、平安時代のנとみられる。

15は左ר三文を主文とするנؙݢで、पғをच文が८る。備報告書の̢̣102系のものと

みられ、近ੈנである。16もಉ様の三文נؙݢで、च文が15より大͖であるが、ಉ系の近ੈ

・はෆ明である。च文が15ࡉとみられるが、小ยでありৄנؙݢ三文רとみられる。17はӈנ

16より小ཻで、中ੈのנの可能性も考͑られる。

19はݢ平נで、Ԝ໘に、ತ໘に縄タタΩࠟがる。ֺ部にはૈいタタΩࠟがり、丹波ࣰ

王子נ༼の製とみられる。נ໘はണ落しており、文様はෆ明である。藤原ಓがݐ立した法

成寺跡からもಉ様のٕ法のנが出土しており、11ੈ紀前ࠒのנとみられる。20は文を主文

とするݢ平נで、पғをݍઢおよびࡉかいच文が८る。ֺ部にૈいタタΩࠟがり、丹波ࣰ王子

はנݢの製とみられる。19もಉ文である可能性も考͑られる。備報告書では、丹波系の༽נ

報告されていない。なお、法成寺跡と考͑られている京都府立יᔊ高ߍ出土と͑るಉ文のݢ平

。に所蔵されているߍが、ಉ高נ
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第２図　２・３τϨンν出土נؙݢ実測図
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第３図　１・２τϨンν出土ݢ平נ実測図
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21はच文とݍઢが८るݢ平נで、主文はෆ明である。平安時代のנとみられる。22はๅ相՚

文を主文とするݢ平נで、पғにݍઢが८る。̣̝003系のもので、11ੈ紀ࠒのנとみられる。

小ܕのנである。

23ʙ31は河内向山系の文ݢ平נで、中に文をͭ࣋複ห葉࿇՚文נؙݢと対になるも

のとみられる。この系౷のݢ平נは多くの文様ύターンがあり、本のൺֱではͲのܗ式にଐす

るのかஅするのはࠔである。25は̣̝058系に、28は文の部のܗ状から̣̝045系にଐ

するものか。30は文様はෆ明であるが、土ܗの状況から河内向山系のנと考͑られる。い

ずれも、12ੈ紀ॳ಄ʙ中葉ࠒにかけてのנとみられる。

32ʙ35は࿈ଓする左ר三文のݢ平נである。શ容がΘかるものはない。文のपғにݍઢが

ないので、̣̝064もしくは065系とみられる。河内向山系のנと考͑られる。備報告書による

と、12ੈ紀ॳ಄ࠒの三文נؙݢと対になるものとみられるが、ࠓճの調査では、それに֘す

るנؙݢは出土していない。

ʢ�ʣ５τϨϯν

37は複หീ葉࿇՚文נؙݢとみられ、中に大ཻの࿇子をもͭ。נ໘にଳ状のᣂইがある。

࿇ห文のपғにݍઢ・च文が८る。これ·での平Ӄपล出土資料にྨ例は見たらないが、11

ੈ紀ࠒのנとみられる。38も複หീ葉࿇՚文נؙݢとみられる。37に近い文様構成とみられるが、

である。中には１ʴ４の࿇子をもち、中のपנؙݢはෆ明である。39は複หീ葉࿇՚文ࡉৄ

ғにᤩが८る。文様およびそのද現は２τϨンν出土の２נؙݢにྨࣅしており、ほ΅11ੈ紀ࠒ

のנとみられる。40は葉࿇ห文נؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をもͭ。備報告書にಉ文נ

は掲ࡌされていないが、หのܗ状が、文の中をもͭ複ห葉࿇՚文נؙݢにྨࣅしており、

それとಉ͡時期のנとも考͑られる。なお、このנの文様は、子葉のܗ状から、ๅ相՚文とも

考͑られる。41は࢛葉ๅ相՚文נؙݢで、中には１ʴ８の࿇子をもͭ。ๅ相՚文のपғを、ݍ

ઢ・च文・ݍઢが८る。̢̣041系のנとみられる。11ੈ紀ࠒのものとみられる。42はנؙݢで、

文様はෆ明であるが、土から平安時代のנとみられる。43は中に文をもͭ河内向山系

のנؙݢである。子葉にݍઢをもたない。12ੈ紀のנとみられる。44はӈרの三文である。時

期はෆ明であるが、中近ੈのנの可能性も考͑られる。

45はࡋՖ文を主文とするݢ平נである。ࡋՖ文のपғをݍઢが८り、その下ํにۉ

文が展開する。明ྎなֺ部をもたない。Ԝ໘にはࠟがる。備報告書にはಉ文נの記ࡌが

ないが、ほかのࡋՖ文ݢ平נの例からみて、11ੈ紀ࠒのנと考͑られる。なお、このנとಉ文

とみられるݢ平נが『木ଜড三郎ऩ集נ図』に掲ࡌされている。႗ಊ南ߔで࠾集されたもの

ということである。このנも平Ӄと関係のあるנとも考͑られる。46は文ݢ平נである。

とみられる。47は࿈ଓする左נ式はෆ明であるが、平安時代のܕ、の一部がണがれたものでנ

ઢがないので、̣̝064もしくは065系とみられる。河ݍである。文のपғにנ平ݢ三文のר

内向山系のנで、12ੈ紀ॳ಄ࠒのנと考͑られる。
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第４図　５τϨンν出土נݢ実測図
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ʢ�ʣͦ ͷଞͷτϨϯν

36は文ݢ平נで、１τϨンνから出土した。文様のৄࡉはෆ明であるが、̣̝209系の可

能性があり、近ੈנとみられる。18は左ר三文נؙݢで、３τϨンνから出土した。文様はፏ

平ؾຯで、中ੈのנとみられる。

̏．·ͱΊ

藤原ಓはӉ࣏にผۀを所有していたが、ສण４（1027）年のಓのࢮ後、子の藤原པಓにྖ

された。པಓは、Ӭঝ７（1052）年にこのผۀを寺に改Ίて、平Ӄと号した。その後、康和３（1101）

年以߱に藤原忠実によって平Ӄの大نな改修がߦΘれたと考͑られている。

平安時代には平Ӄ本ಊが現؍ԻಊのҐஔにあったとされる。文献により、本ಊからӉ࣏川に

向かってཌྷ࿓がԆび、そのઌにӉ࣏川にுり出して殿があったとఆされている。『Ӊچ࣏記』

によると、殿は中ੈ後期·でଘしており、元ُ・天ਖ਼のࠒにমࣦしたと͑る。

２τϨンνは؍Իಊの東ଆのҐஔにઃఆした。殿のఆ地付近にあたる。τϨンν付近では、

ত和48（1973）年のࡂ෮چ工事中に大໘औをした֯பが１本見ͭかり、殿のபと考͑られた。

ত和48年２݄23付けの『བ南タΠϜε』第6048号に記事が掲ࡌされている。

このτϨンνの調査では、殿に関࿈する遺構のݕ出を主たる的とした。調査の݁Ռ、この

τϨンνからは、殿に関࿈する遺構は֬ೝで͖なかった。·た、ত和48年に֬ೝされた殿の

பと考͑られるபࡐにͭいてもτϨンν内にはଘしていなかった。しかし、平Ӄに関係する

と考͑られるྨנが、あ·りຎ໓をडけていない状ଶで多出土した。中ੈの土師器ࡼも出土

している。

調査地は、Ӊ࣏川分流のౝの川の川ఈである。Ӊ࣏川はٸ流として知られ、·た、河川改修も

水なͲにより、·た工事により、多くの遺物が流下しࣦΘれたものと考͑られߑ。Θれているߦ

第５図　２τϨンν平໘図
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る。そのような状況の中で川ఈにଘしたのが、ࠓճの出土遺物と͑ݴる。

２τϨンνからは平Ӄに関係すると考͑られるྨנが多出土した。ಛに、12ੈ紀前期の

藤原忠実による改修時に用されたと考͑られるנが多い。נؙݢでは、中が文となる河内

向山系のנがそれにあたる。ݢ平נでは、河内向山系の文ݢ平נ࿈ଓする左ר三文のݢ

平נがそれにあたる。נؙݢでは出土点17点のうち８点で47ˋをΊる。ݢ平נでは出土点

17点のうち13点で76ˋと、多をΊる。これは、藤原忠実によってߦΘれた改修事ۀのن

の大͖さを示すものと考͑られる。·た、その改修により、平Ӄが࠷もӫ͑た時期をܴ͑た

ことをも示すと考͑られる。

２τϨンνの出土נで注されるのは、丹波ࣰ王子࢈༽נのݢ平נがؚ·れていることである。

上記のとおり、藤原ಓがݐした法成寺のނ地と考͑られている京都府立יᔊ高ߍ出土נにಉ

文のݢ平נがؚ·れている。このことから、ࠓճ出土した丹波ݢ࢈平נは、平Ӄݐ以前のӉ

物があったことを示唆すݐ෪͖のಊ的なנの中にۀに関係する遺物とも考͑られる。ผۀผ࣏

るものであΖうか。そのように考͑ると、ڵຯਂい資料と͑ݴる。

２τϨンνから出土したנは、これ·での平Ӄの修ཧでෆཁになったנを付近にغした

ものとみることもで͖よう。·た、上記のとおり、出土したנには水流によってຏ໓したࠟ跡が

なく、ԕִ地から流下したものとはみられない。付近にԿらかの平Ӄ関係のݐ物があった可能

性も൱ఆで͖ないと考͑られる。

（ͻ͖はら・しげはる＝調査研究センター調査՝調査第１係෭主査）
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丹後の台付「甕」

ش井ཧۅ

̍．͡Ίʹ

弥生時代後期、近畿北部では甕ܗをఄする体部に「ϋ」のܗࣈの٭台がͭく、٭台付甕がみら

れる。しかし、そのධՁに関しては報告者によって一様ではなく、台付のᆵ、甕、ുなͲೝࣝの

ࠩҟがある。·た、ਫ਼製された土で製࡞されるものगが付ணするもの、࣫がృられたものな

Ͳ、明らかにৗ的な用్からဃしたものもみうけられ、ّྱ的な用్がఆされることもあ

る。この種の土器は丹後を中৺として北陸なͲで出土することは知られていたが、１遺跡からの

出土ྔは１点ないし多くとも点ఔ度であり、とりたててٞ論のဲ上にڍげられることは多くな

かった。

とこΖが、近畿北部系土器の集成をߦった際に
ㅭ㉅１ㅮ

、意֎にも畿内地域およびそのपลにもྨ例が

散見されることを知った。そこで、本論ではこの٭台付甕
ㅭ㉅２ㅮ

の展開にͭいてཧすることを的と

する。そして、पล地域での出土例をڍげ、とくに֘期の地域間交流というଆ໘に注意しなが

ら、台付甕の意義にͭいて考͑てみることにしたい。

࢙小ڀݚ．̎

本論で主となる弥生時代後期のपล地域を見すと、٭台をもͭ甕は紀ҏ島南部ҏ

第１図　有段口縁をもͭ台付甕の分
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式にすでに台付甕ྛ܀用されている。·た、中部高地でも中期後の器としてࡶなͲでৗ؛

がೝΊられるなͲ、そのଘࡏ自体はしいものではない。これらৗࡶ器的な性֨を有する台付

甕に対して、本論で対とする丹後の台付甕は１遺跡からの出土ྔがஶしく少ないう͑に、ஸೡ

に࡞られるものも多く、पลॾ地域の台付甕とは性֨を大͖くҟにしていると考͑られる。丹後

の弥生時代後期土器の編年をఏ示した肥後弘幸の器種分ྨでは、装飾ᆵ以֎の台付ᆵの૯শとし

てのᆵ̛、もしくは有段口縁のു̗̱とされたものであり、ಛにৄड़はされていない
ㅭ㉅３ㅮ

。このよう

に、丹後の土器様式の中でも付ଳ的なѻいとなることが多いが、これ·でશく注されてこなか

ったΘけではない。白米山北墳丘墓墳の礫敷状遺構に供献された状ଶで３ݸ体が原Ґஔを保っ

た··出土しており、報告者はࡏ地࢈のਫ਼製された土をͭ࣋台付ുであるとの所見をड़、「野

田川流域に集中する器種らしい」とࢦఠしている
ㅭ㉅４ㅮ

	。·た、藤本康司は小羽山墳墓群の報告書の

中でこれらの器種のྨ例をఏ示してݕ౼をߦい、甕と器台が݁߹した器種であり、「๋げる器」

としてಛघ化したものであると論͡た。そして、「丹後系台付甕」とݺশすることをఏএし

ᶃ　有段口縁で口縁部内໘及び体部֎໘がϔϥϛΨΩ調であること

ᶄ　٭台は「ϋ」のࣈ状にԣுり出すܗ状で部がؙみをଳび、֎໘がϔϥϛΨΩを主体と

　　　すること

というようにఆ義した。·た、藤本は「丹後系台付甕」は弥生時代終末期以߱、北陸と丹後のӨ

ఠするࢦをडけて生·れた土器であるとڹ
ㅭ㉅５ㅮ

	。藤本の論は、丹後の土器祭祀の中で重ཁࢹされた

甕にܕをٻΊる点なͲࢀ考にす͖点が多い一ํ、その発生に北陸からのӨڹをఆする点

出現時期を弥生時代終末期とした点なͲٙ点もった。·た、「ϔϥϛΨΩ」という点を重ࢹ

したたΊ、資料もݶఆ的であった。終末期に白米山北墳丘墓でみられるようなશ໘にϔϥϛΨΩ

をࢪすஸೡに製࡞されたものが一ఆଘࡏすることは間ҧいないが、丹後ではそのఆ義に入らな

いような台付甕も多く展開する。例͑藤本は大田南２号墳のものを（第２図12）台付ുとしてೝ

ࣝしているが、ほかのྨ例をࢀরするݶり、筆者は台付甕の系ේとしてଊ͑る͖であると考͑

る。·た、体部の࠷終調がϛΨΩでなく、௨有の甕とಉ͡ようにϋέ、φσで終Θるものも多

くみられ、·さに甕に٭台をऔり付けたものもଘࡏする。以上のようなཧ༝から、本論では藤本

のいうڱ義の「丹後系台付甕」というఆ義からははずれるが、く、丹後にみられる有段口縁の

台付甕およびそのྨࣅ資料をแׅして台付「甕」とೝఆし、資料集成をߦいたい。

̏．ᙈͷग़ݱͱల։

ଞ地域の事例に৮れる·͑に、丹後での台付甕の発生と展開にͭいてཧしておこう。ࠓճ集

成し͑た有段口縁の台付甕およびそのྨࣅ資料は、丹後を中৺に56遺跡90点である。ཏ的に資

料集成をߦったΘけではないが、北陸にも分がみられるなͲ東はくӨڹがみられるのに対

して、山ӄの土器成のなかに台付甕はఆணしない。·た、後ड़するように畿内地域および東部

瀬戸内地域においてもྨ例は散見される。その出現のػܖとして、藤本は甕に器台が݁߹したܗ

状をఄすることから、墳墓に๋げる器として成立したと論͡ている。·ずはこのࢹ点からূݕし
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第２図　丹後における台付甕の出現と展開
（出土遺跡は、18ทࢀর）
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てみよう。

出現期の例として考͑られるのは後期中葉
ㅭ㉅６ㅮ

にൺఆされる大山墳墓群17主体部例である
ㅭ㉅７ㅮ

。丹後の

台付甕は出現の時点ですでに、体部にϛΨΩをࢪし部࠷大ܘを中Ґにͭ࣋という、௨有の甕と

はҟなったܕ式的ಛを備͑ているとい͑る。これに近い時期の所࢈と考͑てよい古天王５号墓

第10主体例的場遺跡例をみても、体部にखがऔりͭく以֎はಉ様のಛをも （ͭ第２図３ʙ

５）。そのようなことから、そもそも「甕」に٭台がऔりͭいたものなのかというࠜ本的なٙ

がるが、三坂神社３号墳第３主体部大山墳墓群28号主体部に破砕供献されているような、体

部中Ґに࠷大ܘをͭ࣋ٿܗをఄするҟܗの甕は少ながらଘࡏする（第２図１）。このҟܗ

甕が台付甕の直接の系ේとなったことを示すੵۃ的なࠜ拠は示し͑ないが、ほかにྨࣅする器種

も見たらないう͑、後期後葉以߱の台付甕の体部は௨有の甕ܗをఄするものも૿加することか

ら、ͻと·ず甕に٭台を付けたものであり、後期中葉にొ場するとしてೝࣝしておこう。

丹後の墓੍において、「甕」という器種が重ཁࢹされていたことはै前からࢦఠされており、

甕は後期を௨͡て墓壙内破砕土器供献の中৺をなす器種として用される。その構にม化がみ

られるのが後期中葉であり、「後期中葉をڥにそれ·で調ཧ容器（甕・水ࠩし）とともに墓壙内

に破砕供献されていたҿ৯容器（高ഋ・ു・台付ᆵ・器台）が分して墓壙上で破砕供献される
ㅭ㉅８ㅮ

」	

ようになり、ಉ時に破砕土器のஔҐஔ෭葬構成にもएׯのม化がみられる。この墓壙内破

砕土器供献から墓壙上土器ஔのม化には、中期後からすでに墓壙上での土器供献がみられ

る中部瀬戸内地域山ӄ地域をؚΊた域の地域間交流のӨڹをఆする意見がある
ㅭ㉅９ㅮ

。近畿北部

地域内でも丹後にઌߦしてୠഅの東山墳墓群で後期ॳ಄の段֊ですでに甕を墳丘上に供献する事

例も֬ೝされている（第３図）。後期後葉の西谷２号墓で墓上供献に用いられていた甕は、ϔϥϛ

ΨΩ調でஸೡに上げられており、体部にはεεが付ணしないなͲ、台付甕とڞ௨したಛを

有しておりڵຯਂい。·た、ॳ期の台付甕にखがͭく例が２例あることも示唆的である。丹後

では高ഋ水ࠩしに状のखがऔり付くことはあっても甕にऔり付く事例はほとΜͲみうけ

られず、それはΉしΖୠഅ的なཁૉであるとい͑る。丹後では後期前葉から中葉を中৺に水ࠩし

ᆵなͲ、௨ৗ٭台がͭかない器種に٭台がऔり付く例が散見されるが（第２図２）、これらは集

落で出土することはكであり
ㅭ㉅10ㅮ

	、墳墓

に供献するたΊに出された֖વ性

が高い。このように後期中葉、すな

Θち墓壙内破砕土器供献から墓壙上

土器ஔのҠߦ期に台付甕とし

て、甕が墳丘上に供献されるたΊに

Ծ器化したとղऍすることはڐされ

よう。ࠜ拠にܽけるものの、丹

後での墳墓祭祀のม化、そして台付

甕の発生には西からのӨڹを考͑る第３図　墳墓祭祀における甕の用ํ法



丹後の台付「甕」

-1ú-

ことがで͖る可能性をࢦఠしてお͖たい。

しかし、出現期の例を改Ίて֬ೝすると、墓上供献に用されているのは大山墳墓群例のみで

あり、第２図をみても、後期後葉の墳墓に台付甕が供献される例はそれほͲ多いとは͑ݴない。

出現のػܖを墓上祭祀のม࣭にٻΊることには一ఆの֖વ性が得られようが、その後の展開はඞ

ずしも墓上祭祀と݁びͭいているΘけではないのである。このことは、ࠓճ集成し͑たもののう

ち墳墓の例はほ΅丹後島にݶられており、શ体の７ׂ以上が集落からの出土であることからも

ਪされることである（第４図）。前ड़したように丹後では台付͖の器種が散見されるが、それに

対して台付甕はその出土がඞずしも墳墓にݶఆされるΘけではない点で供献用の台付͖の器種と

は性֨用用్をҟにしているようである。台付甕の出現のػܖを墓上祭祀のม࣭にٻΊるこ

とがで͖る可能性はあるが、出ॳから、集落でも用される器種であったのである。

では、その用ํ法は甕とڞ௨するのであΖうか。出土状況から用状況が෮元可能な墳墓の

事例で֬ೝしてお͖たい。ઌड़したように、近畿北部において甕は墓壙内破砕土器供献に用いら

れるなͲ墳墓祭祀の中৺をなす器種となるが、台付甕の中で破砕供献に用されているのはୠഅ

の加陽土屋ϲඓの１点のみである。後期末の内和田２号墓ではࣽࠟ跡をもͭ台付甕が木埋Ί

し土中から破砕された状ଶで出土しているなͲ、一部には甕とಉ͡ような用状況を示す例も

あるが、甕とはผの器種としてೝࣝされ、ҟなる用用్が付༩されていたとਪされる。墓上

供献されたものは多くଘࡏするが、筆者が知り͑たൣғでεεなͲࣽࠟ跡がみられるものはଘ

本とする。注すج用されないことを৯を伴うّྱにはڞҿڞせず、台付甕は実際に調ཧࡏ

͖事例として白米山北墳丘墓の例をڍげてお͖たい。白米山北墳丘墓では墳の礫敷遺構で河

内࢈、北陸系のᆵの破砕ّྱがߦΘれ、その後礫敷上໘に台付甕、器台、高ഋがஔされた状況

が෮元されている。供献土器のなかにࣽ用の甕がؚ·れないことから、埋葬ّྱに際しては実

際にڞҿڞ৯を伴うّྱはߦΘれなかったと考͑られる。·た集落では、出土状況から明֬に

用ํ法がΘかる事例は֬ೝで͖ていないが、近畿北部以֎の地域でみられるものはすて集落か

らの出土であることからも、前ड़したように台付甕の用は墳墓での祭祀にݶఆされた性֨では

ないことは明らかである。出土遺構も生׆域というよりもΉしΖ、土器を一ׅഇغしたようなߔ

土壙なͲからの出土が多いことも示唆的である。ಛघな事例ではあるが、口縁部にगがృさ

第４図　台付甕出土遺構の性֨
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れ、体部にはεεが付ணした石田谷遺跡例、口縁部に࣫がృられ体部にࣽࠟ跡がೝΊられる

෩ר遺跡例なͲ、ৗ的な用్とはဃしたような状況をఄするものもଘࡏする。このようなこ

とから、具体的な用状況を෮元しうるࡐ料は࣋ち߹Θせていないが、墳墓とಉ様Կらかの祭祀

。ҝに用いられたと考͑たいߦ

台付甕のその後の展開にͭいても؆ܿにཧしておこう。丹後では後期末から終末期にかけて

北陸山ӄのڧいӨڹをडけ、後期に発展したٖԜઢ文土器様式がٸにਰୀする。台付甕は後

期末から終末期前には白米山北墳丘墓内和田墳墓群で内֎໘にϛΨΩをࢪした祭祀用土器と

して展開し、体部もؙみをଳび器高がくなるなͲ小ܕ化する。·た、ଞ地域からのӨڹがஶし

く、北陸系の口縁部をͭ࣋もの٭台に段をͭ࣋ようなものが散見されるようになる。山ӄ

系のཁૉがࡏݦ化してくる終末期後から古墳時代ॳ಄にかけては、香具山城下層墳墓浅後谷

南遺跡なͲで出土した台付甕のように山ӄ系口縁をͭ࣋ものが૿加し、本དྷの「丹後系」の口縁

第５図　台付甕の出土状況のॾ例（報告書に加筆）
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部をͭ࣋台付甕はஶしくݮ少する。このように、ଞ地域のڧいӨڹをडけながらも、北陸山ӄ

の土器様式には本དྷଘࡏしない台付甕というಠ自の器種を丹後地域内では保࣋しଓけるというこ

とを重ࢹしたい。台付甕の墳墓の供献は大田南２・５号墳·でଓ͖、古殿遺跡では古墳時代に

入っても用されるなͲ、弥生時代後期以߱の丹後では֬実にաすることので͖ない器種とし

てଘࡏしଓける。٭台付͖の甕は祭祀用というಛผな意義を༩͑られ、弥生時代後期から古墳出

現期にかけての丹後の土器様式の中にଘࡏすることとなったのであΖう。

̐．पลҬͰͷྫࣄ

このように台付甕は丹後ではԿらかのಛघな意ຯを付༩されて用されていた器種であると考

͑る。そして前ड़したように、意֎にもこの台付甕は丹後以֎の地域でも一ఆ出土例がみられ

る。丹後でも多ྔに出土する器種ではないにも関Θらず、近畿北部の土器様式֎でみられる近畿

北部系土器の૯ྔに対してはൺֱ的高で出土するのである。主ཁな事例に関して以下概略をड़

たい
ㅭ㉅11ㅮ

	。

ຏɾઁ　弥生時代後期後、ઁ津からຏ東部では土器様式͡たいに近畿北部系土器のӨ

の近畿北部系土器が多みられる。そのたΊ、筆者は畿内地ܗくみられ、地元でม容したڧがڹ

域と近畿北部地域との交流ϧーτの一部としてػ能していたと考͑る
	㉅12


。台付甕も畿内地域ではも

っとも多く得られており、ຏで４遺跡、ઁ津で２遺跡からの出土がある。宅原遺跡では、畿内

第ᶛ様式系の体部に口縁部をͭ·みあげた、近畿北部のӨڹ下で製࡞された甕に٭台がͭくも

のがଘࡏする（第６図８）。ಉ様の資料はノ下遺跡でも出土している（第６図７）。両者ともεε

なͲの用ࠟ跡を֬ೝすることはで͖ず、甕本དྷの用్であるࣽਬ具としては用されていない

とい͑る。ઁ津ではほかにも芥川遺跡で後期後葉のߔから２点が出土している（第６図５・６）。

一ํは丹後のものとྨࣅ度が高く、֎໘をϔϥϛΨΩし、内໘にはέζϦがࢪされる。もう一ํ

は֎໘にタタΩࠟをݦஶにすなͲંܕ式の甕に٭台がऔりͭいたものである。後者にはஶし

くεεが付ணしており、少なくとも１ճの調ཧをݧܦしたことは֬実である。·た、ࠓճ図示し

͑なかったが、吉田南遺跡では後期後葉の土器群に伴って台付甕が１点出土している。内֎໘に

ᒵ৭のృが部分的にೝΊられる。これらは東ւ紀ҏ島南部をނ地とする台付甕とも製ٕ࡞

ज़をࠜ本的にҟにしており、ຏ・ઁ津のࡏ地の甕そのものに٭台を付ける例はଘࡏしないこと

から、丹後の台付甕を意ࣝして製࡞された土器であるとい͑る。このように、近畿北部でみられ

る土器そのものではなく、近畿北部のӨڹをडけた甕に٭台をͭけるものがあるということは、

ંܕ式の土器を製࡞した集団を考͑るう͑で示唆的である。

ຏ西部では川戸遺跡ஸ・༄έ瀬遺跡で丹後のものとྨࣅ度の高いものが出土している（第

６図９・10）。川戸遺跡のものは土分ੳで地元の土で製࡞されたものであることが示されて

おり、丹後、もしくはそのपลの集団がҠಈしたઌで製࡞した֖વ性が高い。いずれも終末期の

なͲの近畿北部系土ു状遺構から出土しており、ಉ͡遺構からはଞにも甕西谷式高ഋ、有ߔ

器が得られている。
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Տ内ɾେɾࢁ　大和では乙木・佐保庄遺跡で、古墳時代ॳ಄の土器が一ׅഇغされたと考

͑られる遺構から台付甕が出土している（第６図３）。٭部をܽくものの、山ӄ系の口縁部にϛΨ

Ωをࢪした体部をもͭ。ઌड़したように山ӄ地域では台付甕はみられず、ΉしΖ丹後の大田南古

墳古殿遺跡なͲでྨ例がೝΊられることから、近畿北部をނ地とすると考͑られる。平・

、遺跡ではほかにも近畿北部系土器が得られているが、時期的には終末期前のものでありࣨؠ

本例よりも前出する資料である。山城では内ཬീஸ遺跡で近畿北部系の口縁部を࣋ち、体部のܗ

状なͲも近畿北部のものとྨࣅ度が高いਫ਼製が出土している（第６図１）。ಉ͡遺構からはଞに

第６図　有段口縁台付甕のྨ例
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もਫ਼製された土で製࡞されたܗの土器が出土したと報告されており、土器を一ׅഇغした土

。する時期のものであり、搬入の可能性も考͑られるߦであΖう。ともにཹ̌式にฒ

中部瀬戸内　中部瀬戸内では吉備で２点、ඒ࡞に１点のྨ例がある。筆者自で実見していな

いが、ࢀ考資料としてڍげてお͖たい。足守川加茂Ａ遺跡の住ډ跡から出土したものは、「֎໘

に丹ృりがされ、内໘にगが付ண」していると報告されている。ಉ一の遺構からはग生࢈と関࿈

のある̡ࣈ状石٩がڞ伴しており、ڵຯਂい事例である。·た、酒津遺跡出土資料の中にもྨ例

がೝΊられる。口縁部のܗ状体部の器ܗは丹後の台付甕にྨࣅするが、٭部ܗ状からނ地を北

陸にͭ࣋可能性も考͑られる
ㅭ㉅13ㅮ

	。いずれも後期末の所࢈である。

以上のように、後期にはຏ東部からઁ津にࡏ地でม容したܗのものがみられ、終末期には

域でྨࣅ度の高いྟ地製土器、もしくは搬入と考͑ても大աないものがみられるようになると

いう、ほかの近畿北部系の器種とಉ͡ような出土向にあるとい͑る。筆者が実見したݶり、ઁ

津・ຏの例にかΜしてい͑ඃࠟ跡はೝΊられないものが多をΊ、௨ৗの甕としての

用状況は考͑い。台付甕はৗ的な用్で用されていない器種であるにも関Θらず、近畿北

部系土器の様式ݍ֎でも散見されるのである。出土遺構からみても、墳墓からの出土がみられな

いことをআいては近畿北部での様相と大͖くมΘることはない。住ډ跡なͲ生׆域とఆされる

区域ではなく土器が一ׅഇغされたߔ土から出土する事例が多いということも台付甕の用

実ଶの一を示しているのであΖう。近畿北部での出土事例をさらにཧするඞཁがあΖうが、

集落においてもԿらかの祭祀に用いられたと考͑るなら、ଞ地域で出土する台付甕のͭ࣋意義

は֘期の地域間交流を考͑る上でܰࢹすることはで͖ない。

５．小結

以上、丹後にみられるಛघな台付甕にͭいて集成とएׯのݕ౼をߦった。このಛघな台付甕は

後期中葉に丹後で生し、墳墓祭祀だけでなく集落での祭祀にも用されたと考͑た。そして、

ଞ地域においてもしし丹後の台付甕にӨڹをうけて製࡞されたと考͑られる資料がみうけら

れることから、ある意ຯ「重ཁな」器種であった可能性をࢦఠしてお͖たい。小稿では資料集成

に終࢝し、その出現のػܖ֦散のഎܠに関してはਪ論にਪ論を重Ͷた͖らいがある。·た、自

で実見し͑なかった資料も少なくなく、実際の用状況に·で౿みࠐΜでݴ及することはで͖

なかった。ݕ౼ෆ足ではあるが、ࠓ後の՝としてお͖たい。

（͖りい・り͖＝調査研究センター調査՝調査第３係調査員）
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　　　【第２図】　１：大山墳墓群第28号主体部　２：左坂墳墓群G支群　３：古天王５号墓第10主体部　４：

大山墳墓群第17主体部　５：的場遺跡　６：金谷１号墓　７・８：白米山北墳丘墓礫敷遺構　９：

	 	内和田２号墓　10：香具山城下層墳丘墓　11：大田南２号墳　12：大田南５号墳　13・14：松山遺	

	跡　15：石田谷遺跡　16：浦入遺跡　17・18：浅後谷南遺跡　19・20：古殿遺跡

　　　　なお、遺構・遺物の実測図および写真は各報告書から引用したが、その出典の多くは紙幅の関係

で省略せざるを得なかった。ご容赦願いたい。

	 注１　拙稿「弥生時代後期における近畿北部系土器の展開」（『京都府埋蔵文化財論集』第７集　公益	

	 	 財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2016

		 注２　以下、台付甕とする。

		 注３　肥後弘幸「丹後地域の弥生時代後期から古墳時代前期の土器編年（上）」（『太邇波考古』第７号

　	 両丹考古学研究会）　1995

		 注４　河野一隆「白米山北古墳」（『京都府遺跡調査概報』第57冊　財団法人	京都府埋蔵文化財調査研	

		 究センター）　1994

	 注５　藤本康司「丹後系台付甕点描－弥生時代終末における有段口縁台付甕の様相－」（『小羽山墳墓	

	 	 群の研究』　清水町教育委員会）　2010

注６　本論での時期区分は高野陽子「丹後地域」（『古式土師器の年代学』　財団法人大阪府文化財セン	

	 ター）2006に拠る。三坂神社式＝後期前葉、大山式＝後期中葉、西谷式＝後期後葉とする。

	 注７　前掲・河野1994、藤本2010においても、出現の１点を示す可能性があると示唆されている。

		 注８　肥後弘幸「墓壙内破砕土器供献」（『みずほ』14・15号　大和弥生文化の会）　1994

	 注９　石井智大「第２節　北近畿の弥生墳墓における二種の土器出土状況とその意義」（『香住門谷遺	

	 跡群』　豊岡市教育委員会）　2003

	 	 	 古屋紀之『古墳の出現と葬送祭祀』雄山閣　2007

	 注10　ただし、後期前葉の集落の調査事例自体が寡少であることに起因する可能性はある。

	 注11　紙幅の関係で、第５図の出典のうち、前掲・註１文献と重複するものは省略した。

	 	 	 芥川：橋本久和編　『芥川遺跡発掘調査報告書―縄文・弥生集落跡の調査―』高槻市文化財調査	

	 	 報告書第18集　高槻市教育委員会　1995　５は筆者実測・製図。資料見学に際しては高槻市教	

	 	 育委員会、	三好裕太郎氏に便宜を図っていただいた。記して感謝申し上げる。

	 	 	 宅原（有井地区）：安田　滋・斎木　巌「31．宅原遺跡（有井地区）」（『平成元年度神戸市埋蔵文	

	 	 化財年報』　神戸市教育委員会）　1992

	 	 	 乙木・佐保庄：鈴木裕明編　『乙木・佐保ノ庄遺跡』奈良県立橿原考古学研究所調査報告代第92	

	 	 冊奈良県立橿原考古学研究所　2005

	 	 	 足守川加茂Ａ：島崎　東編　『足守川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡（本文）』

	 	 	 足守川河川改修工事に伴う発掘調査　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告94　岡山県教育委員会　	

	 	 1995

	 	 	 酒津：間壁忠彦「倉敷市酒津及新屋敷遺跡出土の土器」（『瀬戸内考古学』第２号）　1958

注12	 前掲・注１文献

		 注13	 吉備では津寺遺跡で北陸系の甕と装飾器台が出土しており、北陸との土器交流を示す資料が散	

		 見される。それに対して、近畿北部系土器が直接搬入された例は知られていない。
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古墳時代のҌ金具における法ྔݕ౼

清水ૣ৫

̍．͡Ίʹ

古墳時代のҌは様ʑなٕज़を集݁させた

ものであり、多くの部ࡐから構成されてい

る。しかし、大部分は木製で製࡞されるた

Ί、৯が起こりશを෮元することが

しい。

Ҍは前
ㆾ ㆆ ㇏

ྠと後
㆗ ㆚ ㇏

ྠに区分され、左ӈの

ү
ㆂ㆝ㆉㆪ

金具、その両者にڬ·れた中ԝにऱ
㆙ㆯㆾㆉㆪ

金

具


金具をऔり付ける。それらはమ൘の上に

金ಔ൘をऔり付けて、縁金具をමでݻఆす

る構となっている（第１図）。Ҍの֨ن性

は田中༝ཧ氏がү金具の֎ܗઢを重Ͷ߹Θ

せ２種ྨのܗଶに分ྨした。そして、ү金

具のさがڞ௨しているとし、֨ن性を示した
	㉅２ㅮ

。

化されているか൱かにͭい֨نがࡐ測だけではなく、金ಔ製Ҍ金具の各部ܭճは、ү金具のࠓ

て資料を௨してみてい͖たい。

̎．๏ྔܭଌ

·ず、金ಔ製Ҍ金具には、ү金具とऱ金具がܨがった状ଶの一体りのものとү金具とऱ

金具がผʑにऔり付けられるผりのものがある。ࠓճ、ү金具とऱ金具の法ྔがなけれܭ

測で͖ない部分をؚΉことから、ผりで製࡞されたものをऔりѻった。法ྔݕ౼ではү金具の

ઌ部分のࣼลの、ऱ金具は金具の࠷下部両の法ྔ、അڬみ幅を対としてܭ測した。

各部Ґのܭ測をߦうとともに、ү金具とऱ金具は࿈݁していることが分かることから、その࿈

݁֯度のࠩҟにͭいてもܭ測をߦった。ܭ測Ґஔは第２図に示した௨りである。ただし、法ྔの

出するたΊにү金具・ऱ金具がݕみの法ྔにͭいては、をਖ਼֬にڬう上で、അߦを౼ݕ

ଘしていることを݅とした。時期としては、６ੈ紀前から７ੈ紀前の資料を中৺としてऔ

り上げる（ද１）。

なお、法ྔのܭ測においては、発掘調査報告書論文に掲ࡌされている図໘からσータをந出

した。·た、金ಔ൘の下にమを用していることからࡺによるܗ状ม化のたΊにਖ਼֬なをܭ

測するのはしいことを೦಄においておくඞཁがある。

Ҍ金具の前ྠと後ྠはج本的にಉ͡ܗ状をしている。しかし、区ผがないΘけではない。それ

第１図　後ྠのҌの構（注１からసࡌ）
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はഅの৲にはӢ
ㆄ ㆚

च௰
ㆤ㆘ㆉㆪ

金具、ҍ
ㆍ㇇ㆄ㇈ㆄ

葉といった飾り金具を装ணすることからஅすることがで͖る。

それらをͭな͙ܨ
ㆋㆂ

といΘれるものを
㆗ㆈㆧ

金具でݻఆする。金具は一部例֎もあるが後ྠにऔり付

けられることが多く、金具の有ແに	よってҌの前ྠと後ྠのೝࣝがなされている。しかし、

本稿では、法ྔを前ྠと後ྠの両ํをܭ測することで前後の関係性にͭいてから֬ೝしてい

く。

第２図　Ҍܭ測Ґஔ式図

ද１　法ྔݕ౼資料

൪
号

出土古墳・
ԣ݀墓 出土地

ү金具（DN） അڬみ幅（ᶲ）ऱ金具（DN）࿈݁֯度（ ）˃

考ࢀ
文献

前ྠ 後ྠ
前ྠ 後ྠ 前ྠ 後ྠ 前ྠ 後ྠܭ測

（左）
測ܭ
（ӈ）

測ܭ
（左）

測ܭ
（ӈ）

1 金鈴௩古墳B ઍ葉県 20�8 21�2 ― ― ― 41�2 ― ― ― ― 注３

2 ໖؏؍Ի山古墳 群അ県 ― ― 23�8 23�8 30�2 41�6 ― 14�9 33 38 注４
3 Ӊಎϲ谷ԣ݀ ੩岡県 18�6 19�2 22�5 21�3 30�0 36�6 13�2 12�9 31 34 注５

4 原分１号墳 ੩岡県 18�6 18�6 22�2 22�5 30�6 43�2 11�7 15�0 30 41
注６

5 原分２号墳 ੩岡県 18�3 18�3 23�1 23�1 29�7 39�5 9�0 13�1 33 37

6 南高野古墳 ෞ県ذ 18�9 17�1 21�6 21�6 27�1 43�8 10�2 14�1 32 44 注７

7 Ҵՙ山古墳י 滋լ県 21�6 22�0 19�2 19�2 ― ― ― ― ― ― 注８

8 物集ঁं௩古墳 京都府 16�8 16�9 ― ― 33�9 ― 5�7 ― 40 ― 注９

9 野古墳 奈良県 17�6 17�0 17�0 17�0 26�2 ― 8�8 ― 29 ― 注 10
10 三ཬ古墳 奈良県 15�6 15�9 18�3 18�3 30�6 37�7 9�6 12�2 42 46 注 11
11 藤ノ木古墳B 奈良県 18�6 17�8 21�8 21�6 29�2 40�6 6�6 13�8 41 40

注 12
12 藤ノ木古墳$ 奈良県 19�8 20�0 23�2 23�6 34�2 40�6 10�2 13�0 37 36
13 上 5 号墳 奈良県 17�1 18�9 ― ― 30�9 ― 9�9 ― 36 ― 注 13
14 ീϚΩτ 5号墳 奈良県 18�2 18�6 21�6 23�0 ― 42�6 ― 13�0 ― 43 注 14

15 新Ѷ屋古墳 大阪府 ― ― 20�7 22�5 ― ― ― ― ― ― 注 15

16 上島古墳 島ࠜ県 17�6 17�8 ― ― 31�6 ― 10�4 ― 36 ― 注 16
17 岡田山１号 島ࠜ県 20�5 20�9 26�3 253 33�0 ― 10�9 ― 33 ― 注 17
18 上Ԙங山古墳 島ࠜ県 17�6 17�2 23�8 23�2 29�2 43�9 10�4 15�1 33 40 注 18

19 新ఊ大⃦古墳 岡県 17�4 17�7 ― ― 28�5 ― 10�5 ― 29 ― 注 19

平ۉ 18�4 18�5 21�8 21�9 30�3 41�1 9�6 13�7 34�1 40
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ᶃүۚ۩

ү金具をܭ測するたΊにऔりѻった資料は左ӈのү金具がଘしているものにݶఆした。ܭ測

Ґஔは第２図の左ଆのү金具に示している。第２図のＡ点と̗点を݁Ϳઢ「ล̰」と示されたࣼ

ลのをܭ測した。なお、ү金具は左ӈにあることから、ӈଆのү金具も左ଆのү金具のܭ測

Ґஔとಉ様にܭ測した。ܭ測݁Ռはද１の௨りである。

そのをάϥϑ化したものが第３図と第４図である。このάϥϑを見ると、एׯのࠩޡは見

てऔれるが、Ͳの古墳から出土したү金具も、左ӈともほとΜͲಉ͡であることが見てऔる

ことがで͖る。ͭ·りは、左ӈにऔり付けられるү金具は、ਫ਼ີにಉ͡ܗ状をしていることがこ

のάϥϑからಡみऔれ、両者のү金具は左ӈ対শに製࡞されていると考͑られる。

なお、前ྠと後ྠに分けて平ۉをܭ測すると、前ྠは左ଆが18�4DN、ӈଆが18�5DN、後ྠ

は左ଆが21�8DN、ӈଆが21�9DNである。そして、前ྠと後ྠのү金具が両者ともଘしている

資料をܭ測すれ、前ྠのが後ྠのよりも大͖くなることはなく、ү金具のܗ状から前

ྠと後ྠではنにࠩがあることが分かる。

ᶄഅڬΈ෯

അڬみ幅のܭ測は、左ӈのү金具のઌを݁Μだڑをࢦす（第２図）。ただし、左ӈのү金具

とऱ金具がଘしていなけれܭ測することはで͖ないので、この݅をຬたす資料をܭ測の

対とした。このܭ測݁Ռもද１に示している。ද１に記ࡌしたをάϥϑ化したものが第５

第３図　前ྠү金具法ྔ

第４図　後ྠү金具法ྔ
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図と第６図である。この両者はに多少のら͖ͭがೝΊられるが、そのが大͖くมΘる

ものではない。

とこΖで、അڬみ幅の前ྠの平ۉは30�3DN、後ྠの平ۉは41�1DNというࢉ出݁Ռになった。

その平ۉをൺると、前ྠと後ྠで10�8DNのࠩがೝΊられる。അڬみ幅にࠩがあるということ

は、୯७に考͑ると左ӈのү金具の幅がれているということである。ͭ·り、左ӈのү金具を

はこ࣍、ऱ金具の法ྔとү金具とऱ金具の接ଓ部分の֯度にࠩがあると考͑られるたΊ͙ܨ

のऱ金具の法ྔを見てい͖たい。

ᶅऱۚ۩

ऱ金具は、下部の௺ઌのઌ部分の幅をܭ測した（第１図）。ܭ測݁Ռは、ද１に示した௨り

である。第７図と第８図でݸʑの前ྠと後ྠのをൺても後ྠのํが前ྠより大͖い。·た、

前ྠの平ۉが9�6DN、後ྠの平ۉが13�7DNである。この平ۉで前ྠと後ྠのऱ金具をൺ

ֱしても、ͲのҌ金具においても後ྠのऱ金具の法ྔのํが大͖い。ここでҌの製࡞がऱ金

具の法ྔにおいて前ྠと後ྠのنにࠩがͭけられていることが分かる。しかし、ऱ金具の法

ྔのみでنのࠩがͭいているΘけではない。それを֬ೝするには前ྠと後ྠのऱ金具の法ྔ

第６図　後ྠഅڬみ幅法ྔ

第５図　前ྠഅڬみ幅法ྔ
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がಉ͡か、ほ΅มΘらないものをൺֱし、അڬみ幅の法ྔがҟなっていることを明らかにしなけ

れならない。ここでは、Ӊಎϲ谷ԣ݀の前ྠのऱ金具と原分２号墳の後ྠのऱ金具にͭい

て見てい͖たい。Ӊಎϲ谷ԣ݀の前ྠのऱ金具は13�2ᶲで原分２号墳の後ྠのऱ金具は13�1

ᶲである。両者のऱ金具は0�1DNのࠩҟしか見डけられないが、അڬみ幅のが9�5DNもҟ

なる。ऱ金具の法ྔがほ΅ಉ͡であるにも関Θらず、അڬみ幅の法ྔにࠩがある。ͭ·り、അ

み幅の法ྔが֬ఆするのはऱ金具の法ྔだけではないということである。それは、ऱ金具ڬ

とү金具の接ଓ部分における࿈݁している֯度のࠩが、関係していると考͑られる。࣍にこの֯

度の （ࠩ以下、࿈݁֯度とশする）をܭ測することによって金ಔ製Ҍ金具を製࡞する際に、法ྔだ

けでなく֯度も関係していることを見てい͖たい。

ᶆ࿈結֯

これ·で、ү金具、അڬみ幅、ऱ金具といった直ઢ的な法ྔをܭ測して͖たが、これらは部

の工をほׯ測ํ法に関してはएܭみ幅においてはこの࿈݁֯度のڬ୯体の法ྔであった。അࡐ

第８図　後ྠऱ金具法ྔ

第７図　前ྠऱ金具法ྔ
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Ͳこした（第２図）。·ず、ઌड़したү金具のઌ部分のＡ点と̗点を͙ܨү金具の法ྔの部分を

ล̰とし、̗点とഅڬみ幅のઢ上に90 の˃したઢで直֯三֯ܗを࡞る。その際にү金具とऱ

金具が接ଓされている֯度を࿈݁֯度とした。その݁Ռ、ܭ測した݁Ռはද１の௨りである。第

９図と第10図で前ྠと後ྠがそΖっている資料をݸʑで見ൺても前ྠより後ྠのํが֯度が

がっていることが分かる。·た、શての࿈݁֯度の平ۉは、前ྠが34�3 、˃後ྠが40 で˃あり、

この平ۉからも前ྠと後ྠの大͖さの関係は後ྠのํが大͖いことが分かる。

̏．·ͱΊ

み幅、ऱ金具、࿈݁֯度にͭいڬった。ү金具、അߦ測をܭのࡐճ、金ಔ製Ҍ金具の各部ࠓ

てॱ൪に見て͖たが、ү金具は前ྠの左ଆが18�4DN、ӈଆが18�5DNで、後ྠでは左ଆが21�8DN、

ӈଆが21�9DNという平ۉがݕ出で͖た。前ྠ・後ྠともにܭ測した左ӈのү金具の法ྔはほと

ΜͲมΘりのないものであり、ү金具のܗ状だけでみると左ӈ対শに製࡞されていることが分か

る。ү金具の後ྠは前ྠより大͖く製࡞されている。അڬみ幅も前ྠと後ྠとの平ۉでは

10�8DNのࠩҟが֬ೝされ、後ྠは前ྠより大͖く製࡞されていることが分かる。·た、そのഅڬ

み幅の֬ఆはऱ金具のさとү金具の͖によってม化した。その࿈݁֯度においても、前ྠ

第10図　後ྠ࿈݁֯度

第９図　前ྠ࿈݁֯度
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は34�1 で˃後ྠは40 と˃いう平ۉを֬ೝした。法ྔだけでなく࿈݁֯度においても大幅にҟなる

֯度がදれることはなかったことから、金ಔ製Ҍ金具の各部ࡐの法ྔだけでなく、左ӈのү金具

の͖にも֨نがあったと考͑られる。

金ಔ製Ҍ金具の各部ࡐの法ྔܭ測によりҌ製࡞に֨ن性があったと考͑られる。ࠓճܭ測した

Ͳの部分においても、前ྠと後ྠの関係性は、後ྠのํが前ྠよりഅڬみ幅が大͖く製࡞されて

いるということが明らかになった。この関係性はഅの体ܗが関係していると考͑られる。·た、

Ҍはഅに装ணさせる際に、അのൽෘをইͭけないたΊのΫογϣンとして用された下Ҍを装ண

させる。そのΫογϣンがഅのࠊとҌの間にڬ·れており、അڬみ幅がഅのࠊ幅に߹うنで製

ఆし、安ఆさせるたΊには前ྠと後ྠのഅݻされているとは考͑にくい。一ํ、അのഎでҌを࡞

されたと考͑られ࡞って製࣋性を֨ن、たせるඞཁがあり࣋に߹Θせてҧいをܗみ幅にഅの体ڬ

る。·た、各Ҍは൚用性を࣋たせるたΊに実際のഅの体ܗよりも少し大͖く製࡞されていること

も考͑られる。അの体֨との関係性はࠓ後の՝としたい。

（しみず・さおり�調査研究センター調査՝調査第２係調査員
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ඒೱ山ഇ寺出土新ཏ系נؙݢにͭいて

井ਸ࢙

̍．͡Ίʹ

ඒೱ山ഇ寺は、京都府ീ഼市ඒೱ山古寺に所ࡏする古代寺Ӄである（第１図）。ত和ॳ期からݢ

が考͑られていた。ত和ࡏなͲから古代寺Ӄのଘ໊ࣈなͲが出土すること「古寺」という小נ

52年にॳΊて発掘調査がߦΘれ、נ掘立பݐ物なͲが֬ೝされたものの、寺Ӄの概ཁを明らか

にする·でにはࢸらなかった
ㅭ㉅１ㅮ

。その後、平成11ʙ15年の５か年にΘたって、ീ഼市教育委員会に

よるඒೱ山ഇ寺のൣғ֬ೝ調査がߦΘれた。その݁Ռ、寺域がほ΅֬ఆするとともに寺域の内֎

で多の掘立பݐ物がݕ出された。しかし、ૅ石ݐ物جஃは֬ೝで͖ず、ౝ金ಊは発見さ

れなかった。一࿈の調査で出土した遺物からඒೱ山ഇ寺は奈良時代前ごΖにݐされ、平安時

代前期にはഇઈしたものと考͑られた
ㅭ㉅２ㅮ

。

その後、新໊神高ಓ࿏の備事ۀが本֨化するとともに、ඒೱ山ഇ寺の立地する丘ྕに対す

る開発ܭըが明らかになり、関係ػ関と調の上、調査研究センターとീ഼市教育委員会が調

査を実ࢪすることとなった。調査は平成23・24年度に実ࢪし、その調査の成Ռにͭいてはすでに

報告ࡁみである
ㅭ㉅３ㅮ

。これらの報告によって、ඒೱ山ഇ寺の寺Ӄとしての構มભを明らかにする

とともに、ඒೱ山ഇ寺におけるདྷ系ཁૉのଘࡏをࢦఠした。

本稿では、報告でࢦఠしたඒೱ山ഇ寺におけるདྷ系ཁૉのうち、新ཏ系とされるנؙݢにͭ

いてݕ࠶౼をߦい、このנؙݢの出自にͭいてࢲ見をड़ることにしたい。

̎．৽ཏנؙݢܥͱඒೱࢁഇࣉ

ᶃඒೱࢁഇࣉग़ͷ৽ཏנؙݢܥ

報告ではඒೱ山ഇ寺נؙݢᶗܕ式に分ྨ

しており、ᝎの掘り直しからࡉ分ܕ式とし

て̰と̱に分けることがで͖る（第２図）。

נ、式は、୯ห葉࿇՚文でܕᶗנؙݢ

16ܘDN前後に෮元で͖る。ᶗ̰ܕ式（第

２図１・２）は内区の各࿇หの中ԝにはྏઢ

を入れ、ࠜ元がۼみ、หにいくにしたが

ってり上がっている。中の࿇子は１�６

�16である。֎区には大ཻのच文がີにΊ͙

る。このことが本ܕ式の大͖なಛとなっ

ている。נと部は、נཪ໘上で接

߹する。接߹部であるנཪ໘にはϔϥに
第１図　ඒೱ山ഇ寺および主ཁ遺跡分図
000土地ཧӃ　１ʗ50ࠃ）　京都南西部）
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よりࠁみを入れる。נ部ଆ໘はέζ

Ϧあるいはφσで調し、ཪ໘の調

はφσである。৭調はࠇփ৭ないし੨

փ৭をఄする。土はີで、ཻ࠭をほ

とΜͲؚ·ない。ম成はೈ࣭なものが

多い。大阪府ຕํ市಄神ഇ寺出土ݢ

式とಉ文様であるܕ24̢̯̠נؙ
ㅭ㉅４ㅮ

。ᶗ

式（第２図３・４）は内区のಛはܕ̱

ほ΅ᶗ̰ܕ式とಉ͡であるが、֎区に

ઢࣃڒ文をࢪす点がҟなる。ઢࣃڒ文

は本དྷのᝎを掘り直すことで加され

ており、ᶗ̱ܕ式がᶗ̰ܕ式に後出す

ることは明らかである。·た、נと

部の接߹部であるנཪ໘にはφσ

をࢪし、ࠁみはೝΊられない。נଆ໘はॎํ向のέζϦである。נ部上໘はφσ、ؙנ部

ತ໘はέζϦ、Ԝ໘はである。土、ম成、৭調はほ΅ᶗ̰ܕ式に४͡る。なお、ઌड़の

಄神ഇ寺では、このנؙݢとಉᝎもしくはಉ文様のものは出土していない。

ᶄඒೱࢁഇࣉͷ֓ཁͱנؙݢᶗࣜܕͷग़ঢ়گ

ඒೱ山ഇ寺では、近ੈ以߱の地開ࠖにより、大͖くཚをडけており、発掘調査ではౝ

金ಊのࠟ跡を֬ೝすることはで͖なかった。しかし、寺域を区ըする一ล93ʙ96̼のํܗ区ըの

ଘࡏૅ石と掘立பをซ用したݐ物跡、多の掘立பݐ物をݕ出し、さらに大ྔのྨנの出土か

ら一ఆの寺؍を͑た寺Ӄ跡であることが明らかになった（第３図）。そして、נが集中的に出土

した寺域南部にౝ金ಊがଘࡏした可能性が高いと考͑、「金ಊ相ࢪઃ」をਪఆした。

とこΖで、ඒೱ山ഇ寺ではנؙݢを９ܕ式、ݢ平נを３ܕ式֬ೝした。このうち、נؙݢᶙܕ

式以߱のものは寺域の֦ॆ期ಊӉのิ修時のものと考͑ている。·た、ݢ平נにはנؙݢᶗܕ

式とみ߹うものはないと考͑ている。

のਪఆ地とした寺域の南部で集中して出土した（第「ઃࢪ金ಊ相」式は、上ड़のܕᶗנؙݢ

３図ࠇ点の分）。ᶗ̰・ᶗ̱両ܕ式を߹Θせて47点が出土している
ㅭ㉅５ㅮ

。ただし、金ಊ相ࢪઃਪ

ఆ地पลでは、נؙݢᶘܕ式（複หീ葉࿇՚文）の出土点（131点）がᶗܕ式の出土点を大͖く

上ճっており、その出土ྔからᶘܕ式がඒೱ山ഇ寺のנݐとஅした。しかし、ᶗܕ式も一ఆ

の出土ྔがみられることܕ式学的に古いಛを有することなͲから、ᶗܕ式もᶘܕ式とともに、

ඒೱ山ഇ寺のנݐの１ͭである可能性を考͑た。

ᶅඒೱࢁഇࣉͷ۠ظ࣌

ඒೱ山ഇ寺では、上記のྨנの分ੳ出土器のܕ式、遺構の重複関係なͲから、大͖く４期区

分（第ᶗʙᶚ期）の遺構のมભを考͑ている。このうち、第ᶗ期がנؙݢᶗܕ式とಉᶘܕ式が用

第２図　ඒೱ山ഇ寺出土נؙݢᶗܕ式Ө
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された、ඒೱ山ഇ寺のݐ期と考͑ている。その年代にͭいては、出土した土器から７ੈ紀後

ʙ８ੈ紀ॳ಄の年代を༩͑た。

౼ݕ࠶ͷࣜܕᶗנؙݢ．̏

ᶃנؙݢᶗࣜܕͱ৽ཏग़נؙݢͷൺֱ

大のಛは、֎区に大ཻのच文をີにΊ͙らせる点である。このように֎区࠷式のܕᶗנؙݢ

にच文をΊ͙らすנؙݢにͭいて、ُ田修一氏は「֎区にच文だけをΊ͙らすものは本ではあ

·りみられず、新ཏのנではൺֱ的多くみられるಛ」とࢦఠされている
ㅭ㉅６ㅮ

。ُ田氏が࡞成された

新ཏנݢのมભ図（第４図）によると、֎区にच文を有するものとして８・10がある。これらの内

区には࿇՚文ๅ相՚文を主体とし、かͭ複߹Ֆ文となっているものも多いという。８はܚभ市

のྨ例資料にנ平ݢとされる資料であるが、ಉ時期のנؙݢ時のݐで出土したもので、יأ

「ّ࢛年（679年）」のものがあることからそのこΖのものとਪఆされている。·た、10はಉ͡

くܚभ市感Ը寺で出土したもので、８のようなנؙݢからม化したものとされるが、感Ը寺の

から８10のよう؍と͑られている。こうした年代「ݐ682年」、によると『遺事ࠃ三』はݐ

なנؙݢは、668年の三ࠃ౷一以߱の౷一新ཏ時代にߦするとされている
ㅭ㉅７ㅮ

。

一ํ、Ҵ֞৾氏によれ、च文（なお、Ҵ֞氏は「࿈च文」とද記されているが、以下でも「च

文」とද記する）を有するנؙݢは、の２代ߖఇ太फ（ࡏҐ626ʙ649年）のྕ墓であるতྕで

用されていたנؙݢにみられ、ॳ（７ੈ紀代）にこうしたच文がߦするという
ㅭ㉅８ㅮ

。これが70年代

には新ཏにΘったとされる。

第３図　ඒೱ山ഇ寺遺構ஔ図およびנؙݢᶗ・ᶘܕ式出土分図
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によく見られ、その֎区֎縁はנؙݢに、内区の୯ห࿇՚文は౷一新ཏ以前（古新ཏ時代）の࣍

ૉ縁文であることが多い（第４図２・３）。·た、ඞずしも６葉とはݶらず、８葉の例も多い。第

４図の２・３はともにཾߖ寺跡出土資料で、ಛに３はಉ文様のものがᢹߖ寺跡、יأなͲで出

土しており、その後の౷一新ཏ時代にݐされた寺Ӄからは出土していないことから、７ੈ紀前

から680年代·で用されたと考͑られている。

ᶄנؙݢᶗࣜܕͷग़ͱͦͷ

以上の点を;·͑て、נؙݢᶗܕ式のಛを·とΊると、内区に古新ཏ時代のנؙݢのಛと

される୯ห葉࿇՚文をするのに対して、֎区に౷一新ཏ時代以߱にݦஶになるच文をして

いることになる。すなΘち「新چのཁૉが複߹したנؙݢ」ということがで͖る（第５図）。なお、

Ҵ֞氏はこうした֎区のच文が新ཏをܦ༝してॳのנ様式のӨڹをडけたものとの考͑ํを示

しておられる
ㅭ㉅９ㅮ

。

された࡞がͲこで考Ҋ、製נؙݢ式のಛを以上のように·とΊると、このようなܕᶗנؙݢ

のかがになる。しかし、ࠓのとこΖ、このנؙݢの考Ҋ地その製࡞地を明らかにするたΊ

のࡐ料にしいのが実情である。ே島の実ଶはෆ明であるが、本ࠃ内におけるಉ文様の例

がඒೱ山ഇ寺と಄神ഇ寺にݶられること（かͭ両者はಉᝎではない）は、両寺Ӄの近くで生࢈さ

れたと考͑ることは可能であΖう。したがって、考Ҋ地も両寺Ӄのपลであると考͑たํがよさ

そうである。このように考͑るなら、新ཏによるே島の౷一後、間もないࠒに֎区のच文

に関する情報が本にΘり、それ·での内区の文様に、新たな֎区のच文を複߹させた新しい

第４図　新ཏנݢมભ図（注７文献より引用）
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内で出したと考ࠃを本נؙݢ

͑ることがで͖よう。

その製࡞時期にͭいては、以上

のようなաఔあるいはӨڹがఆ

で͖るとすれ、נؙݢᶗܕ式の

出現は、֎区におけるच文のଘࡏ

から、新ཏによるே島の౷一

以߱であることになる。その具体

的な時期は、அఆしにくいが、古

新ཏ時代のנؙݢのಛをして

いることからみて、７ੈ紀第４࢛

期と考͑るのがଥであΖう。

このことは、ಉ͡く֎区にच文を

有するנؙݢᶘܕ式のଘࡏととも

に、ඒೱ山ഇ寺のݐ年代を７ੈ

紀後ないし末とఆした報告時

の見ղともう·く߹する。

̐．·ͱΊ

ീ഼市に所ࡏするඒೱ山ഇ寺出土の新ཏ系とされるנؙݢにͭいてݕ౼を加͑た。נ文様の

ൺֱによるݕ౼にとͲ·り、製ٕ࡞法にͭいてٞ論することがで͖なかった。しかし、報告時に

े分なݕ౼がで͖ていなかった新ཏ系נؙݢにͭいて、ઌߦ研究の成Ռをࢀ考にしながら、多少

なりとも·とΊることがで͖たのではないかと考͑ている。ただ、נؙݢᶗܕ式がඒೱ山ഇ寺の

נݐの１ͭとして࠾用されたܦҢにͭいては明らかにで͖なかった。

式が主体的でない点を౿·͑れ、ඞずしもདྷ系氏をඒೱ山ഇ寺のӦ氏とܕᶗנؙݢ

அఆすることはで͖ない。しかし、ඒೱ山ഇ寺をΊ͙るདྷ系ཁૉはנؙݢだけにとͲ·らず、

ほかにも見出すことがで͖る。ࠓճは৮れることがで͖なかったが、これらも߹Θせてݕ౼しな

けれඒೱ山ഇ寺のӦ氏Ӧのഎܠを明らかにすることはࠔと考͑る。ࠓճݕ౼で͖な

かった遺物遺構にͭいてもػ会を見てݕ࠶౼を加͑ることにしたい。

（ͭͭい・たか;み＝調査研究センター調査՝調査第３係主査）

注１　ߐ谷『ඒೱ山ഇ寺発掘調査報告』　ീ഼市教育委員会　1977

注２　大ಎ真白『ඒೱ山ഇ寺・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡ൣғ֬ೝ調査（１ʙ５࣍）報告書』（『ീ഼市埋蔵文	

	 化財発掘調査報告』第39集　ീ഼市教育委員会）　2006

第５図　נؙݢᶗܕ式出աఔ（Πϝーδ）
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注３　ᶃଜ田和弘・関ঘੈほか「ඒೱ山ഇ寺第６࣍・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第９࣍発掘調査報告」（『京

	 	 	 都府遺跡調査報告集』第154冊	　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2013

	 	 	 ᶄ井ਸ࢙・山ඒྠほか「ඒೱ山ഇ寺第７࣍・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第10࣍発掘調査報告」（『京

	 	 	 都府遺跡調査報告集』第154冊	　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2013

	 	 	 ᶅ小ढ़・大ಎ真白ほか「ඒೱ山ഇ寺（第８࣍）・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡（第11࣍）発掘調査報告書」

	 	 	 （『ീ഼市埋蔵文化財発掘調査報告』　第58集　ീ഼市教育委員会）　2013

	 	 	 ᶆ原一彦・加藤խ࢜ほか「ീ഼Πンターઢ関係遺跡発掘調査報告　ീ഼ඒೱ山ഇ寺第９࣍・	

	 	 ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第12࣍発掘調査報告」（『京都府遺跡調査報告集』第160冊	　公益財団法人京	

	 	 都府埋蔵文化財調査研究センター）　2014

注４　原৳ਔ『಄神遺跡－಄神ഇ寺－』（『ຕํ市文化財調査報告』第32集　ຕํ市教育委員会）

　	 1997

	 	 	 なお、಄神ഇ寺のנܘは17�1DN前後とඒೱ山ഇ寺のものよりも一ճり大͖いのがಛであ

	 	 	 る。

注５　ただし、ݸ体ではなく、破ยの点である。נؙݢᶘܕ式にͭいてもಉ様である。

注６　ُ田修一「ே島からみたຕํの寺Ӄとנ生࢈」（『ຕํྺ࢙ϑΥーϥϜ　ܧ体大王とདྷ人』	

	 	 大社）　1998

注７　ُ田修一「ඦࡁのנ・新ཏのנ」（『ဠ教ज़』第209号　ຖ新ฉ社）　1993

注８　Ҵ֞৾「新ཏの古נとඈௗ・白時代古נの新ཏ的ཁૉ」（『新ཏと本古代文化』吉川弘文ؗ）

	 	 	 1981

注９　注８文献
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４．下
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水主遺跡第８࣍（̡・̢・̤地区）

ॴ ࡏ 　城陽市寺田ࠓ橋

ௐࠪؒظ　平成27年４݄24ʙ10݄９

ௐࠪ໘ੵ　6000ᶷ

͡Ίʹ　下水主遺跡は城陽市の南西部にҐஔし、木津川ӈ؛のඍ高地とその後എ࣪地に立地

する遺跡である。遺跡は南北1200̼以上、東西540̼以上とൣғに分する（第１図）。ࠓճの

調査は、一ൠࠃಓ24号城陽̞̘関࿈寺田地区改良事ۀに伴い、西本高ಓ࿏ג式会社のґཔを

डけて実ࢪしたものである。

調査地は、遺跡の北にあたる̤地区と、平成26年度に調査を実ࢪした̡・̢地区のྡ接地に

たる。（ࠓճの調査地を̡２区・̢２区とݺশする：第２図）。

ௐࠪ֓ཁ　ࠓճの調査は、平成26年度の調査で֬ೝされた島ാのશ容と縄文時代൩期の൙ཞ流

࿏のԆ部を明らかにすることを的として調査を実ࢪした。·た、̢地区と̡地区のڥքが、

東西ํ向の௶ڥ部分にあたることから、その௶ڥにおける島ാの状況を明らかにすることにもཹ

意して発掘調査を実ࢪした。

ᶃ্Ҩߏ（第３図）　̡２区では、南北ํ向の島ാ３か所をݕ出した。いずれも平成26年度に

֬ೝしている島ാの北部にあたる。島ാ69は幅9�5̼、さ46̼以上、島ാ71は幅7�2̼、さ

68�6̼であることが明らかとなった。·た、̡２区西でݕ出した島ാ72は、ଞの島ാのような

൫層のج৭系のγϧτであるくక·ったԫݎ

り出しがೝΊられず、小河川のଯੵ層である

ૈཻ࠭上໘に土をߦって島ാを成してい

た。島ാ72は幅9�3̼、さ20�9̼以上で、அ໘

では島ാ71の成後、一時期れて成さ؍

れていることが明らかとなった。

̢２区では、西部で平成26年度にݕ出した

島ാ80の南Ԇ部をݕ出し、さが60̼以上で

あることを明らかにすることがで͖たが、南

部分は調査地֎となり֬ೝで͖なかった。·た、

調査区東ଆで南北ํ向の島ാ90をݕ出した。島

ാ90は幅11̼、さ35�4̼以上で、南部部分

をݕ出したものの北部は調査地֎となり、֬
第１図　調査地Ґஔ図

000土地ཧӃ　１�25ࠃ）　Ӊ࣏）
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ೝで͖なかった。

島ാ90の南では、̣地区でݕ出した島

ാ73の西部分をݕ出した。島ാ73は島

ാ72とಉ様、టཻ࣭࠭ࡉをج൫として成

したものである。なお、島ാ上໘でೝܗ

Ίられ࡞ߞ土とஅしたଯੵ土からはΠ

ωՊ২物のՖคが多ྔに出土している。

島ാ73の南ଆのཬ௶ڥϥΠンでは、

上໘幅3�0̼、ਂさ2�0̼の幅でਂい東西

。出したݕをߔ

̤地区では、南北ํ向の島ാを５か所

出した。島ാ92・93は幅８̼、さݕ

65̼で、島ാのஔは南北ํ向の地ܗ

をఄしている。各島ാ間のߔఈ部には、

ഉ水を意図したߔ幅0�5ʙ1�0̼、ਂさ0�2

ʙ0�3̼の小ߔが島ാに平ߦして掘

されている。

ᶄԼҨߏ　島ാの調査終ྃ後、島ാ

上໘から10ʙ15DN掘して、島ാ成以

前の下層遺構の調査を実ࢪした。その݁

Ռ、̤・̡２区ではݕ出で͖なかった

が、̢２区では島ാのجఈ໘で、弥生

時代の遺構をݕ出した。弥生時代の遺構としては、島ാ80の北部でԁܗの土51̨̠）ج２・

75）が、島ാ90の南部で土（69・68̨̠）ج２がある。

̨̠51は、東西83DN、南北55DN、ਂさ21DNのପԁܗ土である。̨̠75は、直30ܘDN、ਂ

さ10DNのԁܗ土である。̨̠69と̨̠68は３̼と近接したҐஔにあり、̨̠68は東西

125DN、南北205DN、ਂさ33DN、̨̠69は東西185DN、南北330DN、ਂさ56DNで、いずれも弥

生時代中期の土器が出土した（写真１）。·た、̨̠69では土器とともに有ܪ式石᭲・石૦各１点

が出土した。

̡２区では明֬な弥生時代の遺構はݕ出で͖なかったが、島ാのجఈ໘をআڈし、さらに掘り

下げたとこΖ、ඪ高13�5̼付近で平成26年度の̡地区調査でݕ出した縄文時代൩期の൙ཞ流࿏を

３ݕ出した（第４図）。

これらの流࿏は、ೈऑなଯੵ土が木津川のߑ水によるڧいྗで生͡た൙ཞ流࿏である。流࿏内

にはཻ࠭ࡉ・ཻ࠭ૈ・ཻ࠭ૈۃ・γϧτがԿ層にもଯੵしていた。さらにγϧτ層を中৺に木・

流木・ݎՌྨの種実なͲが多ྔに出土した。

第２図　下水主遺跡・水主神社東遺跡調査区ஔ図
（˔：縄文遺構・遺物ݕ出地点）



平成 27 年度発掘調査略報

-úü-

下層の流࿏̧̣60は、ཻ࠭の状況か࠷

ら北西から南東ํ向に流れており、さら

に東ଆにԆびているものとࢥΘれる。流

࿏̧̣60の上໘࠷大幅（南北）は40̼であ

る。なお、ڱい調査区であるたΊ安શを

考ྀして流࿏のఈ·で調査していない

が、流࿏のਂさは1�5̼·で֬ೝした。流

࿏内からは大木のほか、ݎՌྨの種実な

Ͳが多ྔに出土した。土器は出土しなか

ったが、২物遺体の์ࣹ性ૉ年代測ఆ

では2820ʶ30年ZSB1という年代を得てい

る。

流࿏̧̣60が埋した後、新たにߑ水

によって生͡た上໘幅9�8ʙ17�1̼の流࿏

̧̣42がある。流࿏̧̣42も流࿏̧̣60

とಉ様、大木にࠞ͡ってݎՌྨの種実が

多くؚ·れていた（写真２）。平成26年度

の調査では、多の土器が出土している

が、ࠓճの調査では、ίンςφ・όοτ

１ശにもຬたない出土ྔである。出土し

た縄文土器の中にはࣰ原式浅ുがある。

なお、流࿏̧̣42の২物遺体の์ࣹ性

ૉ年代測ఆでは2730ʶ30年ZSB1という年

代を得ている。

流࿏̧̣42のさらに上層には調査区東

壁の؍で幅3�4ʙ5�9̼、ਂさ0�6ʙ0�8̼

の流࿏̧̣38を֬ೝしているが、平໘と

しては明֬に֬ೝすることがで͖なかっ

た。流࿏̧̣38では土器の出土はなかったが、২物遺体の์ࣹ性ૉ年代測ఆでは2290ʶ30年

ZSB1という年代を得ている。

ᶅग़Ҩ　調査໘ੵ6000ᶷに対して出土遺物はίンςφ・όοτで27ശである。出土遺物

の内容は、13ੈ紀以߱の土師器・ಃ࣓器、弥生時代中期のᆵ・甕・高ഋ、石᭲・石૦の石製、

縄文時代൩期の浅ുなͲである。

·ͱΊ　下水主遺跡第８࣍（̡・̢・̤地区）調査では、島ാをݕ出するとともに、下層遺構と

して弥生時代の土縄文時代の流࿏をݕ出した。ࠓճの調査成Ռを·とΊると、以下の௨りで

第３図　下水主遺跡北ล部ݕ出島ാ分図

写真１　̢２区土68̨̠	69・શܠ（北から）
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ある。

ᶃ平成26年度の調査でݕ出していた島

ാのنを明らかにすることがで͖た。

ᶄ島ാは一੪に成されたのではな

く、島ാ72のように一時期れて成さ

れているものがଘࡏすることが明らかと

なった。

ᶅ島ാ73は、Ֆค分ੳの݁Ռ、ΠωՊ

২物のՖคが多ྔにؚ·れていることが

明らかとなった。高·りの上でҴ࡞をߦ

っていたのか、ࠓ後のݕ౼՝である。

ᶆ下層遺構として弥生時代中期の土

をݕ出した。弥生時代の遺構は、平成26

年度の̡・̢地区のほか、ࠓճの調査区

の東にある̣地区でも֬ೝしており、୦

っていないものࢸ出にはݕ物なͲのݐ݀

の、पลに弥生時代中期の集落がଘࡏし

たものとࢥΘれる。

ᶇ̡２区南部で縄文時代の流࿏を３

出した。この流࿏は、์ࣹ性ૉ年代ݕ

測ఆ݁Ռからみると、縄文時代൩期の

100年前後の間にߑ水によるڧいྗで生

͡た流࿏であることが֬ೝで͖た。

ᶈ流࿏内には流木あるいは木なͲの

多くの自વ木ݎՌྨの種実が埋していた。現ࡏ、種実थ木の種ྨにͭいて分ੳ中であるが、

縄文時代൩期の調査地पลにおける২生の෮原ഓ৯物の有ແにͭいてݕ౼で͖るࡐ料が得ら

れることとࢥΘれる。

（石井清司）

第４図　̡２区流࿏̧̣42・60平໘図

写真２　̡２区流࿏̧̣42थ木出土状ଶ
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５．佐
㆕ㆆ ㆌ

ഢ遺跡第７࣍

ॴ ࡏ ɹُ岡市㫤田野町佐ഢ

ௐࠪؒظɹ平成27年５݄25ʙ12݄４

ௐࠪ໘ੵɹ4920ᶷ

͡Ίʹ　佐ഢ遺跡は、ُ岡市㫤田野町

佐ഢに所ࡏする平安時代から中ੈにかけて

の遺物が出土する散地として知られてい

る遺跡である（第１図）。西ଆの丘ྕ部に

は佐ഢ古墳群が所ࡏする。

これ·で６度の調査が実ࢪされ、平成18

年度（第１࣍調査）のފ川の河川改修および

付けସ͑工事に伴うࢼ掘調査で縄文土器

中近ੈの土器が出土したが、明֬な遺構は

。出で͖なかったݕ

編備事࠶地ٸۓӦࠃ、ճの調査はࠓ

省近࢈に伴い、ྛ水「岡中部地区ُ」ۀ

畿ہのґཔをडけ、京都府教育委員会

とُ岡市教育委員会の調査݁Ռを౿·͑、

５か所のτϨンνをઃఆして発掘調査を実

。した（第２図）ࢪ

ௐࠪ֓ཁ　調査地पลはാ地および水田

地ଳであり、西から東؇かにࣼし、

各調査τϨンνでは現地ද໘（࡞ߞ土上໘）

から20DNのਂさで遺構をݕ出した。遺構

をݕ出したのは１・４・５τϨンνで、そ

のほかのτϨンνは少ྔの遺物が出土した

のみであった。

ᶃ̍τϨϯν　自વ流࿏１をݕ出した。自વ流࿏からは平安時代のਢܙ器ഋ֖をస用したݛ

中ੈの土器ยが多く出土し、これらにࠞ͡って縄文時代中期（5500ʙ4500年前）の土器ยが

出土した。

ᶄ̐τϨϯν　古墳時代後期と考͑られる୦݀ݐ物が12౩、奈良時代から平安時代にかけての

掘立பݐ物７౩１ྻࡤ、土ப݀なͲの多くの遺構をݕ出した（第３図）。

第１図　調査地Ґஔ図（ࠃ土地ཧӃ　１�25000　ُ岡）

第２図　調査τϨンνஔ図
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୦݀ݐ　一ลが3�5ʙ６̼のํܗをఄする12౩のݐ物をݕ出した。そのうちচ໘がমけた

もの、ΧϚυのࠟ跡をݕ出した。̨̝１のচ໘から古墳時代後期（６ੈ紀後）のਢܙ器のഋ

なͲが出土した。୦݀ݐ物̨̝６ʙ８９ŋ10のように重複しており、ݐてସ͑がߦΘれていた

ことも֬ೝで͖た。

۷ཱபݐ　真北から西に30度いたݐ物（掘立பݐ物̨̗13ʙ17・19）と真北から西に５

度いた２間ʷ３間の૯பݐ物（̨̗18）をݕ出した。̨̗13ʙ17と̨ࡤＡ20にͭいては向͖をそ

Ζ͑てݐてられたものと考͑られる。ப݀から奈良時代から平安時代にかけての土器が出土した。

ᶅ５τϨϯν　୦݀ݐ物１౩土なͲの遺構をݕ出したが、４τϨンνにൺるとرബな状

況であった。·た、ଯੵ層から古墳時代のࣖが１点出土した。

·ͱΊ　ࠓճの調査によってΘかったことを時代ごとにཧする。

ᶃೄจ࣌：１τϨンνから縄文時代中期のਂുの破ยが出土したことから、पลに縄文時代

の集落があったことが考͑られる。

ᶄݹ࣌：遺跡ൣғ内の西部で調査した４・５τϨンνで、古墳時代後期の୦݀ݐ物を13౩

器のಛघ器台ยなܙ出し、古墳時代の集落があったことがΘかった。·た、遺物ではࣖਢݕ

Ͳ古墳の埋葬とࢥΘれるものが出土しており、近ྡの古墳との関࿈もఆされる。

ᶅಸྑ͔࣌Βฏ҆࣌：４τϨンνで掘立பݐ物７౩１ྻࡤ、土なͲをݕ出した。奈良

時代から平安時代の集落があったことがΘかった。平安時代には、近ྡに京から丹波、ୠഅ向

かう「山ӄಓ」が௨っており、このपลは交௨のཁিであったと考͑られ、ࠓ後注す͖遺跡

である。

これ·で佐ഢ遺跡は、遺物の散地としてप知されていたが、ࠓճの発掘調査でݐ物群がみͭ

かったことから、அଓ的ではあるがこの一ଳに集落がӦ·れていたことがΘかった。集落のが

りपลの遺跡との関࿈なͲ、ࠓ後の発掘調査に期したい。　　　　　　　　　　（ଜ田和弘）

第３図　４τϨンν平໘図
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６．出
ㆂ ㆚ ㇂

Ӣ遺跡第20࣍・三
ㆿㆣㆉ ㆂ ㆡ

市遺跡第13࣍・
ं
ㆎ㇋ㆾㆥㆉ

௩遺跡第11࣍

ॴ ࡏ ɹُ岡市ઍࡀ町ઍࡀ

ௐࠪؒظɹ平成27年５݄７ʙ12݄４

ௐࠪ໘ੵɹ2600ᶷ

͡Ίʹ　ࠓճの発掘調査は、主ཁ地ํಓ࿏ُ岡Ԃ部ઢ（北ʑ৳）ࡂ・安શ交付金事ۀにઌ立

ち、京都府ݐઃ交௨部のґཔをडけ、実ࢪした。調査は、ܭը࿏ઢ上において、南北に１LN

れた２か所の地点で実ࢪした。北部調査地は、三市遺跡・ं௩遺跡の遺跡ൣғにあり、南部

調査地は出Ӣ遺跡と中古墳群の遺跡ൣғにある。中古墳群にͭいては、ࠓճの調査によって、そ

のൣғは調査地の南を中৺に展開し、調査対地に·で֦がらないことが明した。北部調査地

は、調査໘ੵ1900ᶷを測り、南部調査地点は700ᶷを測る。

ௐࠪ֓ཁ　平成25・26年度のܭը࿏ઢ上における部分調査の成Ռをडけ、三市遺跡・ं௩遺

跡のൣғとなる北部調査地では、１ʙ３区の３か所の調査区をઃఆした。１区では、ෆܗの掘

状をఄし、ਂさܗଇな平໘نのఈ໘はෆ出した。土ݕ群（࣠３ʙ４̼）ををもͭ土ܗ

0�5ʙ0�8̼を測る。土の１جから߹子ܗのۂ物が出土し、ڞ伴土器から平安時代後期の土と

ਪఆされる。このपลのج൫層は良好なփ৭೪土であり、土のܗ状から೪土࠾掘である可

能性が高い。１区西はཚがஶしく、ߐ戸時代後期から近現代にࢸる大ܗのํܗをఄするཚ

ম土とともに、天明８年（1788年）נされたとみられる多ྔのغ群を֬ೝした。一部から、ഇ

のをもͭՐࣷが出土した。これらのཚは、נりのたΊの೪土࠾掘とみられる。１区東

では、幅２̼の古墳時代ॳ಄の流࿏をݕ出し、

２区では幅1�5̼の弥生時代中期の流࿏をݕ

出した。·た、その下層では縄文時代の可能性

がある流࿏の一部を֬ೝしている（幅４ʙ５

̼）。いずれの流࿏もچ地ܗに੍نされ、北東

から南西に流れる。３区では、ج൫層の下層で

石器時代の２層のՐ山փ層を֬ೝした。ද土چ

下1�7ʙ2�2 （̼ඪ高97�8ʙ98�3̼）で、大山東Ր

山փ（̶̙̝）とѬ良̩̽Ր山փ（Ａ̩）の２層の

ςϑϥをݕ出した。３ສ年前に߱下したѬ良

̩̽Ր山փは、３区東から２区中ԝ·でのൣ

ғでݕ出し、３区東では水性ଯੵとみられる

良好な状ଶで20ᶲのްさでݕ出している。こ
第１図　調査地Ґஔ図

000土地ཧӃ　１�25ࠃ）　ُ岡）
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うした点からपล部はބপとその水際をؚΉ࣪原にあったと考͑られるが、چ石器時代の石器

は出土していない。出Ӣ遺跡を対とした南部調査地点では、弥生時代後期後の流࿏、平安時

代前期のߔ、平安時代後期とਪఆされる石み井戸ப݀群なͲをݕ出した。ப݀群は、出土

土器から平安時代後期以߱とਪఆされるが、ݐ物を෮元するにはࢸっていない。

·ͱΊ　三市遺跡・ं௩遺跡のൣғにある北部調査地では、چ石器時代のѬ良̩̽Ր山փ層

なͲ２層のՐ山փ層を֬ೝし、چ石器時代の古ڥを෮元する資料を得た。·た、弥生時代中期

後と古墳時代ॳ಄の流࿏なͲをݕ出したことから、調査地のपลに弥生時代ʙ古墳時代の集落

が近ࡏするとみられる。一ํ、平安時代後期の土群は、೪土࠾掘の可能性が高いものである。

三市遺跡では、丹波ࠃ分寺のנݐを生࢈した平安時代前期のנ༼のփ原がݕ出されており、

との関係が注される。南部調査地の出Ӣ遺࢈生נ群は、平安時代の出した土ݕճの調査でࠓ

跡では、弥生時代後期の流࿏のほか、平安時代のߔ井戸、ப݀群を֬ೝした。ಛに平安時代後

期を中৺に遺跡南部にも集落が֦大することが明らかとなった。　　　　　　　　　（高野陽子）

第２図　三市遺跡・ं௩遺跡平໘図（北部調査地点）

写真　出Ӣ遺跡（南部調査地点・北東から）
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７．岡田ࠃ遺跡第３࣍

　ॴ ࡏ ɹ木津川市木津地ઌ

　ௐࠪؒظ　平成27年11݄２ʙ平成28年１݄29

　ௐࠪ໘ੵ　900ᶷ

͡Ίʹ　ࠓճの調査は一ൠࠃಓ163号木津東όΠύε事ۀに伴い、ࠃ土交௨省京都ࠃಓ事

所のґཔをडけて発掘調査を実ࢪした。岡田ࠃ遺跡は井関川中流域ӈ؛にҐஔし、調査地北東に

は岡田ࠃ神社がҐஔする。ত和52年度に発掘調査が実ࢪされ、چ石器が出土している。

ௐࠪ֓ཁ　対地内の11か所に調査τϨンνをઃఆした。

ᶃݹ࣌　古墳時代の遺構はݕ出していないが、調査地西ଆの遺物แؚ層よりंྠ石２点が

出土した。पลに෭葬された古墳がଘࡏしたか、製࡞した遺跡がଘࡏしたとఆされるが、後ੈ

にҠಈしたものであると考͑られる。

ᶄಸྑ࣌　調査地中ԝ部で南北ํ向のߔと掘立பݐ物をݕ出した。ߔは南北ํ向に掘され

ており、ߔఈ部から奈良時代のਢܙ器ഋと土師器ᆵが出土した。掘立பݐ物は東西౩である。ப

݀の平໘ܗは۱ؙํܗで、࠷大でล80DN、ล70DNを測る。調査区֎にがるたΊ、ݐ物ن

はෆ明である。ப݀の埋土より奈良時代のਢܙ器ഋと土師器甕が出土した。·た、各τϨンν

より奈良時代のנยが出土している。

ᶅฏ҆࣌　調査地南ଆより井戸と掘立பݐ物が出土した。井戸は平໘ܗがํܗであり、井

戸なͲは遺ଘしていなかった。掘ܗと井戸内埋土の土層区分が見られず、人ҝ的に埋Ίさ

れた埋土であるたΊ、井戸がൈ͖औられたと考͑られる。埋土からࠇ৭土器が出土した。掘立

பݐ物は調査区֎にがるたΊ、ݐ物نはෆ明である。ப݀の埋土からࠇ৭土器が出土した。

ᶆח࣌Ҏ߱　各τϨンνより࡞ߞに伴う

ૉ掘ߔをݕ出した。ח倉時代以߱は࡞ߞ地にな

っていたと考͑られる。

·ͱΊ　ࠓճの調査では、શτϨンνより４

時期の遺構、遺物をݕ出したことから、調査対

地શ域に遺構ががると考͑られる。ಛに、

奈良時代にはܭը的にݐ物がஔされているこ

とが明した。　　　　　　　　　（山തষ）

調査地Ґஔ図（ࠃ土地ཧӃ　１ʗ25000　奈良）
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岡京跡における発掘調査の情報交および資料のڞ有化を図り、岡京跡の౷一的な研究に

ڠ関が集·り岡京࿈བྷػΘるܞ༩することを的として、ຖ݄１ճ、岡京域で発掘調査にد

ٞ会を実ࢪしている。平成27年11݄から平成28年２݄の例会では、ٶ域５݅、左京域２݅、ӈ京

域12݅、京域֎４݅の߹23݅ܭの調査報告があった。その中で、主ཁな事例にͭいて報告する。

では、下層で古（井町ף向市ܲ）調査࣍殿Ӄճ࿓の北西部が֬ೝされていた第508ۃҬ　大ٶ

墳時代のप２と土器が新たにݕ出された。古墳はٶ第46࣍でݕ出されていた山ാ４号墳（ํ

墳）のपとみられ、内部から器ܗྠが出土した。

調査地Ґஔ図（１�50000）
（向市文化財事所・（公財）向市埋蔵文化財センター࡞成の岡京෮原図をجに࡞図）

調査地は̥がٶ域、̧がӈ京域、̡が左京域を示し、ࣈは࣍を示す。
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第509࣍調査（向市ܲף井町）では、第二࣍内ཪの西໘をըす内ֲங地ճ࿓のӍ落ちߔおよび

ங地本体のدப・ኈப、ཷנ·りがݕ出された。

岡ٶ北ลᦰ域にҐஔする第510࣍調査（向市寺戸町）では、岡京期の南北౩とਪఆされ

る掘立பݐ物のப݀がݕ出された。

阪ిٸమ「東向」Ӻの西にྡ接する第511・512࣍調査（向市寺戸町）では、316࣍で֬ೝさ

れていた東西౩の掘立பݐ物の南ଆபのԆがݕ出され、南北２間ʷ東西７間のݐ物ܗ式が֬ఆ

した。北ଆ47̼の地点に࠺பےをଗ͑る東西౩ݐ物があり、岡ٶ「北ԓ」におけるݐ物ஔ

を知る上で資料をఏ供した。

流࿏が岡京چ調査（向市上২野町）はग大࿏࿏໘Ґஔであるが、小ാ川࣍Ҭ　第584ژࠨ

期の遺構を開ੳした状況が֬ೝされた。

羽ଋ師ඛ川城のງ遺構がݕ出された調査区の南にྡ接する第585࣍調査（京都市෬見区ඛ川町）

では、نの大͖なப掘ܗをもͭ岡京期の掘立பݐ物がݕ出された。

ӈژҬ　نの大͖なଆߔを付ਵする西二間小࿏が֬ೝされていた第1117࣍調査（岡京

市開田）では、この小࿏に西໘する二े一町を東西に二分するҐஔで南北区ըߔがݕ出さ

れた。その西ଆで甕ਾ͑付け݀を有するنの大͖な南北౩の掘立பݐ物がݕ出された（第131ճ

埋蔵文化財セϛφーཁࢫをࢀর）。墳丘の西ଆくびれ部にり出しをもͭશ39̼の前ํ後ԁ墳

の井ノ内ं௩古墳（岡京ӈ京第1119࣍調査、岡京市井ノ内）では、後ԁ部墳丘にҐஔするཚ

݀から人಄大の礫が二࣍的に集ੵし、その下部から৭إ料ਢܙ器（６ੈ紀中ごΖ）が出土した。

を示唆する成Ռを得た。西り出しのपลから多ྔࡏ石はະ֬ೝではあるが、ԣ݀式石ࣨのଘڊ

のྠྨが出土し、新たにܲܗྠのଘࡏも֬かΊられた。

第1121࣍調査（ޒ௩原古墳第７࣍、向市寺戸町）では、３段ஙされた後ԁ部墳丘の各ࣼ໘に

がಉ時にߦࢪされた෪石と段間の平ୱ໘が良好な状況で遺ଘしており、墳丘土のங成と෪石ࢪ

をܗはਖ਼しくԁܗΘれていることが明した。これ·での調査成Ռも૯߹すると後ԁ部の平໘ߦ

ఄすることが明らかとなった。古墳時代の遺物はશく出土しなかったが、෪石جఈ石に岡京期

の土師器ࡼがਾ͑ஔかれた状ଶで出土した。第1124࣍調査（向市上২野町）では、小ാ川の河ಓ

のྺ࢙的มભを跡で͖る情報を得ることがで͖た。

第1125࣍調査（岡京市അ場）では、ງ状のߔૅ൘をもͭப݀なͲの中ੈの遺構が散ࡏするな

かで、岡京期の土器を多ྔに出土する土器ཷ·りを１ݕج出した。第1126࣍調査（岡京市ࠓཬ）

では、甕ਾ͑付け݀をもͭ掘立பݐ物の南൳பྻをݕ出し、流࿏状ଯੵ土からچ石器から平安時

代にかけての遺物が出土した。なかでも平安時代の遺物は多種多様で、Ԑ࢈のᬵಃ器ௗܗ

。寺との関࿈性がӐΘれ注される܇の出土は、乙ݛ

では、集石を（大山崎ࣈඦʑ遺跡、大山崎町）調査࣍ಓに໘する大山崎町̞̠74֗ࠃҬ֎　西ژ

伴う遺構礫敷場、平໘ํܗの化物を埋土に多くؚΉ土がݕ出され、ᬵ・փᬵಃ器・西

寺ಉᝎྨנなͲ9ੈ紀の遺物およびנ器をؚΉ中ੈの遺物が出土した。　　　　　　　（ҏլ高弘）
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現地公開状況（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

調査研究センターでは、埋蔵文化財発掘調査の成Ռをく府ຽのօ様に報告し、地域のྺ࢙

をཧղしていただくたΊ、調査研究センターが発掘調査をしている京都府内の遺跡の現地આ明

会遺跡見学会なͲの現地公開をߦっている。

ձֶݟݱ

11݄７（土）、ീ഼市のঁ谷・ߥ坂ԣ݀

群にて、京田ล市立松井ϲ丘小学ߍの;る

さと体ݧ学शとして現地見学会が実ࢪされ

た。

新໊神高ಓ࿏の橋٭ԣでの調査を見学

し、は116໊のํがࢀ加され、調査中の

ໟ௨２号墳のઆ明をฉ͖、展示されたաޚ

のԣ݀調査の写真ύωϧ出土した遺物ڈ

のઆ明をडけた。

加した子Ͳもも大人も৺に調査୲ࢀ

者のઆ明にฉ͖入り、多くの࣭ٙのりとりがあった。

આ໌ձݱ

11݄21（土）に、ُ岡市の佐ഢ遺跡にて現地આ明会を実ࢪした。

物、奈良時代から平安時代の掘ݐճの調査では、縄文時代中期の土器古墳時代後期の୦݀ࠓ

立பݐ物なͲの遺構がみͭかった。

この地域で୦݀ݐ物掘立பݐ物の·と·った遺構が出土したのはॳΊてであり、一ଳには集

落があったとみられる。

は、෩はڧかったが天にܙ·れ、

84໊のํがࢀ加された。地域のํだけでな

く、ଞ府県からも多くのํがདྷられ、地域

のྺ࢙にͭいての࣭をされたり、આ明を

৺にฉかれたりして、関৺の高さが感͡

られた。

（岡ଜඒ知子）

古墳पߔを見学

佐ഢ遺跡現地આ明会
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ී及ܒ発事ۀ（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

調査研究センターでは、埋蔵文化財発掘調査の成Ռをく府ຽのօ様に報告し、地域のྺ࢙

をཧղしていただくたΊ、埋蔵文化財セϛφー小さな展ཡ会をは͡Ί、「関西考古学の」関

࿈事ۀ、向市·ͭりのࢀ加なͲのී及ܒ発׆ಈをߦっている。

౻中ֶߍʮੜ͖ํ୳ڀνϟϨϯδମݧʯ

11݄４（水）・５（木）・６（金）に京都市

立藤中学２ߍ年生３໊が、京都市のਪਐ事ۀ

である「生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ」で発掘現

場と調査研究センターにて体ݧ学शをした。

　「生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ」は、京都市が

平成12年度からߦっている事ۀで、中学生が自

ら考͑るྗなͲの「生͖るྗ」をにͭけると

ともに、集団社会の一員としての自ݾのࡏり

ํを考͑る͖っかけを生み出すたΊに、生ెの

Ϙϥ・ݧ৬場体・ݧ࿑体ۈຯ・関৺にԠ͡たڵ

ンςΟΞ体ݧなͲをߦうものである。

11݄４（水）・５（木）は京都市内の発掘現場にて、発掘調査のઆ明をडけ、土層அ໘の؍・

遺構のݕ出ۀ࡞・Ϩϕϧޫ波測ػڑでの測ྔ・土の平໘図࡞成なͲを体ݧした。

11݄６（金）は調査研究センターにて、遺物ચড়・ωーϛンά・実測・本・報告書࡞成・

写真ࡱӨ・展示にͭいてなͲ、ཧۀ࡞ˠ報告書࡞成ˠ展示の時系ྻのॱをって体ݧした。

生ెは、ॳΊての発掘調査にࢀ加し、ۓு感をもった３間をաごした。ಛに、生ెからはಇ

くことの大มさ、ݫしさを知り、ࠓճのݧܦをকདྷの৬ۀに生かしたいと感がฉかれた。

Γͭ·ࢢ�����

11݄14（土）・15（）の２間、向町ڝ

ྠ場を会場として開かれた向市·ͭりに「

本にνϟϨンδʂඒしい本とのであいʂ」と

して、出展した。

このϒーεでは、ߐ戸時代後期に屋ࠜの飾り

としてΘれていた小נ٠のྺ࢙にͭいてઆ明

し、実際にをってըઋ紙に様を写しとる

本をߦった。小さなお子さΜは大人と一ॹに、

藤中学ߍ生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ

向市·ͭり本
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小学生から年のํ·で幅い年ྸのํʑに本のとりํを知っていただ͖、ࡉかいۀ࡞をஸೡ

にऔりΜでいただけた。で͖た本は、࣋ちؼっていただいた。１はӍであいにくの天ީ

となったが、２はշと天ީにܙ·れ、２間の࠵しで143໊のํʑに本をݧܦしていた

だくことがで͖た。

ຒଂจԽࡒηϛφʔ

第131ճ埋蔵文化財セϛφーを、２݄20（土）

に岡京市立ۀ࢈文化会ؗ１֊大会ٞࣨで実ࢪ

した。

ճのセϛφーでは、『京都・三都城ものがࠓ

たり』として、「１．ګਔٶ跡の発掘調査成

Ռにͭいて－࠷古ڃのਖ਼݄ߦ事を示す遺構－」

京都府教育ிࢦಋ部文化財保ޢ՝古川ঊ෭主

査、「２．岡京跡の発掘調査成Ռにͭいて－

ӈ京第1117࣍調査を中৺に－」公益財団法人

岡京市埋蔵文化財センター木ଜହ彦૯ׅ主査、「３．平安京跡の発掘調査成Ռにͭいて－左京ീ

三町の調査－」調査研究センター山തষ調査員の３ܭ本の発දをߦった。

第１では、これ·での発掘調査でګਔٶの実ଶにͭいての報告があった。·た、ࠓ年度の発

掘調査では、ๅቾ遺構が見ͭかり、現ଘする࠷古のਖ਼݄のّྱの遺構であること、ګਔٶでは元

ேլの際にはඞずๅቾが立てられていた可能性が高く、このߦ事がࠃՈにとって重ཁなّ式で

あったこと、ګਔ京のભ都が元ேլの४備に間に߹うタΠϛンάだったことから天ߖが

元をګਔٶでܴ͑元ேլをߦうというڧい意ࢤを࣋っていたのではないか、という報告があ

った。

第２では、発掘調査をߦった岡京跡ӈ京二町とे一町、西二間小࿏の遺構・

遺物の報告があった。成Ռとして、西二間小࿏西ଆߔのܗ状が、௨有に見られるଆߔとҟな

ることが明した点にある。このߔはഉ水のたΊのػ能ではなく、小ܕのધをར用した水ӡのػ

能があった可能性が報告された。

第３では、平安京跡のח倉時代からࣨ町時代の遺構・遺物がݕ出し、その遺構・遺物から分

かる調査地のपลに住Μでいた時の৬人たちの生׆流௨׆ࡁܦಈの様子が報告された。

２年Ϳりの岡京市でのセϛφー開࠵であったが、岡京市はもとより府内֎からのࢀ加者も

多かった。はܹしいӍが߱る中、80人のࢀ加者を得て、況のうちにແ事終ྃで͖た。

（岡ଜඒ知子）

第 131 ճ埋蔵文化財セϛφー
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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
ઃ立35प年記೦事ۀの実ࢪ報告

岡ଜඒ知子

̍．͡Ίʹ

ত和56年にઃ立された公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、平成27年度で35प

年をܴ͑た。それを記೦して以下の事ۀを実ࢪした。本稿は、それらの関࿈事ۀの開࠵主ࢫと実

。の状況の記であるࢪ

なお、ઃ立35प年記೦事ۀとして実ࢪした事ۀは、平成27年11݄28（土）から平成28年１݄11

（ ・݄ॕ ）·で開࠵した「和
㇄ㆾㆨ㆔㆓㇍ㆨㆉ㇉㆖ㆆ

京都・東ΞδΞ交流の考古学－」と平成27年11݄29（）－࠽ࠢ

に開࠵した展ཡ会とಉ͡タΠτϧで実ࢪしたߨԋ会・γンϙδϜである。

·た、このߨԋ会・γンϙδϜにઌ立ち、縄文時代から古墳時代を対としたϓϨγンϙδ

Ϝを平成27年８݄22	土
に実ࢪした。ϓϨγンϙδϜの概略にͭいては、本ࢽ第128号に掲

。র願いたいࢀ、しておりࡌ

̎．��पه೦ۀࣄͷ࣮ࢪ結Ռใࠂ

ʢ̍ʣઃཱ��पలཡձʮࠢ࠽ʵژɾ

౦ΞδΞަྲྀͷֶݹߟʔʯ

平成27年11݄28（土）から平成28年１݄11

（݄・ॕ）の45間、京都文化ത物ؗ２֊૯߹展

示ࣨにて、調査研究センターઃ立35प年記೦

展ཡ会を開࠵した。

「和ࠢ࠽－京都・東ΞδΞ交流の考古学－」

をςーϚに本の文化が大陸のӨ「࠽」ڹを

डけながら、がて本ݻ有の文物を生成する

「和ࠢ」を生み出していく様子を京都府内の出

土と写真ύωϧ文ࣈύωϧなͲによってΘ

かりすく展示をߦった。

展示のશ体的な構成は、「本文化のݯ流（ே

島起ݯの石器・くらしのม化・ઓいのは͡

·り）」「新しいٕज़の波（器のม化とഅ具の

ొ場・土器生࢈のมֵ・࠽」「（ڸから和ࠢ

（教のड容とͻΖがり・みこのӦとくら 展示会場の様子

展ཡ会ちらし
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し・Ծ໊文ࣈの生）」「がるւのಓ（қと

うͭΘ・現代にͭながる৯器文化）」という４

ͭの小ςーϚをઃఆし、それͧれをཧղするう

͑でܽかせない考古資料をબし、展示をߦっ

た。展示の中には、重ཁ文化財５݅、府ࢦఆ

文化財７݅なͲをは͡Ί、多くの༏を展示し

た。

展示では、東本大ࡂの෮ڵに৬員をݣ

している京都府教育委員会の෮ڵ調査に関する

ύωϧ展示をは͡Ί、京都府立山城ڷ土資料ؗ

と京都府立丹後ڷ土資料ؗの׆ಈ内容をհするίーφーもซઃした。

展示の࠷後には、ত和56（1981）にઃ立された調査研究センターが発掘調査をߦった遺跡をۭ

中からࡱӨしたը૾を30分でৼりฦるө૾ίーφーもซઃした。ࡱӨされたपลが現ࡏ、Ͳのよ

うに様มΘりしたかを֬ೝするかのように৺にࢹௌする多くの見学者がҹ的であった。　

開࠵期間中には、調査研究センター৬員により５ճのྻղઆをߦい、多くの؍ཡ者から好

ධを得た。入場者は、ॳの༧をはるかに͑る13000人を記した。ほ΅ಉ時期に開࠵

された京丹後市『大丹後展』との相ޮՌもあり、多くのํʑに調査研究センターのଘࡏとそ

のଘࡏの社会的意義にͭいてく知っていただけたかりではなく、ࠃຽのڞ有財࢈である文化

財を保ޢすることの重ཁ性をあらたΊて多くのํʑにೝࣝしていただくػ会となったことは、ઃ

立35प年記೦事ۀとしての展ཡ会開࠵が、ඇৗに意義ਂいものとなったと֬৴している。ࠓ後、

かしてい͖た׆にۀと֬ೝで͖た点を調査研究センターのݧܦճの記೦展ཡ会で得たࠓ

いとࢥう。

ʢ̎ʣઃཱ��पه೦ߨԋձɾγϯϙδϜ

平成27年11݄29（）に、向市ຽ会ؗϗーϧにて、調査研究センターઃ立35प年記೦ߨԋ

会・γンϙδϜを実ࢪした。記೦展ཡ会とಉ

͡く「和ࠢ࠽－京都・東ΞδΞ交流の考古

学－」とし、記೦ߨԋとج調ߨԋ、そして、

「。した࠵調報告及びγンϙδϜを開ج

ઌにड़たように８݄22（土）に、ϓϨγン

ϙδϜとして第130ճ埋蔵文化財セϛφーを

。にഭった࢙い、奈良平安時代以前の交流のྺߦ

調査研究センター上田ਖ਼তཧ事が、「古

代東ΞδΞと京都ຍ地」とし、記೦ߨԋを·

ずߦった。平安京にはਇ氏なͲの多くのདྷ系上田ਖ਼তཧ事　記೦ߨԋ

ྻղઆ෩ܠ（京都文化ത物ؗఏ供）
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氏がډ住し、平安京のӦがབ陽のӨڹをڧ

くडけていたことを明らかにされた。ࠓճのς

ーϚである「和ࠢ࠽」は、上田ཧ事が、ૣ

くからその意ຯと重ཁ性にͭいてࢦఠされてい

るとこΖであり、１時間に及Ϳߨԋにより、

このγンϙδϜと展ཡ会のج本ཧ೦のղと

もなった。

ଓいて、調査研究センター井上ຬ郎ཧ事が、

ʡ後の京都と東ΞδΞ－平安王ࢭʠഇݣ」

ேのഎ後ੈք－」とし、記೦ߨԋをߦった。

際交流がසൟにࠃ後もຽ間によるࢭのഇݣ

がوΘれたことをৄड़され、支者֊層のߦ

本をڧく意ࣝするようになったաఔが明らか

にされた。

これらのߨԋをडけて、京都府立大学ඛ田

郎教तにより「ඈௗ・奈良時代における東Ξδ

ΞのӨڹ－教文化を中৺に－」としたج調

する古代寺ࡏった。都城各地域にଘߦԋをߨ

Ӄで出土したנから、教の֦がりにདྷ人の

Ռたしたׂが大͖かったことを明らかにされた。

主査が「考古資料から見た奈良・平安時代におけ࢙調報告では、調査研究センター井ਸج

る東ΞδΞとの交流」とし、「教」「都城」「文ࣈ」を中৺にͲのように֎དྷ文化「࠽」を

औり入れ、ಠ自の文化「和ࠢ」発展させたかにͭいて、そのաఔを明らかにした。·た、調

査研究センターҏ野近෭主査は「中ੈにおける東ΞδΞとの交流」とし、人ʑが好Μだ༌入

ಃ࣓器が時代によってҟなることւ֎交流の実ଶにͭいて報告した。

これらのߨԋと報告をडけて、調査研究センター上原真人ཧ事による౼論ਐߦのもと、ύω

Ϧετの意見を多֯的に引出し、「和ࠢ࠽」にͭいてਂく掘り下げるγンϙδϜとなった。

は天ީにもܙ·れ、190໊のํʑがࢀ加され、「ൣғにる交流のྺ࢙にͭいてڵຯਂく

ฉくことがで͖た」「展ཡ会にもͥͻ͖ߦたい」なͲの意見・感をおدせいただいた。35प年

記೦事ۀの概略は以上であるが、ࠓ後、·す·す公益財団法人としてのׂをΘれΘれがೝࣝし、

文化財保ޢにد༩しなけれならないことを৬員一ಉ、ೝࣝするઈ好のػ会となった。·た、展

示なͲのڞಉۀ࡞を௨して৬員の࿈ଳ感をڧΊられたことも大͖な成Ռであった。

なお、記೦展ཡ会図および記೦ߨԋ会・γンϙδϜ資料は、調査研究センター

ϗーϜϖーδにΞοϓϩーυしているので、ࢀর願いたい。

（おかΉら・みちこ＝調査研究センター調査՝اը調係調査員）

γンϙδϜの様子

調報告の様子ج
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センターのಈ向
（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

݄� � �ࣄ ߲

11	 ２	 岡田ࠃ遺跡（木津川市）発掘調査開࢝

	 ４	 藤中学ߍ「生͖ํ୳究・νϟϨンδ体ݧ」（ԙ：センターほか、ࢀ加者３໊）（ʙ11�６）

	 ７	 京田ล市立松井ϲ丘小学ߍ;るさと体ݧ学श（ԙ：ঁ谷ߥ坂ԣ݀群、ࢀ加者116໊）

	 14	 向市·ͭり「本体ݧϒーε出展」（ԙ：向町ྠڝ場、ࢀ加者143໊）（ʙ11�15）

	 17	 Ѩ良ਢ遺跡（知山市）発掘調査開࢝

	 21	 佐ഢ遺跡（ُ岡市）現地આ明会（ࢀ加者84໊）

	 25	 ඒೱ山遺跡（ീ഼市）発掘調査開࢝

	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 27	 出Ӣ遺跡・中古墳群（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 28	 調査研究センターઃ立35प年記೦展ཡ会開࢝（ԙ：京都文化ത物ؗ؍ཡ者13000人）

	 29	 調査研究センターઃ立35प年記೦γンϙδϜ（ԙ：向市ຽ会ؗ	ࢀ加者：190人）

12	 ４	 出Ӣ遺跡・中古墳群（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 ４	 佐ഢ遺跡（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 10	 શࠃ埋蔵文化財法人࿈བྷٞڠ会研修会（ԙ：島市、૿田૯ׅ主査）（ʙ12�11）

	 16	 岡京࿈བྷٞڠ会

１	 ７	 ઽ田遺跡（Ӊ࣏田原町）発掘調査開࢝

	 11	 調査研究センター35प年記೦展ཡ会終 000ཡ者：13؍ྃ）人）

	 26	 ࣳ山遺跡（城陽市）発掘調査開࢝

	 27	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 29	 岡田ࠃ遺跡（木津川市）発掘調査終ྃ

２	 ４	 下水主遺跡（城陽市）発掘調査終ྃ

	 ５	 水主神社東遺跡（城陽市）発掘調査終ྃ

	 20	 第131ճ埋蔵文化財セϛφー（ԙ：岡京市立ۀ࢈文化会ؗ、ࢀ加者80人）

	 24	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 26	 Ѩ良ਢ遺跡（知山市）発掘調査終ྃ
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ฤूهޙ

節となり·しقのͭ΅みもらみय़の๚れを告げ、य़便りがうれしいࡩ

た。平成27年度３冊となる『京都府埋蔵文化財情報』第129号が成い

たし·したので、おಧけし·す。

本号では、ࠓ年度の京都府内における埋蔵文化財の調査・ී及ܒ発事ۀ

の成Ռをいちૣくお͑するとともに、調査研究センター৬員による論

考を掲ࡌいたし·した。

さらに、調査研究センターઃ立35प年記೦事ۀである展ཡ会、記೦ߨ

ԋ会・γンϙδϜの概略にͭいて掲ࡌいたし·した。

本年度ߦץいたし·した『京都府埋蔵文化財論集』第７集もあΘせて、

ご一ಡいただけれ幸いです。

（編集୲　岡ଜඒ知子）
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平Ӄڥچ内遺跡（Ӊ࣏川河চ）出土のנݢ

引原茂࣏

̍．͡Ίʹ

平成26年度に実ࢪした平Ӄڥچ内遺跡の調査地は、Ӊ࣏川の分流であるౝの川の河চで、ੈ

ք遺࢈平Ӄの東ଆにҐஔする。平Ӄは、藤原ಓからӉ࣏のผۀをܧঝした藤原པ௨によ

り、Ӭঝ７（1052）年に寺としてݐされた。時のڥ内地は現ࡏよりかなりൣであったと考͑

られている。ఆされるڥچ内地が平Ӄڥچ内遺跡としてଊ͑られている。

平成26年度は、河চに５か所のτϨンνをઃఆして調査を実ࢪした。遺構は５τϨンνでݕ出

したఅ状遺構̨̭01のみであるが、遺物はנが多出土した。ಛに、２τϨンνと５τϨンνに

集中する。·た、נݢが多くؚ·れる。平Ӄおよびそのपลで出土したנݢにͭいては、『࢙

跡及び໊উ平ӃఉԂ保ଘ備報告書（फ教法人平Ӄ　2003）』（以下、備報告書とする）で分

ྨして報告されている。それで、աڈの調査で出土したנݢと߹性をもたせるたΊ、נݢのܕ

第１図　τϨンνஔ図
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式໊は備報告書に४ずることにする。

̎．ग़ͨ͠נݢ

ʢ�ʣ̎ τϨϯν

１は複ห࿇՚文を内区主文とするנؙݢである。中には１ʴ６の࿇子をする。࿇ห文のप

ғにはच文とݍઢが८り、֎पには文が८る。備報告書の̢̣016系とみられるが、

文がҤॖؾຯである。平Ӄݐ期の11ੈ紀中葉ࠒのנと考͑られるもので、南都系のנと

みられる。２は複หീ葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をする。中の

पғにはᤩ
㆗ㆹ

をදす。文様はፏ平ؾຯで֯が立ち、γϟーϓなҹをडける。これ·での平Ӄप

ล出土資料にྨ例は見たらないが、11ੈ紀ࠒのנとみられる。３は୯ห࿇՚文を主文とするݢ

で、̢̣004系とみנؙݢとみられる。４は୯ห࿇՚文を主文とするנのࠒである。11ੈ紀נؙ

られる。11ੈ紀ࠒのものとみられる。５は࿇՚文を主文とするנؙݢである。小ยのたΊৄࡉは

ෆ明であるが、２とಉ文とも考͑られる。

６は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中はӈ͖רの二文である。子葉のपғにݍઢ

をもͭ。̣ ̢033系のものとみられる。12ੈ紀ॳ಄の平Ӄ改修期に用されたと考͑られるנで、

河内向山系である。７は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中はӈ͖רの三文である。

̢̣037系のものとみられる。12ੈ紀中葉ࠒのものとみられ、河内向山系である。８ʙ13は、上

記２点とಉ様、河内向山系のנؙݢである。８は複ห葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中は

左רの二文である。子葉にݍઢはなく、̢̣038系とみられる。９ʙ13は中がෆ明であり、

。式の̠01にあたるܗנҹࠁҹがある。備報告書のࠁ式はෆ明である。10はप縁部に「˓」のܗ

11は、子葉のपғにݍઢがあり、̢̣032・033系とみられる。９・10・12・13は、̢̣034ʙ039

系にあたるものとみられる。

14は複หീ葉࿇՚文を主文とするנؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をするものとみられる。

これ·での平Ӄपล出土資料にྨ例は見たらないが、平安時代のנとみられる。

15は左ר三文を主文とするנؙݢで、पғをच文が८る。備報告書の̢̣102系のものと

みられ、近ੈנである。16もಉ様の三文נؙݢで、च文が15より大͖であるが、ಉ系の近ੈ

・はෆ明である。च文が15ࡉとみられるが、小ยでありৄנؙݢ三文רとみられる。17はӈנ

16より小ཻで、中ੈのנの可能性も考͑られる。

19はݢ平נで、Ԝ໘に、ತ໘に縄タタΩࠟがる。ֺ部にはૈいタタΩࠟがり、丹波ࣰ

王子נ༼の製とみられる。נ໘はണ落しており、文様はෆ明である。藤原ಓがݐ立した法

成寺跡からもಉ様のٕ法のנが出土しており、11ੈ紀前ࠒのנとみられる。20は文を主文

とするݢ平נで、पғをݍઢおよびࡉかいच文が८る。ֺ部にૈいタタΩࠟがり、丹波ࣰ王子

はנݢの製とみられる。19もಉ文である可能性も考͑られる。備報告書では、丹波系の༽נ

報告されていない。なお、法成寺跡と考͑られている京都府立יᔊ高ߍ出土と͑るಉ文のݢ平

。に所蔵されているߍが、ಉ高נ
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第２図　２・３τϨンν出土נؙݢ実測図
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第３図　１・２τϨンν出土ݢ平נ実測図
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21はच文とݍઢが८るݢ平נで、主文はෆ明である。平安時代のנとみられる。22はๅ相՚

文を主文とするݢ平נで、पғにݍઢが८る。̣̝003系のもので、11ੈ紀ࠒのנとみられる。

小ܕのנである。

23ʙ31は河内向山系の文ݢ平נで、中に文をͭ࣋複ห葉࿇՚文נؙݢと対になるも

のとみられる。この系౷のݢ平נは多くの文様ύターンがあり、本のൺֱではͲのܗ式にଐす

るのかஅするのはࠔである。25は̣̝058系に、28は文の部のܗ状から̣̝045系にଐ

するものか。30は文様はෆ明であるが、土ܗの状況から河内向山系のנと考͑られる。い

ずれも、12ੈ紀ॳ಄ʙ中葉ࠒにかけてのנとみられる。

32ʙ35は࿈ଓする左ר三文のݢ平נである。શ容がΘかるものはない。文のपғにݍઢが

ないので、̣̝064もしくは065系とみられる。河内向山系のנと考͑られる。備報告書による

と、12ੈ紀ॳ಄ࠒの三文נؙݢと対になるものとみられるが、ࠓճの調査では、それに֘す

るנؙݢは出土していない。

ʢ�ʣ５τϨϯν

37は複หീ葉࿇՚文נؙݢとみられ、中に大ཻの࿇子をもͭ。נ໘にଳ状のᣂইがある。

࿇ห文のपғにݍઢ・च文が८る。これ·での平Ӄपล出土資料にྨ例は見たらないが、11

ੈ紀ࠒのנとみられる。38も複หീ葉࿇՚文נؙݢとみられる。37に近い文様構成とみられるが、

である。中には１ʴ４の࿇子をもち、中のपנؙݢはෆ明である。39は複หീ葉࿇՚文ࡉৄ

ғにᤩが८る。文様およびそのද現は２τϨンν出土の２נؙݢにྨࣅしており、ほ΅11ੈ紀ࠒ

のנとみられる。40は葉࿇ห文נؙݢで、中には１ʴ４の࿇子をもͭ。備報告書にಉ文נ

は掲ࡌされていないが、หのܗ状が、文の中をもͭ複ห葉࿇՚文נؙݢにྨࣅしており、

それとಉ͡時期のנとも考͑られる。なお、このנの文様は、子葉のܗ状から、ๅ相՚文とも

考͑られる。41は࢛葉ๅ相՚文נؙݢで、中には１ʴ８の࿇子をもͭ。ๅ相՚文のपғを、ݍ

ઢ・च文・ݍઢが८る。̢̣041系のנとみられる。11ੈ紀ࠒのものとみられる。42はנؙݢで、

文様はෆ明であるが、土から平安時代のנとみられる。43は中に文をもͭ河内向山系

のנؙݢである。子葉にݍઢをもたない。12ੈ紀のנとみられる。44はӈרの三文である。時

期はෆ明であるが、中近ੈのנの可能性も考͑られる。

45はࡋՖ文を主文とするݢ平נである。ࡋՖ文のपғをݍઢが८り、その下ํにۉ

文が展開する。明ྎなֺ部をもたない。Ԝ໘にはࠟがる。備報告書にはಉ文נの記ࡌが

ないが、ほかのࡋՖ文ݢ平נの例からみて、11ੈ紀ࠒのנと考͑られる。なお、このנとಉ文

とみられるݢ平נが『木ଜড三郎ऩ集נ図』に掲ࡌされている。႗ಊ南ߔで࠾集されたもの

ということである。このנも平Ӄと関係のあるנとも考͑られる。46は文ݢ平נである。

とみられる。47は࿈ଓする左נ式はෆ明であるが、平安時代のܕ、の一部がണがれたものでנ

ઢがないので、̣̝064もしくは065系とみられる。河ݍである。文のपғにנ平ݢ三文のר

内向山系のנで、12ੈ紀ॳ಄ࠒのנと考͑られる。
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第４図　５τϨンν出土נݢ実測図
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ʢ�ʣͦ ͷଞͷτϨϯν

36は文ݢ平נで、１τϨンνから出土した。文様のৄࡉはෆ明であるが、̣̝209系の可

能性があり、近ੈנとみられる。18は左ר三文נؙݢで、３τϨンνから出土した。文様はፏ

平ؾຯで、中ੈのנとみられる。

̏．·ͱΊ

藤原ಓはӉ࣏にผۀを所有していたが、ສण４（1027）年のಓのࢮ後、子の藤原པಓにྖ

された。པಓは、Ӭঝ７（1052）年にこのผۀを寺に改Ίて、平Ӄと号した。その後、康和３（1101）

年以߱に藤原忠実によって平Ӄの大نな改修がߦΘれたと考͑られている。

平安時代には平Ӄ本ಊが現؍ԻಊのҐஔにあったとされる。文献により、本ಊからӉ࣏川に

向かってཌྷ࿓がԆび、そのઌにӉ࣏川にுり出して殿があったとఆされている。『Ӊچ࣏記』

によると、殿は中ੈ後期·でଘしており、元ُ・天ਖ਼のࠒにমࣦしたと͑る。

２τϨンνは؍Իಊの東ଆのҐஔにઃఆした。殿のఆ地付近にあたる。τϨンν付近では、

ত和48（1973）年のࡂ෮چ工事中に大໘औをした֯பが１本見ͭかり、殿のபと考͑られた。

ত和48年２݄23付けの『བ南タΠϜε』第6048号に記事が掲ࡌされている。

このτϨンνの調査では、殿に関࿈する遺構のݕ出を主たる的とした。調査の݁Ռ、この

τϨンνからは、殿に関࿈する遺構は֬ೝで͖なかった。·た、ত和48年に֬ೝされた殿の

பと考͑られるபࡐにͭいてもτϨンν内にはଘしていなかった。しかし、平Ӄに関係する

と考͑られるྨנが、あ·りຎ໓をडけていない状ଶで多出土した。中ੈの土師器ࡼも出土

している。

調査地は、Ӊ࣏川分流のౝの川の川ఈである。Ӊ࣏川はٸ流として知られ、·た、河川改修も

水なͲにより、·た工事により、多くの遺物が流下しࣦΘれたものと考͑られߑ。Θれているߦ

第５図　２τϨンν平໘図
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る。そのような状況の中で川ఈにଘしたのが、ࠓճの出土遺物と͑ݴる。

２τϨンνからは平Ӄに関係すると考͑られるྨנが多出土した。ಛに、12ੈ紀前期の

藤原忠実による改修時に用されたと考͑られるנが多い。נؙݢでは、中が文となる河内

向山系のנがそれにあたる。ݢ平נでは、河内向山系の文ݢ平נ࿈ଓする左ר三文のݢ

平נがそれにあたる。נؙݢでは出土点17点のうち８点で47ˋをΊる。ݢ平נでは出土点

17点のうち13点で76ˋと、多をΊる。これは、藤原忠実によってߦΘれた改修事ۀのن

の大͖さを示すものと考͑られる。·た、その改修により、平Ӄが࠷もӫ͑た時期をܴ͑た

ことをも示すと考͑られる。

２τϨンνの出土נで注されるのは、丹波ࣰ王子࢈༽נのݢ平נがؚ·れていることである。

上記のとおり、藤原ಓがݐした法成寺のނ地と考͑られている京都府立יᔊ高ߍ出土נにಉ

文のݢ平נがؚ·れている。このことから、ࠓճ出土した丹波ݢ࢈平נは、平Ӄݐ以前のӉ

物があったことを示唆すݐ෪͖のಊ的なנの中にۀに関係する遺物とも考͑られる。ผۀผ࣏

るものであΖうか。そのように考͑ると、ڵຯਂい資料と͑ݴる。

２τϨンνから出土したנは、これ·での平Ӄの修ཧでෆཁになったנを付近にغした

ものとみることもで͖よう。·た、上記のとおり、出土したנには水流によってຏ໓したࠟ跡が

なく、ԕִ地から流下したものとはみられない。付近にԿらかの平Ӄ関係のݐ物があった可能

性も൱ఆで͖ないと考͑られる。

（ͻ͖はら・しげはる＝調査研究センター調査՝調査第１係෭主査）
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丹後の台付「甕」

ش井ཧۅ

̍．͡Ίʹ

弥生時代後期、近畿北部では甕ܗをఄする体部に「ϋ」のܗࣈの٭台がͭく、٭台付甕がみら

れる。しかし、そのධՁに関しては報告者によって一様ではなく、台付のᆵ、甕、ുなͲೝࣝの

ࠩҟがある。·た、ਫ਼製された土で製࡞されるものगが付ணするもの、࣫がృられたものな

Ͳ、明らかにৗ的な用్からဃしたものもみうけられ、ّྱ的な用్がఆされることもあ

る。この種の土器は丹後を中৺として北陸なͲで出土することは知られていたが、１遺跡からの

出土ྔは１点ないし多くとも点ఔ度であり、とりたててٞ論のဲ上にڍげられることは多くな

かった。

とこΖが、近畿北部系土器の集成をߦった際に
ㅭ㉅１ㅮ

、意֎にも畿内地域およびそのपลにもྨ例が

散見されることを知った。そこで、本論ではこの٭台付甕
ㅭ㉅２ㅮ

の展開にͭいてཧすることを的と

する。そして、पล地域での出土例をڍげ、とくに֘期の地域間交流というଆ໘に注意しなが

ら、台付甕の意義にͭいて考͑てみることにしたい。

࢙小ڀݚ．̎

本論で主となる弥生時代後期のपล地域を見すと、٭台をもͭ甕は紀ҏ島南部ҏ

第１図　有段口縁をもͭ台付甕の分
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式にすでに台付甕ྛ܀用されている。·た、中部高地でも中期後の器としてࡶなͲでৗ؛

がೝΊられるなͲ、そのଘࡏ自体はしいものではない。これらৗࡶ器的な性֨を有する台付

甕に対して、本論で対とする丹後の台付甕は１遺跡からの出土ྔがஶしく少ないう͑に、ஸೡ

に࡞られるものも多く、पลॾ地域の台付甕とは性֨を大͖くҟにしていると考͑られる。丹後

の弥生時代後期土器の編年をఏ示した肥後弘幸の器種分ྨでは、装飾ᆵ以֎の台付ᆵの૯শとし

てのᆵ̛、もしくは有段口縁のു̗̱とされたものであり、ಛにৄड़はされていない
ㅭ㉅３ㅮ

。このよう

に、丹後の土器様式の中でも付ଳ的なѻいとなることが多いが、これ·でશく注されてこなか

ったΘけではない。白米山北墳丘墓墳の礫敷状遺構に供献された状ଶで３ݸ体が原Ґஔを保っ

た··出土しており、報告者はࡏ地࢈のਫ਼製された土をͭ࣋台付ുであるとの所見をड़、「野

田川流域に集中する器種らしい」とࢦఠしている
ㅭ㉅４ㅮ

	。·た、藤本康司は小羽山墳墓群の報告書の

中でこれらの器種のྨ例をఏ示してݕ౼をߦい、甕と器台が݁߹した器種であり、「๋げる器」

としてಛघ化したものであると論͡た。そして、「丹後系台付甕」とݺশすることをఏএし

ᶃ　有段口縁で口縁部内໘及び体部֎໘がϔϥϛΨΩ調であること

ᶄ　٭台は「ϋ」のࣈ状にԣுり出すܗ状で部がؙみをଳび、֎໘がϔϥϛΨΩを主体と

　　　すること

というようにఆ義した。·た、藤本は「丹後系台付甕」は弥生時代終末期以߱、北陸と丹後のӨ

ఠするࢦをडけて生·れた土器であるとڹ
ㅭ㉅５ㅮ

	。藤本の論は、丹後の土器祭祀の中で重ཁࢹされた

甕にܕをٻΊる点なͲࢀ考にす͖点が多い一ํ、その発生に北陸からのӨڹをఆする点

出現時期を弥生時代終末期とした点なͲٙ点もった。·た、「ϔϥϛΨΩ」という点を重ࢹ

したたΊ、資料もݶఆ的であった。終末期に白米山北墳丘墓でみられるようなશ໘にϔϥϛΨΩ

をࢪすஸೡに製࡞されたものが一ఆଘࡏすることは間ҧいないが、丹後ではそのఆ義に入らな

いような台付甕も多く展開する。例͑藤本は大田南２号墳のものを（第２図12）台付ുとしてೝ

ࣝしているが、ほかのྨ例をࢀরするݶり、筆者は台付甕の系ේとしてଊ͑る͖であると考͑

る。·た、体部の࠷終調がϛΨΩでなく、௨有の甕とಉ͡ようにϋέ、φσで終Θるものも多

くみられ、·さに甕に٭台をऔり付けたものもଘࡏする。以上のようなཧ༝から、本論では藤本

のいうڱ義の「丹後系台付甕」というఆ義からははずれるが、く、丹後にみられる有段口縁の

台付甕およびそのྨࣅ資料をแׅして台付「甕」とೝఆし、資料集成をߦいたい。

̏．ᙈͷग़ݱͱల։

ଞ地域の事例に৮れる·͑に、丹後での台付甕の発生と展開にͭいてཧしておこう。ࠓճ集

成し͑た有段口縁の台付甕およびそのྨࣅ資料は、丹後を中৺に56遺跡90点である。ཏ的に資

料集成をߦったΘけではないが、北陸にも分がみられるなͲ東はくӨڹがみられるのに対

して、山ӄの土器成のなかに台付甕はఆணしない。·た、後ड़するように畿内地域および東部

瀬戸内地域においてもྨ例は散見される。その出現のػܖとして、藤本は甕に器台が݁߹したܗ

状をఄすることから、墳墓に๋げる器として成立したと論͡ている。·ずはこのࢹ点からূݕし
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第２図　丹後における台付甕の出現と展開
（出土遺跡は、18ทࢀর）
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てみよう。

出現期の例として考͑られるのは後期中葉
ㅭ㉅６ㅮ

にൺఆされる大山墳墓群17主体部例である
ㅭ㉅７ㅮ

。丹後の

台付甕は出現の時点ですでに、体部にϛΨΩをࢪし部࠷大ܘを中Ґにͭ࣋という、௨有の甕と

はҟなったܕ式的ಛを備͑ているとい͑る。これに近い時期の所࢈と考͑てよい古天王５号墓

第10主体例的場遺跡例をみても、体部にखがऔりͭく以֎はಉ様のಛをも （ͭ第２図３ʙ

５）。そのようなことから、そもそも「甕」に٭台がऔりͭいたものなのかというࠜ本的なٙ

がるが、三坂神社３号墳第３主体部大山墳墓群28号主体部に破砕供献されているような、体

部中Ґに࠷大ܘをͭ࣋ٿܗをఄするҟܗの甕は少ながらଘࡏする（第２図１）。このҟܗ

甕が台付甕の直接の系ේとなったことを示すੵۃ的なࠜ拠は示し͑ないが、ほかにྨࣅする器種

も見たらないう͑、後期後葉以߱の台付甕の体部は௨有の甕ܗをఄするものも૿加することか

ら、ͻと·ず甕に٭台を付けたものであり、後期中葉にొ場するとしてೝࣝしておこう。

丹後の墓੍において、「甕」という器種が重ཁࢹされていたことはै前からࢦఠされており、

甕は後期を௨͡て墓壙内破砕土器供献の中৺をなす器種として用される。その構にม化がみ

られるのが後期中葉であり、「後期中葉をڥにそれ·で調ཧ容器（甕・水ࠩし）とともに墓壙内

に破砕供献されていたҿ৯容器（高ഋ・ു・台付ᆵ・器台）が分して墓壙上で破砕供献される
ㅭ㉅８ㅮ

」	

ようになり、ಉ時に破砕土器のஔҐஔ෭葬構成にもएׯのม化がみられる。この墓壙内破

砕土器供献から墓壙上土器ஔのม化には、中期後からすでに墓壙上での土器供献がみられ

る中部瀬戸内地域山ӄ地域をؚΊた域の地域間交流のӨڹをఆする意見がある
ㅭ㉅９ㅮ

。近畿北部

地域内でも丹後にઌߦしてୠഅの東山墳墓群で後期ॳ಄の段֊ですでに甕を墳丘上に供献する事

例も֬ೝされている（第３図）。後期後葉の西谷２号墓で墓上供献に用いられていた甕は、ϔϥϛ

ΨΩ調でஸೡに上げられており、体部にはεεが付ணしないなͲ、台付甕とڞ௨したಛを

有しておりڵຯਂい。·た、ॳ期の台付甕にखがͭく例が２例あることも示唆的である。丹後

では高ഋ水ࠩしに状のखがऔり付くことはあっても甕にऔり付く事例はほとΜͲみうけ

られず、それはΉしΖୠഅ的なཁૉであるとい͑る。丹後では後期前葉から中葉を中৺に水ࠩし

ᆵなͲ、௨ৗ٭台がͭかない器種に٭台がऔり付く例が散見されるが（第２図２）、これらは集

落で出土することはكであり
ㅭ㉅10ㅮ

	、墳墓

に供献するたΊに出された֖વ性

が高い。このように後期中葉、すな

Θち墓壙内破砕土器供献から墓壙上

土器ஔのҠߦ期に台付甕とし

て、甕が墳丘上に供献されるたΊに

Ծ器化したとղऍすることはڐされ

よう。ࠜ拠にܽけるものの、丹

後での墳墓祭祀のม化、そして台付

甕の発生には西からのӨڹを考͑る第３図　墳墓祭祀における甕の用ํ法
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ことがで͖る可能性をࢦఠしてお͖たい。

しかし、出現期の例を改Ίて֬ೝすると、墓上供献に用されているのは大山墳墓群例のみで

あり、第２図をみても、後期後葉の墳墓に台付甕が供献される例はそれほͲ多いとは͑ݴない。

出現のػܖを墓上祭祀のม࣭にٻΊることには一ఆの֖વ性が得られようが、その後の展開はඞ

ずしも墓上祭祀と݁びͭいているΘけではないのである。このことは、ࠓճ集成し͑たもののう

ち墳墓の例はほ΅丹後島にݶられており、શ体の７ׂ以上が集落からの出土であることからも

ਪされることである（第４図）。前ड़したように丹後では台付͖の器種が散見されるが、それに

対して台付甕はその出土がඞずしも墳墓にݶఆされるΘけではない点で供献用の台付͖の器種と

は性֨用用్をҟにしているようである。台付甕の出現のػܖを墓上祭祀のม࣭にٻΊるこ

とがで͖る可能性はあるが、出ॳから、集落でも用される器種であったのである。

では、その用ํ法は甕とڞ௨するのであΖうか。出土状況から用状況が෮元可能な墳墓の

事例で֬ೝしてお͖たい。ઌड़したように、近畿北部において甕は墓壙内破砕土器供献に用いら

れるなͲ墳墓祭祀の中৺をなす器種となるが、台付甕の中で破砕供献に用されているのはୠഅ

の加陽土屋ϲඓの１点のみである。後期末の内和田２号墓ではࣽࠟ跡をもͭ台付甕が木埋Ί

し土中から破砕された状ଶで出土しているなͲ、一部には甕とಉ͡ような用状況を示す例も

あるが、甕とはผの器種としてೝࣝされ、ҟなる用用్が付༩されていたとਪされる。墓上

供献されたものは多くଘࡏするが、筆者が知り͑たൣғでεεなͲࣽࠟ跡がみられるものはଘ

本とする。注すج用されないことを৯を伴うّྱにはڞҿڞせず、台付甕は実際に調ཧࡏ

͖事例として白米山北墳丘墓の例をڍげてお͖たい。白米山北墳丘墓では墳の礫敷遺構で河

内࢈、北陸系のᆵの破砕ّྱがߦΘれ、その後礫敷上໘に台付甕、器台、高ഋがஔされた状況

が෮元されている。供献土器のなかにࣽ用の甕がؚ·れないことから、埋葬ّྱに際しては実

際にڞҿڞ৯を伴うّྱはߦΘれなかったと考͑られる。·た集落では、出土状況から明֬に

用ํ法がΘかる事例は֬ೝで͖ていないが、近畿北部以֎の地域でみられるものはすて集落か

らの出土であることからも、前ड़したように台付甕の用は墳墓での祭祀にݶఆされた性֨では

ないことは明らかである。出土遺構も生׆域というよりもΉしΖ、土器を一ׅഇغしたようなߔ

土壙なͲからの出土が多いことも示唆的である。ಛघな事例ではあるが、口縁部にगがృさ

第４図　台付甕出土遺構の性֨
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れ、体部にはεεが付ணした石田谷遺跡例、口縁部に࣫がృられ体部にࣽࠟ跡がೝΊられる

෩ר遺跡例なͲ、ৗ的な用్とはဃしたような状況をఄするものもଘࡏする。このようなこ

とから、具体的な用状況を෮元しうるࡐ料は࣋ち߹Θせていないが、墳墓とಉ様Կらかの祭祀

。ҝに用いられたと考͑たいߦ

台付甕のその後の展開にͭいても؆ܿにཧしておこう。丹後では後期末から終末期にかけて

北陸山ӄのڧいӨڹをडけ、後期に発展したٖԜઢ文土器様式がٸにਰୀする。台付甕は後

期末から終末期前には白米山北墳丘墓内和田墳墓群で内֎໘にϛΨΩをࢪした祭祀用土器と

して展開し、体部もؙみをଳび器高がくなるなͲ小ܕ化する。·た、ଞ地域からのӨڹがஶし

く、北陸系の口縁部をͭ࣋もの٭台に段をͭ࣋ようなものが散見されるようになる。山ӄ

系のཁૉがࡏݦ化してくる終末期後から古墳時代ॳ಄にかけては、香具山城下層墳墓浅後谷

南遺跡なͲで出土した台付甕のように山ӄ系口縁をͭ࣋ものが૿加し、本དྷの「丹後系」の口縁

第５図　台付甕の出土状況のॾ例（報告書に加筆）
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部をͭ࣋台付甕はஶしくݮ少する。このように、ଞ地域のڧいӨڹをडけながらも、北陸山ӄ

の土器様式には本དྷଘࡏしない台付甕というಠ自の器種を丹後地域内では保࣋しଓけるというこ

とを重ࢹしたい。台付甕の墳墓の供献は大田南２・５号墳·でଓ͖、古殿遺跡では古墳時代に

入っても用されるなͲ、弥生時代後期以߱の丹後では֬実にաすることので͖ない器種とし

てଘࡏしଓける。٭台付͖の甕は祭祀用というಛผな意義を༩͑られ、弥生時代後期から古墳出

現期にかけての丹後の土器様式の中にଘࡏすることとなったのであΖう。

̐．पลҬͰͷྫࣄ

このように台付甕は丹後ではԿらかのಛघな意ຯを付༩されて用されていた器種であると考

͑る。そして前ड़したように、意֎にもこの台付甕は丹後以֎の地域でも一ఆ出土例がみられ

る。丹後でも多ྔに出土する器種ではないにも関Θらず、近畿北部の土器様式֎でみられる近畿

北部系土器の૯ྔに対してはൺֱ的高で出土するのである。主ཁな事例に関して以下概略をड़

たい
ㅭ㉅11ㅮ

	。

ຏɾઁ　弥生時代後期後、ઁ津からຏ東部では土器様式͡たいに近畿北部系土器のӨ

の近畿北部系土器が多みられる。そのたΊ、筆者は畿内地ܗくみられ、地元でม容したڧがڹ

域と近畿北部地域との交流ϧーτの一部としてػ能していたと考͑る
	㉅12


。台付甕も畿内地域ではも

っとも多く得られており、ຏで４遺跡、ઁ津で２遺跡からの出土がある。宅原遺跡では、畿内

第ᶛ様式系の体部に口縁部をͭ·みあげた、近畿北部のӨڹ下で製࡞された甕に٭台がͭくも

のがଘࡏする（第６図８）。ಉ様の資料はノ下遺跡でも出土している（第６図７）。両者ともεε

なͲの用ࠟ跡を֬ೝすることはで͖ず、甕本དྷの用్であるࣽਬ具としては用されていない

とい͑る。ઁ津ではほかにも芥川遺跡で後期後葉のߔから２点が出土している（第６図５・６）。

一ํは丹後のものとྨࣅ度が高く、֎໘をϔϥϛΨΩし、内໘にはέζϦがࢪされる。もう一ํ

は֎໘にタタΩࠟをݦஶにすなͲંܕ式の甕に٭台がऔりͭいたものである。後者にはஶし

くεεが付ணしており、少なくとも１ճの調ཧをݧܦしたことは֬実である。·た、ࠓճ図示し

͑なかったが、吉田南遺跡では後期後葉の土器群に伴って台付甕が１点出土している。内֎໘に

ᒵ৭のృが部分的にೝΊられる。これらは東ւ紀ҏ島南部をނ地とする台付甕とも製ٕ࡞

ज़をࠜ本的にҟにしており、ຏ・ઁ津のࡏ地の甕そのものに٭台を付ける例はଘࡏしないこと

から、丹後の台付甕を意ࣝして製࡞された土器であるとい͑る。このように、近畿北部でみられ

る土器そのものではなく、近畿北部のӨڹをडけた甕に٭台をͭけるものがあるということは、

ંܕ式の土器を製࡞した集団を考͑るう͑で示唆的である。

ຏ西部では川戸遺跡ஸ・༄έ瀬遺跡で丹後のものとྨࣅ度の高いものが出土している（第

６図９・10）。川戸遺跡のものは土分ੳで地元の土で製࡞されたものであることが示されて

おり、丹後、もしくはそのपลの集団がҠಈしたઌで製࡞した֖વ性が高い。いずれも終末期の

なͲの近畿北部系土ു状遺構から出土しており、ಉ͡遺構からはଞにも甕西谷式高ഋ、有ߔ

器が得られている。
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Տ内ɾେɾࢁ　大和では乙木・佐保庄遺跡で、古墳時代ॳ಄の土器が一ׅഇغされたと考

͑られる遺構から台付甕が出土している（第６図３）。٭部をܽくものの、山ӄ系の口縁部にϛΨ

Ωをࢪした体部をもͭ。ઌड़したように山ӄ地域では台付甕はみられず、ΉしΖ丹後の大田南古

墳古殿遺跡なͲでྨ例がೝΊられることから、近畿北部をނ地とすると考͑られる。平・

、遺跡ではほかにも近畿北部系土器が得られているが、時期的には終末期前のものでありࣨؠ

本例よりも前出する資料である。山城では内ཬീஸ遺跡で近畿北部系の口縁部を࣋ち、体部のܗ

状なͲも近畿北部のものとྨࣅ度が高いਫ਼製が出土している（第６図１）。ಉ͡遺構からはଞに

第６図　有段口縁台付甕のྨ例
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もਫ਼製された土で製࡞されたܗの土器が出土したと報告されており、土器を一ׅഇغした土

。する時期のものであり、搬入の可能性も考͑られるߦであΖう。ともにཹ̌式にฒ

中部瀬戸内　中部瀬戸内では吉備で２点、ඒ࡞に１点のྨ例がある。筆者自で実見していな

いが、ࢀ考資料としてڍげてお͖たい。足守川加茂Ａ遺跡の住ډ跡から出土したものは、「֎໘

に丹ృりがされ、内໘にगが付ண」していると報告されている。ಉ一の遺構からはग生࢈と関࿈

のある̡ࣈ状石٩がڞ伴しており、ڵຯਂい事例である。·た、酒津遺跡出土資料の中にもྨ例

がೝΊられる。口縁部のܗ状体部の器ܗは丹後の台付甕にྨࣅするが、٭部ܗ状からނ地を北

陸にͭ࣋可能性も考͑られる
ㅭ㉅13ㅮ

	。いずれも後期末の所࢈である。

以上のように、後期にはຏ東部からઁ津にࡏ地でม容したܗのものがみられ、終末期には

域でྨࣅ度の高いྟ地製土器、もしくは搬入と考͑ても大աないものがみられるようになると

いう、ほかの近畿北部系の器種とಉ͡ような出土向にあるとい͑る。筆者が実見したݶり、ઁ

津・ຏの例にかΜしてい͑ඃࠟ跡はೝΊられないものが多をΊ、௨ৗの甕としての

用状況は考͑い。台付甕はৗ的な用్で用されていない器種であるにも関Θらず、近畿北

部系土器の様式ݍ֎でも散見されるのである。出土遺構からみても、墳墓からの出土がみられな

いことをআいては近畿北部での様相と大͖くมΘることはない。住ډ跡なͲ生׆域とఆされる

区域ではなく土器が一ׅഇغされたߔ土から出土する事例が多いということも台付甕の用

実ଶの一を示しているのであΖう。近畿北部での出土事例をさらにཧするඞཁがあΖうが、

集落においてもԿらかの祭祀に用いられたと考͑るなら、ଞ地域で出土する台付甕のͭ࣋意義

は֘期の地域間交流を考͑る上でܰࢹすることはで͖ない。

５．小結

以上、丹後にみられるಛघな台付甕にͭいて集成とएׯのݕ౼をߦった。このಛघな台付甕は

後期中葉に丹後で生し、墳墓祭祀だけでなく集落での祭祀にも用されたと考͑た。そして、

ଞ地域においてもしし丹後の台付甕にӨڹをうけて製࡞されたと考͑られる資料がみうけら

れることから、ある意ຯ「重ཁな」器種であった可能性をࢦఠしてお͖たい。小稿では資料集成

に終࢝し、その出現のػܖ֦散のഎܠに関してはਪ論にਪ論を重Ͷた͖らいがある。·た、自

で実見し͑なかった資料も少なくなく、実際の用状況に·で౿みࠐΜでݴ及することはで͖

なかった。ݕ౼ෆ足ではあるが、ࠓ後の՝としてお͖たい。

（͖りい・り͖＝調査研究センター調査՝調査第３係調査員）
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　　　【第２図】　１：大山墳墓群第28号主体部　２：左坂墳墓群G支群　３：古天王５号墓第10主体部　４：

大山墳墓群第17主体部　５：的場遺跡　６：金谷１号墓　７・８：白米山北墳丘墓礫敷遺構　９：

	 	内和田２号墓　10：香具山城下層墳丘墓　11：大田南２号墳　12：大田南５号墳　13・14：松山遺	

	跡　15：石田谷遺跡　16：浦入遺跡　17・18：浅後谷南遺跡　19・20：古殿遺跡

　　　　なお、遺構・遺物の実測図および写真は各報告書から引用したが、その出典の多くは紙幅の関係

で省略せざるを得なかった。ご容赦願いたい。

	 注１　拙稿「弥生時代後期における近畿北部系土器の展開」（『京都府埋蔵文化財論集』第７集　公益	

	 	 財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2016

		 注２　以下、台付甕とする。

		 注３　肥後弘幸「丹後地域の弥生時代後期から古墳時代前期の土器編年（上）」（『太邇波考古』第７号

　	 両丹考古学研究会）　1995

		 注４　河野一隆「白米山北古墳」（『京都府遺跡調査概報』第57冊　財団法人	京都府埋蔵文化財調査研	

		 究センター）　1994

	 注５　藤本康司「丹後系台付甕点描－弥生時代終末における有段口縁台付甕の様相－」（『小羽山墳墓	

	 	 群の研究』　清水町教育委員会）　2010

注６　本論での時期区分は高野陽子「丹後地域」（『古式土師器の年代学』　財団法人大阪府文化財セン	

	 ター）2006に拠る。三坂神社式＝後期前葉、大山式＝後期中葉、西谷式＝後期後葉とする。

	 注７　前掲・河野1994、藤本2010においても、出現の１点を示す可能性があると示唆されている。

		 注８　肥後弘幸「墓壙内破砕土器供献」（『みずほ』14・15号　大和弥生文化の会）　1994

	 注９　石井智大「第２節　北近畿の弥生墳墓における二種の土器出土状況とその意義」（『香住門谷遺	

	 跡群』　豊岡市教育委員会）　2003

	 	 	 古屋紀之『古墳の出現と葬送祭祀』雄山閣　2007

	 注10　ただし、後期前葉の集落の調査事例自体が寡少であることに起因する可能性はある。

	 注11　紙幅の関係で、第５図の出典のうち、前掲・註１文献と重複するものは省略した。

	 	 	 芥川：橋本久和編　『芥川遺跡発掘調査報告書―縄文・弥生集落跡の調査―』高槻市文化財調査	

	 	 報告書第18集　高槻市教育委員会　1995　５は筆者実測・製図。資料見学に際しては高槻市教	

	 	 育委員会、	三好裕太郎氏に便宜を図っていただいた。記して感謝申し上げる。

	 	 	 宅原（有井地区）：安田　滋・斎木　巌「31．宅原遺跡（有井地区）」（『平成元年度神戸市埋蔵文	

	 	 化財年報』　神戸市教育委員会）　1992

	 	 	 乙木・佐保庄：鈴木裕明編　『乙木・佐保ノ庄遺跡』奈良県立橿原考古学研究所調査報告代第92	

	 	 冊奈良県立橿原考古学研究所　2005

	 	 	 足守川加茂Ａ：島崎　東編　『足守川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡（本文）』

	 	 	 足守川河川改修工事に伴う発掘調査　岡山県埋蔵文化財発掘調査報告94　岡山県教育委員会　	

	 	 1995

	 	 	 酒津：間壁忠彦「倉敷市酒津及新屋敷遺跡出土の土器」（『瀬戸内考古学』第２号）　1958

注12	 前掲・注１文献

		 注13	 吉備では津寺遺跡で北陸系の甕と装飾器台が出土しており、北陸との土器交流を示す資料が散	

		 見される。それに対して、近畿北部系土器が直接搬入された例は知られていない。
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清水ૣ৫

̍．͡Ίʹ

古墳時代のҌは様ʑなٕज़を集݁させた

ものであり、多くの部ࡐから構成されてい

る。しかし、大部分は木製で製࡞されるた

Ί、৯が起こりશを෮元することが

しい。

Ҍは前
ㆾ ㆆ ㇏

ྠと後
㆗ ㆚ ㇏

ྠに区分され、左ӈの

ү
ㆂ㆝ㆉㆪ

金具、その両者にڬ·れた中ԝにऱ
㆙ㆯㆾㆉㆪ

金

具


金具をऔり付ける。それらはమ൘の上に

金ಔ൘をऔり付けて、縁金具をමでݻఆす

る構となっている（第１図）。Ҍの֨ن性

は田中༝ཧ氏がү金具の֎ܗઢを重Ͷ߹Θ

せ２種ྨのܗଶに分ྨした。そして、ү金

具のさがڞ௨しているとし、֨ن性を示した
	㉅２ㅮ

。

化されているか൱かにͭい֨نがࡐ測だけではなく、金ಔ製Ҍ金具の各部ܭճは、ү金具のࠓ

て資料を௨してみてい͖たい。

̎．๏ྔܭଌ

·ず、金ಔ製Ҍ金具には、ү金具とऱ金具がܨがった状ଶの一体りのものとү金具とऱ

金具がผʑにऔり付けられるผりのものがある。ࠓճ、ү金具とऱ金具の法ྔがなけれܭ

測で͖ない部分をؚΉことから、ผりで製࡞されたものをऔりѻった。法ྔݕ౼ではү金具の

ઌ部分のࣼลの、ऱ金具は金具の࠷下部両の法ྔ、അڬみ幅を対としてܭ測した。

各部Ґのܭ測をߦうとともに、ү金具とऱ金具は࿈݁していることが分かることから、その࿈

݁֯度のࠩҟにͭいてもܭ測をߦった。ܭ測Ґஔは第２図に示した௨りである。ただし、法ྔの

出するたΊにү金具・ऱ金具がݕみの法ྔにͭいては、をਖ਼֬にڬう上で、അߦを౼ݕ

ଘしていることを݅とした。時期としては、６ੈ紀前から７ੈ紀前の資料を中৺としてऔ

り上げる（ද１）。

なお、法ྔのܭ測においては、発掘調査報告書論文に掲ࡌされている図໘からσータをந出

した。·た、金ಔ൘の下にమを用していることからࡺによるܗ状ม化のたΊにਖ਼֬なをܭ

測するのはしいことを೦಄においておくඞཁがある。

Ҍ金具の前ྠと後ྠはج本的にಉ͡ܗ状をしている。しかし、区ผがないΘけではない。それ

第１図　後ྠのҌの構（注１からసࡌ）
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はഅの৲にはӢ
ㆄ ㆚

च௰
ㆤ㆘ㆉㆪ

金具、ҍ
ㆍ㇇ㆄ㇈ㆄ

葉といった飾り金具を装ணすることからஅすることがで͖る。

それらをͭな͙ܨ
ㆋㆂ

といΘれるものを
㆗ㆈㆧ

金具でݻఆする。金具は一部例֎もあるが後ྠにऔり付

けられることが多く、金具の有ແに	よってҌの前ྠと後ྠのೝࣝがなされている。しかし、

本稿では、法ྔを前ྠと後ྠの両ํをܭ測することで前後の関係性にͭいてから֬ೝしてい

く。

第２図　Ҍܭ測Ґஔ式図

ද１　法ྔݕ౼資料

൪
号

出土古墳・
ԣ݀墓 出土地

ү金具（DN） അڬみ幅（ᶲ）ऱ金具（DN）࿈݁֯度（ ）˃

考ࢀ
文献

前ྠ 後ྠ
前ྠ 後ྠ 前ྠ 後ྠ 前ྠ 後ྠܭ測

（左）
測ܭ
（ӈ）

測ܭ
（左）

測ܭ
（ӈ）

1 金鈴௩古墳B ઍ葉県 20�8 21�2 ― ― ― 41�2 ― ― ― ― 注３

2 ໖؏؍Ի山古墳 群അ県 ― ― 23�8 23�8 30�2 41�6 ― 14�9 33 38 注４
3 Ӊಎϲ谷ԣ݀ ੩岡県 18�6 19�2 22�5 21�3 30�0 36�6 13�2 12�9 31 34 注５

4 原分１号墳 ੩岡県 18�6 18�6 22�2 22�5 30�6 43�2 11�7 15�0 30 41
注６

5 原分２号墳 ੩岡県 18�3 18�3 23�1 23�1 29�7 39�5 9�0 13�1 33 37

6 南高野古墳 ෞ県ذ 18�9 17�1 21�6 21�6 27�1 43�8 10�2 14�1 32 44 注７

7 Ҵՙ山古墳י 滋լ県 21�6 22�0 19�2 19�2 ― ― ― ― ― ― 注８

8 物集ঁं௩古墳 京都府 16�8 16�9 ― ― 33�9 ― 5�7 ― 40 ― 注９

9 野古墳 奈良県 17�6 17�0 17�0 17�0 26�2 ― 8�8 ― 29 ― 注 10
10 三ཬ古墳 奈良県 15�6 15�9 18�3 18�3 30�6 37�7 9�6 12�2 42 46 注 11
11 藤ノ木古墳B 奈良県 18�6 17�8 21�8 21�6 29�2 40�6 6�6 13�8 41 40

注 12
12 藤ノ木古墳$ 奈良県 19�8 20�0 23�2 23�6 34�2 40�6 10�2 13�0 37 36
13 上 5 号墳 奈良県 17�1 18�9 ― ― 30�9 ― 9�9 ― 36 ― 注 13
14 ീϚΩτ 5号墳 奈良県 18�2 18�6 21�6 23�0 ― 42�6 ― 13�0 ― 43 注 14

15 新Ѷ屋古墳 大阪府 ― ― 20�7 22�5 ― ― ― ― ― ― 注 15

16 上島古墳 島ࠜ県 17�6 17�8 ― ― 31�6 ― 10�4 ― 36 ― 注 16
17 岡田山１号 島ࠜ県 20�5 20�9 26�3 253 33�0 ― 10�9 ― 33 ― 注 17
18 上Ԙங山古墳 島ࠜ県 17�6 17�2 23�8 23�2 29�2 43�9 10�4 15�1 33 40 注 18

19 新ఊ大⃦古墳 岡県 17�4 17�7 ― ― 28�5 ― 10�5 ― 29 ― 注 19

平ۉ 18�4 18�5 21�8 21�9 30�3 41�1 9�6 13�7 34�1 40
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ᶃүۚ۩

ү金具をܭ測するたΊにऔりѻった資料は左ӈのү金具がଘしているものにݶఆした。ܭ測

Ґஔは第２図の左ଆのү金具に示している。第２図のＡ点と̗点を݁Ϳઢ「ล̰」と示されたࣼ

ลのをܭ測した。なお、ү金具は左ӈにあることから、ӈଆのү金具も左ଆのү金具のܭ測

Ґஔとಉ様にܭ測した。ܭ測݁Ռはද１の௨りである。

そのをάϥϑ化したものが第３図と第４図である。このάϥϑを見ると、एׯのࠩޡは見

てऔれるが、Ͳの古墳から出土したү金具も、左ӈともほとΜͲಉ͡であることが見てऔる

ことがで͖る。ͭ·りは、左ӈにऔり付けられるү金具は、ਫ਼ີにಉ͡ܗ状をしていることがこ

のάϥϑからಡみऔれ、両者のү金具は左ӈ対শに製࡞されていると考͑られる。

なお、前ྠと後ྠに分けて平ۉをܭ測すると、前ྠは左ଆが18�4DN、ӈଆが18�5DN、後ྠ

は左ଆが21�8DN、ӈଆが21�9DNである。そして、前ྠと後ྠのү金具が両者ともଘしている

資料をܭ測すれ、前ྠのが後ྠのよりも大͖くなることはなく、ү金具のܗ状から前

ྠと後ྠではنにࠩがあることが分かる。

ᶄഅڬΈ෯

അڬみ幅のܭ測は、左ӈのү金具のઌを݁Μだڑをࢦす（第２図）。ただし、左ӈのү金具

とऱ金具がଘしていなけれܭ測することはで͖ないので、この݅をຬたす資料をܭ測の

対とした。このܭ測݁Ռもද１に示している。ද１に記ࡌしたをάϥϑ化したものが第５

第３図　前ྠү金具法ྔ

第４図　後ྠү金具法ྔ
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図と第６図である。この両者はに多少のら͖ͭがೝΊられるが、そのが大͖くมΘる

ものではない。

とこΖで、അڬみ幅の前ྠの平ۉは30�3DN、後ྠの平ۉは41�1DNというࢉ出݁Ռになった。

その平ۉをൺると、前ྠと後ྠで10�8DNのࠩがೝΊられる。അڬみ幅にࠩがあるということ

は、୯७に考͑ると左ӈのү金具の幅がれているということである。ͭ·り、左ӈのү金具を

はこ࣍、ऱ金具の法ྔとү金具とऱ金具の接ଓ部分の֯度にࠩがあると考͑られるたΊ͙ܨ

のऱ金具の法ྔを見てい͖たい。

ᶅऱۚ۩

ऱ金具は、下部の௺ઌのઌ部分の幅をܭ測した（第１図）。ܭ測݁Ռは、ද１に示した௨り

である。第７図と第８図でݸʑの前ྠと後ྠのをൺても後ྠのํが前ྠより大͖い。·た、

前ྠの平ۉが9�6DN、後ྠの平ۉが13�7DNである。この平ۉで前ྠと後ྠのऱ金具をൺ

ֱしても、ͲのҌ金具においても後ྠのऱ金具の法ྔのํが大͖い。ここでҌの製࡞がऱ金

具の法ྔにおいて前ྠと後ྠのنにࠩがͭけられていることが分かる。しかし、ऱ金具の法

ྔのみでنのࠩがͭいているΘけではない。それを֬ೝするには前ྠと後ྠのऱ金具の法ྔ

第６図　後ྠഅڬみ幅法ྔ

第５図　前ྠഅڬみ幅法ྔ
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がಉ͡か、ほ΅มΘらないものをൺֱし、അڬみ幅の法ྔがҟなっていることを明らかにしなけ

れならない。ここでは、Ӊಎϲ谷ԣ݀の前ྠのऱ金具と原分２号墳の後ྠのऱ金具にͭい

て見てい͖たい。Ӊಎϲ谷ԣ݀の前ྠのऱ金具は13�2ᶲで原分２号墳の後ྠのऱ金具は13�1

ᶲである。両者のऱ金具は0�1DNのࠩҟしか見डけられないが、അڬみ幅のが9�5DNもҟ

なる。ऱ金具の法ྔがほ΅ಉ͡であるにも関Θらず、അڬみ幅の法ྔにࠩがある。ͭ·り、അ

み幅の法ྔが֬ఆするのはऱ金具の法ྔだけではないということである。それは、ऱ金具ڬ

とү金具の接ଓ部分における࿈݁している֯度のࠩが、関係していると考͑られる。࣍にこの֯

度の （ࠩ以下、࿈݁֯度とশする）をܭ測することによって金ಔ製Ҍ金具を製࡞する際に、法ྔだ

けでなく֯度も関係していることを見てい͖たい。

ᶆ࿈結֯

これ·で、ү金具、അڬみ幅、ऱ金具といった直ઢ的な法ྔをܭ測して͖たが、これらは部

の工をほׯ測ํ法に関してはएܭみ幅においてはこの࿈݁֯度のڬ୯体の法ྔであった。അࡐ

第８図　後ྠऱ金具法ྔ

第７図　前ྠऱ金具法ྔ
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Ͳこした（第２図）。·ず、ઌड़したү金具のઌ部分のＡ点と̗点を͙ܨү金具の法ྔの部分を

ล̰とし、̗点とഅڬみ幅のઢ上に90 の˃したઢで直֯三֯ܗを࡞る。その際にү金具とऱ

金具が接ଓされている֯度を࿈݁֯度とした。その݁Ռ、ܭ測した݁Ռはද１の௨りである。第

９図と第10図で前ྠと後ྠがそΖっている資料をݸʑで見ൺても前ྠより後ྠのํが֯度が

がっていることが分かる。·た、શての࿈݁֯度の平ۉは、前ྠが34�3 、˃後ྠが40 で˃あり、

この平ۉからも前ྠと後ྠの大͖さの関係は後ྠのํが大͖いことが分かる。

̏．·ͱΊ

み幅、ऱ金具、࿈݁֯度にͭいڬった。ү金具、അߦ測をܭのࡐճ、金ಔ製Ҍ金具の各部ࠓ

てॱ൪に見て͖たが、ү金具は前ྠの左ଆが18�4DN、ӈଆが18�5DNで、後ྠでは左ଆが21�8DN、

ӈଆが21�9DNという平ۉがݕ出で͖た。前ྠ・後ྠともにܭ測した左ӈのү金具の法ྔはほと

ΜͲมΘりのないものであり、ү金具のܗ状だけでみると左ӈ対শに製࡞されていることが分か

る。ү金具の後ྠは前ྠより大͖く製࡞されている。അڬみ幅も前ྠと後ྠとの平ۉでは

10�8DNのࠩҟが֬ೝされ、後ྠは前ྠより大͖く製࡞されていることが分かる。·た、そのഅڬ

み幅の֬ఆはऱ金具のさとү金具の͖によってม化した。その࿈݁֯度においても、前ྠ

第10図　後ྠ࿈݁֯度

第９図　前ྠ࿈݁֯度



古墳時代のҌ金具における法ྔݕ౼

-2ü-

は34�1 で˃後ྠは40 と˃いう平ۉを֬ೝした。法ྔだけでなく࿈݁֯度においても大幅にҟなる

֯度がදれることはなかったことから、金ಔ製Ҍ金具の各部ࡐの法ྔだけでなく、左ӈのү金具

の͖にも֨نがあったと考͑られる。

金ಔ製Ҍ金具の各部ࡐの法ྔܭ測によりҌ製࡞に֨ن性があったと考͑られる。ࠓճܭ測した

Ͳの部分においても、前ྠと後ྠの関係性は、後ྠのํが前ྠよりഅڬみ幅が大͖く製࡞されて

いるということが明らかになった。この関係性はഅの体ܗが関係していると考͑られる。·た、

Ҍはഅに装ணさせる際に、അのൽෘをইͭけないたΊのΫογϣンとして用された下Ҍを装ண

させる。そのΫογϣンがഅのࠊとҌの間にڬ·れており、അڬみ幅がഅのࠊ幅に߹うنで製

ఆし、安ఆさせるたΊには前ྠと後ྠのഅݻされているとは考͑にくい。一ํ、അのഎでҌを࡞

されたと考͑られ࡞って製࣋性を֨ن、たせるඞཁがあり࣋に߹Θせてҧいをܗみ幅にഅの体ڬ

る。·た、各Ҍは൚用性を࣋たせるたΊに実際のഅの体ܗよりも少し大͖く製࡞されていること

も考͑られる。അの体֨との関係性はࠓ後の՝としたい。

（しみず・さおり�調査研究センター調査՝調査第２係調査員


注１	 	『ԫ金にັせられた人たち』島ࠜ県ീӢ立ͭ෩土記の丘資料ؗ　1996

注２	 田中༝ཧ「അ具製࡞におけるٕ法のࠩҟと֨ن性」（『ో原ᶘ－岡ल人さΜؐྐྵ記೦論文集－』	

	 ో原ߦץ会）　2012

注３	 	土ത物ؗ金のڷ津市ߋ代ӫ一「金鈴௩古墳出土അ具の研究」（『金鈴௩古墳研究』第２号　木ٶ

	 	 すず）2014

注４	（財）群അ県埋蔵文化財調査事ۀ団『໖؏؍Ի山古墳ᶘ石ࣨ・遺物編』（財）群അ県埋蔵文化財調

	 	 	 査事ۀ団発掘調査報告書第225集　群അ県教育委員会・（財）群അ県文化財調査事ۀ団　1999

注５	 ੩岡県教育委員会『ֻ川市Ӊಎϲ谷ԣ݀発掘調査報告』੩岡県文化財保ଘڠ会　1971

注６	 鈴木一有『原分古墳　平成19年度（都）প津三島મ重点֗࿏備事ۀ（地ํಛఆ）工事に伴う埋蔵

	 	 	 文化財発掘調査報告書	調査報告編』੩岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第184集　（財）੩岡

	 	 	 県埋蔵文化財調査研究所　2008

注７	 ੨木݈太郎	ଞ『南高野古墳・二ノ井遺跡・市場遺跡　ذෞ県文化財保ޢセンター調査報告書』

	 	 	 第51集　（財）ذෞ݅文化財保ޢセンター　2000

注８	 小野山節「ඐഀބपลの６ੈ紀を୳る」（『平成６年度Պ学研究අิॿ金一ൠ研究̗調査研究成

	 	 	 Ռ報告書』　京都大学文学部考古学研究ࣨ）　1995

注９	 向市教育委員会『物集ঁं௩古墳』向市教育委員会　1988

注10	 奈良県立橿原考古学研究所　2005『跡野古墳࢙』町教育委員会ྕ

注11	 ӈ島和『平܊・三ཬ古墳』奈良県࢙跡໊উ天વ記೦物調査報告　第33集　奈良教育委員会・

	 	 	 奈良県立橿原考古学研究所　1977

注12	 奈良県立橿原考古学研究所編『ൗോ藤ノ木第一࣍調査報告書』　1990
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ඒೱ山ഇ寺出土新ཏ系נؙݢにͭいて

井ਸ࢙

̍．͡Ίʹ

ඒೱ山ഇ寺は、京都府ീ഼市ඒೱ山古寺に所ࡏする古代寺Ӄである（第１図）。ত和ॳ期からݢ

が考͑られていた。ত和ࡏなͲから古代寺Ӄのଘ໊ࣈなͲが出土すること「古寺」という小נ

52年にॳΊて発掘調査がߦΘれ、נ掘立பݐ物なͲが֬ೝされたものの、寺Ӄの概ཁを明らか

にする·でにはࢸらなかった
ㅭ㉅１ㅮ

。その後、平成11ʙ15年の５か年にΘたって、ീ഼市教育委員会に

よるඒೱ山ഇ寺のൣғ֬ೝ調査がߦΘれた。その݁Ռ、寺域がほ΅֬ఆするとともに寺域の内֎

で多の掘立பݐ物がݕ出された。しかし、ૅ石ݐ物جஃは֬ೝで͖ず、ౝ金ಊは発見さ

れなかった。一࿈の調査で出土した遺物からඒೱ山ഇ寺は奈良時代前ごΖにݐされ、平安時

代前期にはഇઈしたものと考͑られた
ㅭ㉅２ㅮ

。

その後、新໊神高ಓ࿏の備事ۀが本֨化するとともに、ඒೱ山ഇ寺の立地する丘ྕに対す

る開発ܭըが明らかになり、関係ػ関と調の上、調査研究センターとീ഼市教育委員会が調

査を実ࢪすることとなった。調査は平成23・24年度に実ࢪし、その調査の成Ռにͭいてはすでに

報告ࡁみである
ㅭ㉅３ㅮ

。これらの報告によって、ඒೱ山ഇ寺の寺Ӄとしての構มભを明らかにする

とともに、ඒೱ山ഇ寺におけるདྷ系ཁૉのଘࡏをࢦఠした。

本稿では、報告でࢦఠしたඒೱ山ഇ寺におけるདྷ系ཁૉのうち、新ཏ系とされるנؙݢにͭ

いてݕ࠶౼をߦい、このנؙݢの出自にͭいてࢲ見をड़ることにしたい。

̎．৽ཏנؙݢܥͱඒೱࢁഇࣉ

ᶃඒೱࢁഇࣉग़ͷ৽ཏנؙݢܥ

報告ではඒೱ山ഇ寺נؙݢᶗܕ式に分ྨ

しており、ᝎの掘り直しからࡉ分ܕ式とし

て̰と̱に分けることがで͖る（第２図）。

נ、式は、୯ห葉࿇՚文でܕᶗנؙݢ

16ܘDN前後に෮元で͖る。ᶗ̰ܕ式（第

２図１・２）は内区の各࿇หの中ԝにはྏઢ

を入れ、ࠜ元がۼみ、หにいくにしたが

ってり上がっている。中の࿇子は１�６

�16である。֎区には大ཻのच文がີにΊ͙

る。このことが本ܕ式の大͖なಛとなっ

ている。נと部は、נཪ໘上で接

߹する。接߹部であるנཪ໘にはϔϥに
第１図　ඒೱ山ഇ寺および主ཁ遺跡分図
000土地ཧӃ　１ʗ50ࠃ）　京都南西部）
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よりࠁみを入れる。נ部ଆ໘はέζ

Ϧあるいはφσで調し、ཪ໘の調

はφσである。৭調はࠇփ৭ないし੨

փ৭をఄする。土はີで、ཻ࠭をほ

とΜͲؚ·ない。ম成はೈ࣭なものが

多い。大阪府ຕํ市಄神ഇ寺出土ݢ

式とಉ文様であるܕ24̢̯̠נؙ
ㅭ㉅４ㅮ

。ᶗ

式（第２図３・４）は内区のಛはܕ̱

ほ΅ᶗ̰ܕ式とಉ͡であるが、֎区に

ઢࣃڒ文をࢪす点がҟなる。ઢࣃڒ文

は本དྷのᝎを掘り直すことで加され

ており、ᶗ̱ܕ式がᶗ̰ܕ式に後出す

ることは明らかである。·た、נと

部の接߹部であるנཪ໘にはφσ

をࢪし、ࠁみはೝΊられない。נଆ໘はॎํ向のέζϦである。נ部上໘はφσ、ؙנ部

ತ໘はέζϦ、Ԝ໘はである。土、ম成、৭調はほ΅ᶗ̰ܕ式に४͡る。なお、ઌड़の

಄神ഇ寺では、このנؙݢとಉᝎもしくはಉ文様のものは出土していない。

ᶄඒೱࢁഇࣉͷ֓ཁͱנؙݢᶗࣜܕͷग़ঢ়گ

ඒೱ山ഇ寺では、近ੈ以߱の地開ࠖにより、大͖くཚをडけており、発掘調査ではౝ

金ಊのࠟ跡を֬ೝすることはで͖なかった。しかし、寺域を区ըする一ล93ʙ96̼のํܗ区ըの

ଘࡏૅ石と掘立பをซ用したݐ物跡、多の掘立பݐ物をݕ出し、さらに大ྔのྨנの出土か

ら一ఆの寺؍を͑た寺Ӄ跡であることが明らかになった（第３図）。そして、נが集中的に出土

した寺域南部にౝ金ಊがଘࡏした可能性が高いと考͑、「金ಊ相ࢪઃ」をਪఆした。

とこΖで、ඒೱ山ഇ寺ではנؙݢを９ܕ式、ݢ平נを３ܕ式֬ೝした。このうち、נؙݢᶙܕ

式以߱のものは寺域の֦ॆ期ಊӉのิ修時のものと考͑ている。·た、ݢ平נにはנؙݢᶗܕ

式とみ߹うものはないと考͑ている。

のਪఆ地とした寺域の南部で集中して出土した（第「ઃࢪ金ಊ相」式は、上ड़のܕᶗנؙݢ

３図ࠇ点の分）。ᶗ̰・ᶗ̱両ܕ式を߹Θせて47点が出土している
ㅭ㉅５ㅮ

。ただし、金ಊ相ࢪઃਪ

ఆ地पลでは、נؙݢᶘܕ式（複หീ葉࿇՚文）の出土点（131点）がᶗܕ式の出土点を大͖く

上ճっており、その出土ྔからᶘܕ式がඒೱ山ഇ寺のנݐとஅした。しかし、ᶗܕ式も一ఆ

の出土ྔがみられることܕ式学的に古いಛを有することなͲから、ᶗܕ式もᶘܕ式とともに、

ඒೱ山ഇ寺のנݐの１ͭである可能性を考͑た。

ᶅඒೱࢁഇࣉͷ۠ظ࣌

ඒೱ山ഇ寺では、上記のྨנの分ੳ出土器のܕ式、遺構の重複関係なͲから、大͖く４期区

分（第ᶗʙᶚ期）の遺構のมભを考͑ている。このうち、第ᶗ期がנؙݢᶗܕ式とಉᶘܕ式が用

第２図　ඒೱ山ഇ寺出土נؙݢᶗܕ式Ө



ඒೱ山ഇ寺出土新ཏ系נؙݢにͭいて

-29-

された、ඒೱ山ഇ寺のݐ期と考͑ている。その年代にͭいては、出土した土器から７ੈ紀後

ʙ８ੈ紀ॳ಄の年代を༩͑た。

౼ݕ࠶ͷࣜܕᶗנؙݢ．̏

ᶃנؙݢᶗࣜܕͱ৽ཏग़נؙݢͷൺֱ

大のಛは、֎区に大ཻのच文をີにΊ͙らせる点である。このように֎区࠷式のܕᶗנؙݢ

にच文をΊ͙らすנؙݢにͭいて、ُ田修一氏は「֎区にच文だけをΊ͙らすものは本ではあ

·りみられず、新ཏのנではൺֱ的多くみられるಛ」とࢦఠされている
ㅭ㉅６ㅮ

。ُ田氏が࡞成された

新ཏנݢのมભ図（第４図）によると、֎区にच文を有するものとして８・10がある。これらの内

区には࿇՚文ๅ相՚文を主体とし、かͭ複߹Ֆ文となっているものも多いという。８はܚभ市

のྨ例資料にנ平ݢとされる資料であるが、ಉ時期のנؙݢ時のݐで出土したもので、יأ

「ّ࢛年（679年）」のものがあることからそのこΖのものとਪఆされている。·た、10はಉ͡

くܚभ市感Ը寺で出土したもので、８のようなנؙݢからม化したものとされるが、感Ը寺の

から８10のよう؍と͑られている。こうした年代「ݐ682年」、によると『遺事ࠃ三』はݐ

なנؙݢは、668年の三ࠃ౷一以߱の౷一新ཏ時代にߦするとされている
ㅭ㉅７ㅮ

。

一ํ、Ҵ֞৾氏によれ、च文（なお、Ҵ֞氏は「࿈च文」とද記されているが、以下でも「च

文」とද記する）を有するנؙݢは、の２代ߖఇ太फ（ࡏҐ626ʙ649年）のྕ墓であるতྕで

用されていたנؙݢにみられ、ॳ（７ੈ紀代）にこうしたच文がߦするという
ㅭ㉅８ㅮ

。これが70年代

には新ཏにΘったとされる。

第３図　ඒೱ山ഇ寺遺構ஔ図およびנؙݢᶗ・ᶘܕ式出土分図
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によく見られ、その֎区֎縁はנؙݢに、内区の୯ห࿇՚文は౷一新ཏ以前（古新ཏ時代）の࣍

ૉ縁文であることが多い（第４図２・３）。·た、ඞずしも６葉とはݶらず、８葉の例も多い。第

４図の２・３はともにཾߖ寺跡出土資料で、ಛに３はಉ文様のものがᢹߖ寺跡、יأなͲで出

土しており、その後の౷一新ཏ時代にݐされた寺Ӄからは出土していないことから、７ੈ紀前

から680年代·で用されたと考͑られている。

ᶄנؙݢᶗࣜܕͷग़ͱͦͷ

以上の点を;·͑て、נؙݢᶗܕ式のಛを·とΊると、内区に古新ཏ時代のנؙݢのಛと

される୯ห葉࿇՚文をするのに対して、֎区に౷一新ཏ時代以߱にݦஶになるच文をして

いることになる。すなΘち「新چのཁૉが複߹したנؙݢ」ということがで͖る（第５図）。なお、

Ҵ֞氏はこうした֎区のच文が新ཏをܦ༝してॳのנ様式のӨڹをडけたものとの考͑ํを示

しておられる
ㅭ㉅９ㅮ

。

された࡞がͲこで考Ҋ、製נؙݢ式のಛを以上のように·とΊると、このようなܕᶗנؙݢ

のかがになる。しかし、ࠓのとこΖ、このנؙݢの考Ҋ地その製࡞地を明らかにするたΊ

のࡐ料にしいのが実情である。ே島の実ଶはෆ明であるが、本ࠃ内におけるಉ文様の例

がඒೱ山ഇ寺と಄神ഇ寺にݶられること（かͭ両者はಉᝎではない）は、両寺Ӄの近くで生࢈さ

れたと考͑ることは可能であΖう。したがって、考Ҋ地も両寺Ӄのपลであると考͑たํがよさ

そうである。このように考͑るなら、新ཏによるே島の౷一後、間もないࠒに֎区のच文

に関する情報が本にΘり、それ·での内区の文様に、新たな֎区のच文を複߹させた新しい

第４図　新ཏנݢมભ図（注７文献より引用）
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内で出したと考ࠃを本נؙݢ

͑ることがで͖よう。

その製࡞時期にͭいては、以上

のようなաఔあるいはӨڹがఆ

で͖るとすれ、נؙݢᶗܕ式の

出現は、֎区におけるच文のଘࡏ

から、新ཏによるே島の౷一

以߱であることになる。その具体

的な時期は、அఆしにくいが、古

新ཏ時代のנؙݢのಛをして

いることからみて、７ੈ紀第４࢛

期と考͑るのがଥであΖう。

このことは、ಉ͡く֎区にच文を

有するנؙݢᶘܕ式のଘࡏととも

に、ඒೱ山ഇ寺のݐ年代を７ੈ

紀後ないし末とఆした報告時

の見ղともう·く߹する。

̐．·ͱΊ

ീ഼市に所ࡏするඒೱ山ഇ寺出土の新ཏ系とされるנؙݢにͭいてݕ౼を加͑た。נ文様の

ൺֱによるݕ౼にとͲ·り、製ٕ࡞法にͭいてٞ論することがで͖なかった。しかし、報告時に

े分なݕ౼がで͖ていなかった新ཏ系נؙݢにͭいて、ઌߦ研究の成Ռをࢀ考にしながら、多少

なりとも·とΊることがで͖たのではないかと考͑ている。ただ、נؙݢᶗܕ式がඒೱ山ഇ寺の

נݐの１ͭとして࠾用されたܦҢにͭいては明らかにで͖なかった。

式が主体的でない点を౿·͑れ、ඞずしもདྷ系氏をඒೱ山ഇ寺のӦ氏とܕᶗנؙݢ

அఆすることはで͖ない。しかし、ඒೱ山ഇ寺をΊ͙るདྷ系ཁૉはנؙݢだけにとͲ·らず、

ほかにも見出すことがで͖る。ࠓճは৮れることがで͖なかったが、これらも߹Θせてݕ౼しな

けれඒೱ山ഇ寺のӦ氏Ӧのഎܠを明らかにすることはࠔと考͑る。ࠓճݕ౼で͖な

かった遺物遺構にͭいてもػ会を見てݕ࠶౼を加͑ることにしたい。

（ͭͭい・たか;み＝調査研究センター調査՝調査第３係主査）

注１　ߐ谷『ඒೱ山ഇ寺発掘調査報告』　ീ഼市教育委員会　1977

注２　大ಎ真白『ඒೱ山ഇ寺・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡ൣғ֬ೝ調査（１ʙ５࣍）報告書』（『ീ഼市埋蔵文	

	 化財発掘調査報告』第39集　ീ഼市教育委員会）　2006

第５図　נؙݢᶗܕ式出աఔ（Πϝーδ）
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注３　ᶃଜ田和弘・関ঘੈほか「ඒೱ山ഇ寺第６࣍・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第９࣍発掘調査報告」（『京

	 	 	 都府遺跡調査報告集』第154冊	　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2013

	 	 	 ᶄ井ਸ࢙・山ඒྠほか「ඒೱ山ഇ寺第７࣍・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第10࣍発掘調査報告」（『京

	 	 	 都府遺跡調査報告集』第154冊	　公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2013

	 	 	 ᶅ小ढ़・大ಎ真白ほか「ඒೱ山ഇ寺（第８࣍）・ඒೱ山ഇ寺下層遺跡（第11࣍）発掘調査報告書」

	 	 	 （『ീ഼市埋蔵文化財発掘調査報告』　第58集　ീ഼市教育委員会）　2013

	 	 	 ᶆ原一彦・加藤խ࢜ほか「ീ഼Πンターઢ関係遺跡発掘調査報告　ീ഼ඒೱ山ഇ寺第９࣍・	

	 	 ඒೱ山ഇ寺下層遺跡第12࣍発掘調査報告」（『京都府遺跡調査報告集』第160冊	　公益財団法人京	

	 	 都府埋蔵文化財調査研究センター）　2014

注４　原৳ਔ『಄神遺跡－಄神ഇ寺－』（『ຕํ市文化財調査報告』第32集　ຕํ市教育委員会）

　	 1997

	 	 	 なお、಄神ഇ寺のנܘは17�1DN前後とඒೱ山ഇ寺のものよりも一ճり大͖いのがಛであ

	 	 	 る。

注５　ただし、ݸ体ではなく、破ยの点である。נؙݢᶘܕ式にͭいてもಉ様である。

注６　ُ田修一「ே島からみたຕํの寺Ӄとנ生࢈」（『ຕํྺ࢙ϑΥーϥϜ　ܧ体大王とདྷ人』	

	 	 大社）　1998

注７　ُ田修一「ඦࡁのנ・新ཏのנ」（『ဠ教ज़』第209号　ຖ新ฉ社）　1993

注８　Ҵ֞৾「新ཏの古נとඈௗ・白時代古נの新ཏ的ཁૉ」（『新ཏと本古代文化』吉川弘文ؗ）

	 	 	 1981

注９　注８文献
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４．下
㆗㇂ㆿ ㆚ ㆗

水主遺跡第８࣍（̡・̢・̤地区）

ॴ ࡏ 　城陽市寺田ࠓ橋

ௐࠪؒظ　平成27年４݄24ʙ10݄９

ௐࠪ໘ੵ　6000ᶷ

͡Ίʹ　下水主遺跡は城陽市の南西部にҐஔし、木津川ӈ؛のඍ高地とその後എ࣪地に立地

する遺跡である。遺跡は南北1200̼以上、東西540̼以上とൣғに分する（第１図）。ࠓճの

調査は、一ൠࠃಓ24号城陽̞̘関࿈寺田地区改良事ۀに伴い、西本高ಓ࿏ג式会社のґཔを

डけて実ࢪしたものである。

調査地は、遺跡の北にあたる̤地区と、平成26年度に調査を実ࢪした̡・̢地区のྡ接地に

たる。（ࠓճの調査地を̡２区・̢２区とݺশする：第２図）。

ௐࠪ֓ཁ　ࠓճの調査は、平成26年度の調査で֬ೝされた島ാのશ容と縄文時代൩期の൙ཞ流

࿏のԆ部を明らかにすることを的として調査を実ࢪした。·た、̢地区と̡地区のڥքが、

東西ํ向の௶ڥ部分にあたることから、その௶ڥにおける島ാの状況を明らかにすることにもཹ

意して発掘調査を実ࢪした。

ᶃ্Ҩߏ（第３図）　̡２区では、南北ํ向の島ാ３か所をݕ出した。いずれも平成26年度に

֬ೝしている島ാの北部にあたる。島ാ69は幅9�5̼、さ46̼以上、島ാ71は幅7�2̼、さ

68�6̼であることが明らかとなった。·た、̡２区西でݕ出した島ാ72は、ଞの島ാのような

൫層のج৭系のγϧτであるくక·ったԫݎ

り出しがೝΊられず、小河川のଯੵ層である

ૈཻ࠭上໘に土をߦって島ാを成してい

た。島ാ72は幅9�3̼、さ20�9̼以上で、அ໘

では島ാ71の成後、一時期れて成さ؍

れていることが明らかとなった。

̢２区では、西部で平成26年度にݕ出した

島ാ80の南Ԇ部をݕ出し、さが60̼以上で

あることを明らかにすることがで͖たが、南

部分は調査地֎となり֬ೝで͖なかった。·た、

調査区東ଆで南北ํ向の島ാ90をݕ出した。島

ാ90は幅11̼、さ35�4̼以上で、南部部分

をݕ出したものの北部は調査地֎となり、֬
第１図　調査地Ґஔ図

000土地ཧӃ　１�25ࠃ）　Ӊ࣏）



京都府埋蔵文化財情報　第 129 号

-úû-

ೝで͖なかった。

島ാ90の南では、̣地区でݕ出した島

ാ73の西部分をݕ出した。島ാ73は島

ാ72とಉ様、టཻ࣭࠭ࡉをج൫として成

したものである。なお、島ാ上໘でೝܗ

Ίられ࡞ߞ土とஅしたଯੵ土からはΠ

ωՊ২物のՖคが多ྔに出土している。

島ാ73の南ଆのཬ௶ڥϥΠンでは、

上໘幅3�0̼、ਂさ2�0̼の幅でਂい東西

。出したݕをߔ

̤地区では、南北ํ向の島ാを５か所

出した。島ാ92・93は幅８̼、さݕ

65̼で、島ാのஔは南北ํ向の地ܗ

をఄしている。各島ാ間のߔఈ部には、

ഉ水を意図したߔ幅0�5ʙ1�0̼、ਂさ0�2

ʙ0�3̼の小ߔが島ാに平ߦして掘

されている。

ᶄԼҨߏ　島ാの調査終ྃ後、島ാ

上໘から10ʙ15DN掘して、島ാ成以

前の下層遺構の調査を実ࢪした。その݁

Ռ、̤・̡２区ではݕ出で͖なかった

が、̢２区では島ാのجఈ໘で、弥生

時代の遺構をݕ出した。弥生時代の遺構としては、島ാ80の北部でԁܗの土51̨̠）ج２・

75）が、島ാ90の南部で土（69・68̨̠）ج２がある。

̨̠51は、東西83DN、南北55DN、ਂさ21DNのପԁܗ土である。̨̠75は、直30ܘDN、ਂ

さ10DNのԁܗ土である。̨̠69と̨̠68は３̼と近接したҐஔにあり、̨̠68は東西

125DN、南北205DN、ਂさ33DN、̨̠69は東西185DN、南北330DN、ਂさ56DNで、いずれも弥

生時代中期の土器が出土した（写真１）。·た、̨̠69では土器とともに有ܪ式石᭲・石૦各１点

が出土した。

̡２区では明֬な弥生時代の遺構はݕ出で͖なかったが、島ാのجఈ໘をআڈし、さらに掘り

下げたとこΖ、ඪ高13�5̼付近で平成26年度の̡地区調査でݕ出した縄文時代൩期の൙ཞ流࿏を

３ݕ出した（第４図）。

これらの流࿏は、ೈऑなଯੵ土が木津川のߑ水によるڧいྗで生͡た൙ཞ流࿏である。流࿏内

にはཻ࠭ࡉ・ཻ࠭ૈ・ཻ࠭ૈۃ・γϧτがԿ層にもଯੵしていた。さらにγϧτ層を中৺に木・

流木・ݎՌྨの種実なͲが多ྔに出土した。

第２図　下水主遺跡・水主神社東遺跡調査区ஔ図
（˔：縄文遺構・遺物ݕ出地点）
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下層の流࿏̧̣60は、ཻ࠭の状況か࠷

ら北西から南東ํ向に流れており、さら

に東ଆにԆびているものとࢥΘれる。流

࿏̧̣60の上໘࠷大幅（南北）は40̼であ

る。なお、ڱい調査区であるたΊ安શを

考ྀして流࿏のఈ·で調査していない

が、流࿏のਂさは1�5̼·で֬ೝした。流

࿏内からは大木のほか、ݎՌྨの種実な

Ͳが多ྔに出土した。土器は出土しなか

ったが、২物遺体の์ࣹ性ૉ年代測ఆ

では2820ʶ30年ZSB1という年代を得てい

る。

流࿏̧̣60が埋した後、新たにߑ水

によって生͡た上໘幅9�8ʙ17�1̼の流࿏

̧̣42がある。流࿏̧̣42も流࿏̧̣60

とಉ様、大木にࠞ͡ってݎՌྨの種実が

多くؚ·れていた（写真２）。平成26年度

の調査では、多の土器が出土している

が、ࠓճの調査では、ίンςφ・όοτ

１ശにもຬたない出土ྔである。出土し

た縄文土器の中にはࣰ原式浅ുがある。

なお、流࿏̧̣42の২物遺体の์ࣹ性

ૉ年代測ఆでは2730ʶ30年ZSB1という年

代を得ている。

流࿏̧̣42のさらに上層には調査区東

壁の؍で幅3�4ʙ5�9̼、ਂさ0�6ʙ0�8̼

の流࿏̧̣38を֬ೝしているが、平໘と

しては明֬に֬ೝすることがで͖なかっ

た。流࿏̧̣38では土器の出土はなかったが、২物遺体の์ࣹ性ૉ年代測ఆでは2290ʶ30年

ZSB1という年代を得ている。

ᶅग़Ҩ　調査໘ੵ6000ᶷに対して出土遺物はίンςφ・όοτで27ശである。出土遺物

の内容は、13ੈ紀以߱の土師器・ಃ࣓器、弥生時代中期のᆵ・甕・高ഋ、石᭲・石૦の石製、

縄文時代൩期の浅ുなͲである。

·ͱΊ　下水主遺跡第８࣍（̡・̢・̤地区）調査では、島ാをݕ出するとともに、下層遺構と

して弥生時代の土縄文時代の流࿏をݕ出した。ࠓճの調査成Ռを·とΊると、以下の௨りで

第３図　下水主遺跡北ล部ݕ出島ാ分図

写真１　̢２区土68̨̠	69・શܠ（北から）
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ある。

ᶃ平成26年度の調査でݕ出していた島

ാのنを明らかにすることがで͖た。

ᶄ島ാは一੪に成されたのではな

く、島ാ72のように一時期れて成さ

れているものがଘࡏすることが明らかと

なった。

ᶅ島ാ73は、Ֆค分ੳの݁Ռ、ΠωՊ

২物のՖคが多ྔにؚ·れていることが

明らかとなった。高·りの上でҴ࡞をߦ

っていたのか、ࠓ後のݕ౼՝である。

ᶆ下層遺構として弥生時代中期の土

をݕ出した。弥生時代の遺構は、平成26

年度の̡・̢地区のほか、ࠓճの調査区

の東にある̣地区でも֬ೝしており、୦

っていないものࢸ出にはݕ物なͲのݐ݀

の、पลに弥生時代中期の集落がଘࡏし

たものとࢥΘれる。

ᶇ̡２区南部で縄文時代の流࿏を３

出した。この流࿏は、์ࣹ性ૉ年代ݕ

測ఆ݁Ռからみると、縄文時代൩期の

100年前後の間にߑ水によるڧいྗで生

͡た流࿏であることが֬ೝで͖た。

ᶈ流࿏内には流木あるいは木なͲの

多くの自વ木ݎՌྨの種実が埋していた。現ࡏ、種実थ木の種ྨにͭいて分ੳ中であるが、

縄文時代൩期の調査地पลにおける২生の෮原ഓ৯物の有ແにͭいてݕ౼で͖るࡐ料が得ら

れることとࢥΘれる。

（石井清司）

第４図　̡２区流࿏̧̣42・60平໘図

写真２　̡２区流࿏̧̣42थ木出土状ଶ
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５．佐
㆕ㆆ ㆌ

ഢ遺跡第７࣍

ॴ ࡏ ɹُ岡市㫤田野町佐ഢ

ௐࠪؒظɹ平成27年５݄25ʙ12݄４

ௐࠪ໘ੵɹ4920ᶷ

͡Ίʹ　佐ഢ遺跡は、ُ岡市㫤田野町

佐ഢに所ࡏする平安時代から中ੈにかけて

の遺物が出土する散地として知られてい

る遺跡である（第１図）。西ଆの丘ྕ部に

は佐ഢ古墳群が所ࡏする。

これ·で６度の調査が実ࢪされ、平成18

年度（第１࣍調査）のފ川の河川改修および

付けସ͑工事に伴うࢼ掘調査で縄文土器

中近ੈの土器が出土したが、明֬な遺構は

。出で͖なかったݕ

編備事࠶地ٸۓӦࠃ、ճの調査はࠓ

省近࢈に伴い、ྛ水「岡中部地区ُ」ۀ

畿ہのґཔをडけ、京都府教育委員会

とُ岡市教育委員会の調査݁Ռを౿·͑、

５か所のτϨンνをઃఆして発掘調査を実

。した（第２図）ࢪ

ௐࠪ֓ཁ　調査地पลはാ地および水田

地ଳであり、西から東؇かにࣼし、

各調査τϨンνでは現地ද໘（࡞ߞ土上໘）

から20DNのਂさで遺構をݕ出した。遺構

をݕ出したのは１・４・５τϨンνで、そ

のほかのτϨンνは少ྔの遺物が出土した

のみであった。

ᶃ̍τϨϯν　自વ流࿏１をݕ出した。自વ流࿏からは平安時代のਢܙ器ഋ֖をస用したݛ

中ੈの土器ยが多く出土し、これらにࠞ͡って縄文時代中期（5500ʙ4500年前）の土器ยが

出土した。

ᶄ̐τϨϯν　古墳時代後期と考͑られる୦݀ݐ物が12౩、奈良時代から平安時代にかけての

掘立பݐ物７౩１ྻࡤ、土ப݀なͲの多くの遺構をݕ出した（第３図）。

第１図　調査地Ґஔ図（ࠃ土地ཧӃ　１�25000　ُ岡）

第２図　調査τϨンνஔ図



京都府埋蔵文化財情報　第 129 号

-ú8-

୦݀ݐ　一ลが3�5ʙ６̼のํܗをఄする12౩のݐ物をݕ出した。そのうちচ໘がমけた

もの、ΧϚυのࠟ跡をݕ出した。̨̝１のচ໘から古墳時代後期（６ੈ紀後）のਢܙ器のഋ

なͲが出土した。୦݀ݐ物̨̝６ʙ８９ŋ10のように重複しており、ݐてସ͑がߦΘれていた

ことも֬ೝで͖た。

۷ཱபݐ　真北から西に30度いたݐ物（掘立பݐ物̨̗13ʙ17・19）と真北から西に５

度いた２間ʷ３間の૯பݐ物（̨̗18）をݕ出した。̨̗13ʙ17と̨ࡤＡ20にͭいては向͖をそ

Ζ͑てݐてられたものと考͑られる。ப݀から奈良時代から平安時代にかけての土器が出土した。

ᶅ５τϨϯν　୦݀ݐ物１౩土なͲの遺構をݕ出したが、４τϨンνにൺるとرബな状

況であった。·た、ଯੵ層から古墳時代のࣖが１点出土した。

·ͱΊ　ࠓճの調査によってΘかったことを時代ごとにཧする。

ᶃೄจ࣌：１τϨンνから縄文時代中期のਂുの破ยが出土したことから、पลに縄文時代

の集落があったことが考͑られる。

ᶄݹ࣌：遺跡ൣғ内の西部で調査した４・５τϨンνで、古墳時代後期の୦݀ݐ物を13౩

器のಛघ器台ยなܙ出し、古墳時代の集落があったことがΘかった。·た、遺物ではࣖਢݕ

Ͳ古墳の埋葬とࢥΘれるものが出土しており、近ྡの古墳との関࿈もఆされる。

ᶅಸྑ͔࣌Βฏ҆࣌：４τϨンνで掘立பݐ物７౩１ྻࡤ、土なͲをݕ出した。奈良

時代から平安時代の集落があったことがΘかった。平安時代には、近ྡに京から丹波、ୠഅ向

かう「山ӄಓ」が௨っており、このपลは交௨のཁিであったと考͑られ、ࠓ後注す͖遺跡

である。

これ·で佐ഢ遺跡は、遺物の散地としてप知されていたが、ࠓճの発掘調査でݐ物群がみͭ

かったことから、அଓ的ではあるがこの一ଳに集落がӦ·れていたことがΘかった。集落のが

りपลの遺跡との関࿈なͲ、ࠓ後の発掘調査に期したい。　　　　　　　　　　（ଜ田和弘）

第３図　４τϨンν平໘図
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６．出
ㆂ ㆚ ㇂

Ӣ遺跡第20࣍・三
ㆿㆣㆉ ㆂ ㆡ

市遺跡第13࣍・
ं
ㆎ㇋ㆾㆥㆉ

௩遺跡第11࣍

ॴ ࡏ ɹُ岡市ઍࡀ町ઍࡀ

ௐࠪؒظɹ平成27年５݄７ʙ12݄４

ௐࠪ໘ੵɹ2600ᶷ

͡Ίʹ　ࠓճの発掘調査は、主ཁ地ํಓ࿏ُ岡Ԃ部ઢ（北ʑ৳）ࡂ・安શ交付金事ۀにઌ立

ち、京都府ݐઃ交௨部のґཔをडけ、実ࢪした。調査は、ܭը࿏ઢ上において、南北に１LN

れた２か所の地点で実ࢪした。北部調査地は、三市遺跡・ं௩遺跡の遺跡ൣғにあり、南部

調査地は出Ӣ遺跡と中古墳群の遺跡ൣғにある。中古墳群にͭいては、ࠓճの調査によって、そ

のൣғは調査地の南を中৺に展開し、調査対地に·で֦がらないことが明した。北部調査地

は、調査໘ੵ1900ᶷを測り、南部調査地点は700ᶷを測る。

ௐࠪ֓ཁ　平成25・26年度のܭը࿏ઢ上における部分調査の成Ռをडけ、三市遺跡・ं௩遺

跡のൣғとなる北部調査地では、１ʙ３区の３か所の調査区をઃఆした。１区では、ෆܗの掘

状をఄし、ਂさܗଇな平໘نのఈ໘はෆ出した。土ݕ群（࣠３ʙ４̼）ををもͭ土ܗ

0�5ʙ0�8̼を測る。土の１جから߹子ܗのۂ物が出土し、ڞ伴土器から平安時代後期の土と

ਪఆされる。このपลのج൫層は良好なփ৭೪土であり、土のܗ状から೪土࠾掘である可

能性が高い。１区西はཚがஶしく、ߐ戸時代後期から近現代にࢸる大ܗのํܗをఄするཚ

ম土とともに、天明８年（1788年）נされたとみられる多ྔのغ群を֬ೝした。一部から、ഇ

のをもͭՐࣷが出土した。これらのཚは、נりのたΊの೪土࠾掘とみられる。１区東

では、幅２̼の古墳時代ॳ಄の流࿏をݕ出し、

２区では幅1�5̼の弥生時代中期の流࿏をݕ

出した。·た、その下層では縄文時代の可能性

がある流࿏の一部を֬ೝしている（幅４ʙ５

̼）。いずれの流࿏もچ地ܗに੍نされ、北東

から南西に流れる。３区では、ج൫層の下層で

石器時代の２層のՐ山փ層を֬ೝした。ද土چ

下1�7ʙ2�2 （̼ඪ高97�8ʙ98�3̼）で、大山東Ր

山փ（̶̙̝）とѬ良̩̽Ր山փ（Ａ̩）の２層の

ςϑϥをݕ出した。３ສ年前に߱下したѬ良

̩̽Ր山փは、３区東から２区中ԝ·でのൣ

ғでݕ出し、３区東では水性ଯੵとみられる

良好な状ଶで20ᶲのްさでݕ出している。こ
第１図　調査地Ґஔ図

000土地ཧӃ　１�25ࠃ）　ُ岡）
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うした点からपล部はބপとその水際をؚΉ࣪原にあったと考͑られるが、چ石器時代の石器

は出土していない。出Ӣ遺跡を対とした南部調査地点では、弥生時代後期後の流࿏、平安時

代前期のߔ、平安時代後期とਪఆされる石み井戸ப݀群なͲをݕ出した。ப݀群は、出土

土器から平安時代後期以߱とਪఆされるが、ݐ物を෮元するにはࢸっていない。

·ͱΊ　三市遺跡・ं௩遺跡のൣғにある北部調査地では、چ石器時代のѬ良̩̽Ր山փ層

なͲ２層のՐ山փ層を֬ೝし、چ石器時代の古ڥを෮元する資料を得た。·た、弥生時代中期

後と古墳時代ॳ಄の流࿏なͲをݕ出したことから、調査地のपลに弥生時代ʙ古墳時代の集落

が近ࡏするとみられる。一ํ、平安時代後期の土群は、೪土࠾掘の可能性が高いものである。

三市遺跡では、丹波ࠃ分寺のנݐを生࢈した平安時代前期のנ༼のփ原がݕ出されており、

との関係が注される。南部調査地の出Ӣ遺࢈生נ群は、平安時代の出した土ݕճの調査でࠓ

跡では、弥生時代後期の流࿏のほか、平安時代のߔ井戸、ப݀群を֬ೝした。ಛに平安時代後

期を中৺に遺跡南部にも集落が֦大することが明らかとなった。　　　　　　　　　（高野陽子）

第２図　三市遺跡・ं௩遺跡平໘図（北部調査地点）

写真　出Ӣ遺跡（南部調査地点・北東から）
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７．岡田ࠃ遺跡第３࣍

　ॴ ࡏ ɹ木津川市木津地ઌ

　ௐࠪؒظ　平成27年11݄２ʙ平成28年１݄29

　ௐࠪ໘ੵ　900ᶷ

͡Ίʹ　ࠓճの調査は一ൠࠃಓ163号木津東όΠύε事ۀに伴い、ࠃ土交௨省京都ࠃಓ事

所のґཔをडけて発掘調査を実ࢪした。岡田ࠃ遺跡は井関川中流域ӈ؛にҐஔし、調査地北東に

は岡田ࠃ神社がҐஔする。ত和52年度に発掘調査が実ࢪされ、چ石器が出土している。

ௐࠪ֓ཁ　対地内の11か所に調査τϨンνをઃఆした。

ᶃݹ࣌　古墳時代の遺構はݕ出していないが、調査地西ଆの遺物แؚ層よりंྠ石２点が

出土した。पลに෭葬された古墳がଘࡏしたか、製࡞した遺跡がଘࡏしたとఆされるが、後ੈ

にҠಈしたものであると考͑られる。

ᶄಸྑ࣌　調査地中ԝ部で南北ํ向のߔと掘立பݐ物をݕ出した。ߔは南北ํ向に掘され

ており、ߔఈ部から奈良時代のਢܙ器ഋと土師器ᆵが出土した。掘立பݐ物は東西౩である。ப

݀の平໘ܗは۱ؙํܗで、࠷大でล80DN、ล70DNを測る。調査区֎にがるたΊ、ݐ物ن

はෆ明である。ப݀の埋土より奈良時代のਢܙ器ഋと土師器甕が出土した。·た、各τϨンν

より奈良時代のנยが出土している。

ᶅฏ҆࣌　調査地南ଆより井戸と掘立பݐ物が出土した。井戸は平໘ܗがํܗであり、井

戸なͲは遺ଘしていなかった。掘ܗと井戸内埋土の土層区分が見られず、人ҝ的に埋Ίさ

れた埋土であるたΊ、井戸がൈ͖औられたと考͑られる。埋土からࠇ৭土器が出土した。掘立

பݐ物は調査区֎にがるたΊ、ݐ物نはෆ明である。ப݀の埋土からࠇ৭土器が出土した。

ᶆח࣌Ҏ߱　各τϨンνより࡞ߞに伴う

ૉ掘ߔをݕ出した。ח倉時代以߱は࡞ߞ地にな

っていたと考͑られる。

·ͱΊ　ࠓճの調査では、શτϨンνより４

時期の遺構、遺物をݕ出したことから、調査対

地શ域に遺構ががると考͑られる。ಛに、

奈良時代にはܭը的にݐ物がஔされているこ

とが明した。　　　　　　　　　（山തষ）

調査地Ґஔ図（ࠃ土地ཧӃ　１ʗ25000　奈良）
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ԬژௐࠪͩΑΓɾ���

岡京跡における発掘調査の情報交および資料のڞ有化を図り、岡京跡の౷一的な研究に

ڠ関が集·り岡京࿈བྷػΘるܞ༩することを的として、ຖ݄１ճ、岡京域で発掘調査にد

ٞ会を実ࢪしている。平成27年11݄から平成28年２݄の例会では、ٶ域５݅、左京域２݅、ӈ京

域12݅、京域֎４݅の߹23݅ܭの調査報告があった。その中で、主ཁな事例にͭいて報告する。

では、下層で古（井町ף向市ܲ）調査࣍殿Ӄճ࿓の北西部が֬ೝされていた第508ۃҬ　大ٶ

墳時代のप２と土器が新たにݕ出された。古墳はٶ第46࣍でݕ出されていた山ാ４号墳（ํ

墳）のपとみられ、内部から器ܗྠが出土した。

調査地Ґஔ図（１�50000）
（向市文化財事所・（公財）向市埋蔵文化財センター࡞成の岡京෮原図をجに࡞図）

調査地は̥がٶ域、̧がӈ京域、̡が左京域を示し、ࣈは࣍を示す。
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第509࣍調査（向市ܲף井町）では、第二࣍内ཪの西໘をըす内ֲங地ճ࿓のӍ落ちߔおよび

ங地本体のدப・ኈப、ཷנ·りがݕ出された。

岡ٶ北ลᦰ域にҐஔする第510࣍調査（向市寺戸町）では、岡京期の南北౩とਪఆされ

る掘立பݐ物のப݀がݕ出された。

阪ిٸమ「東向」Ӻの西にྡ接する第511・512࣍調査（向市寺戸町）では、316࣍で֬ೝさ

れていた東西౩の掘立பݐ物の南ଆபのԆがݕ出され、南北２間ʷ東西７間のݐ物ܗ式が֬ఆ

した。北ଆ47̼の地点に࠺பےをଗ͑る東西౩ݐ物があり、岡ٶ「北ԓ」におけるݐ物ஔ

を知る上で資料をఏ供した。

流࿏が岡京چ調査（向市上২野町）はग大࿏࿏໘Ґஔであるが、小ാ川࣍Ҭ　第584ژࠨ

期の遺構を開ੳした状況が֬ೝされた。

羽ଋ師ඛ川城のງ遺構がݕ出された調査区の南にྡ接する第585࣍調査（京都市෬見区ඛ川町）

では、نの大͖なப掘ܗをもͭ岡京期の掘立பݐ物がݕ出された。

ӈژҬ　نの大͖なଆߔを付ਵする西二間小࿏が֬ೝされていた第1117࣍調査（岡京

市開田）では、この小࿏に西໘する二े一町を東西に二分するҐஔで南北区ըߔがݕ出さ

れた。その西ଆで甕ਾ͑付け݀を有するنの大͖な南北౩の掘立பݐ物がݕ出された（第131ճ

埋蔵文化財セϛφーཁࢫをࢀর）。墳丘の西ଆくびれ部にり出しをもͭશ39̼の前ํ後ԁ墳

の井ノ内ं௩古墳（岡京ӈ京第1119࣍調査、岡京市井ノ内）では、後ԁ部墳丘にҐஔするཚ

݀から人಄大の礫が二࣍的に集ੵし、その下部から৭إ料ਢܙ器（６ੈ紀中ごΖ）が出土した。

を示唆する成Ռを得た。西り出しのपลから多ྔࡏ石はະ֬ೝではあるが、ԣ݀式石ࣨのଘڊ

のྠྨが出土し、新たにܲܗྠのଘࡏも֬かΊられた。

第1121࣍調査（ޒ௩原古墳第７࣍、向市寺戸町）では、３段ஙされた後ԁ部墳丘の各ࣼ໘に

がಉ時にߦࢪされた෪石と段間の平ୱ໘が良好な状況で遺ଘしており、墳丘土のங成と෪石ࢪ

をܗはਖ਼しくԁܗΘれていることが明した。これ·での調査成Ռも૯߹すると後ԁ部の平໘ߦ

ఄすることが明らかとなった。古墳時代の遺物はશく出土しなかったが、෪石جఈ石に岡京期

の土師器ࡼがਾ͑ஔかれた状ଶで出土した。第1124࣍調査（向市上২野町）では、小ാ川の河ಓ

のྺ࢙的มભを跡で͖る情報を得ることがで͖た。

第1125࣍調査（岡京市അ場）では、ງ状のߔૅ൘をもͭப݀なͲの中ੈの遺構が散ࡏするな

かで、岡京期の土器を多ྔに出土する土器ཷ·りを１ݕج出した。第1126࣍調査（岡京市ࠓཬ）

では、甕ਾ͑付け݀をもͭ掘立பݐ物の南൳பྻをݕ出し、流࿏状ଯੵ土からچ石器から平安時

代にかけての遺物が出土した。なかでも平安時代の遺物は多種多様で、Ԑ࢈のᬵಃ器ௗܗ

。寺との関࿈性がӐΘれ注される܇の出土は、乙ݛ

では、集石を（大山崎ࣈඦʑ遺跡、大山崎町）調査࣍ಓに໘する大山崎町̞̠74֗ࠃҬ֎　西ژ

伴う遺構礫敷場、平໘ํܗの化物を埋土に多くؚΉ土がݕ出され、ᬵ・փᬵಃ器・西

寺ಉᝎྨנなͲ9ੈ紀の遺物およびנ器をؚΉ中ੈの遺物が出土した。　　　　　　　（ҏլ高弘）
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現地公開状況（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

調査研究センターでは、埋蔵文化財発掘調査の成Ռをく府ຽのօ様に報告し、地域のྺ࢙

をཧղしていただくたΊ、調査研究センターが発掘調査をしている京都府内の遺跡の現地આ明

会遺跡見学会なͲの現地公開をߦっている。

ձֶݟݱ

11݄７（土）、ീ഼市のঁ谷・ߥ坂ԣ݀

群にて、京田ล市立松井ϲ丘小学ߍの;る

さと体ݧ学शとして現地見学会が実ࢪされ

た。

新໊神高ಓ࿏の橋٭ԣでの調査を見学

し、は116໊のํがࢀ加され、調査中の

ໟ௨２号墳のઆ明をฉ͖、展示されたաޚ

のԣ݀調査の写真ύωϧ出土した遺物ڈ

のઆ明をडけた。

加した子Ͳもも大人も৺に調査୲ࢀ

者のઆ明にฉ͖入り、多くの࣭ٙのりとりがあった。

આ໌ձݱ

11݄21（土）に、ُ岡市の佐ഢ遺跡にて現地આ明会を実ࢪした。

物、奈良時代から平安時代の掘ݐճの調査では、縄文時代中期の土器古墳時代後期の୦݀ࠓ

立பݐ物なͲの遺構がみͭかった。

この地域で୦݀ݐ物掘立பݐ物の·と·った遺構が出土したのはॳΊてであり、一ଳには集

落があったとみられる。

は、෩はڧかったが天にܙ·れ、

84໊のํがࢀ加された。地域のํだけでな

く、ଞ府県からも多くのํがདྷられ、地域

のྺ࢙にͭいての࣭をされたり、આ明を

৺にฉかれたりして、関৺の高さが感͡

られた。

（岡ଜඒ知子）

古墳पߔを見学

佐ഢ遺跡現地આ明会
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ී及ܒ発事ۀ（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

調査研究センターでは、埋蔵文化財発掘調査の成Ռをく府ຽのօ様に報告し、地域のྺ࢙

をཧղしていただくたΊ、埋蔵文化財セϛφー小さな展ཡ会をは͡Ί、「関西考古学の」関

࿈事ۀ、向市·ͭりのࢀ加なͲのී及ܒ発׆ಈをߦっている。

౻中ֶߍʮੜ͖ํ୳ڀνϟϨϯδମݧʯ

11݄４（水）・５（木）・６（金）に京都市

立藤中学２ߍ年生３໊が、京都市のਪਐ事ۀ

である「生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ」で発掘現

場と調査研究センターにて体ݧ学शをした。

　「生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ」は、京都市が

平成12年度からߦっている事ۀで、中学生が自

ら考͑るྗなͲの「生͖るྗ」をにͭけると

ともに、集団社会の一員としての自ݾのࡏり

ํを考͑る͖っかけを生み出すたΊに、生ెの

Ϙϥ・ݧ৬場体・ݧ࿑体ۈຯ・関৺にԠ͡たڵ

ンςΟΞ体ݧなͲをߦうものである。

11݄４（水）・５（木）は京都市内の発掘現場にて、発掘調査のઆ明をडけ、土層அ໘の؍・

遺構のݕ出ۀ࡞・Ϩϕϧޫ波測ػڑでの測ྔ・土の平໘図࡞成なͲを体ݧした。

11݄６（金）は調査研究センターにて、遺物ચড়・ωーϛンά・実測・本・報告書࡞成・

写真ࡱӨ・展示にͭいてなͲ、ཧۀ࡞ˠ報告書࡞成ˠ展示の時系ྻのॱをって体ݧした。

生ెは、ॳΊての発掘調査にࢀ加し、ۓு感をもった３間をաごした。ಛに、生ెからはಇ

くことの大มさ、ݫしさを知り、ࠓճのݧܦをকདྷの৬ۀに生かしたいと感がฉかれた。

Γͭ·ࢢ�����

11݄14（土）・15（）の２間、向町ڝ

ྠ場を会場として開かれた向市·ͭりに「

本にνϟϨンδʂඒしい本とのであいʂ」と

して、出展した。

このϒーεでは、ߐ戸時代後期に屋ࠜの飾り

としてΘれていた小נ٠のྺ࢙にͭいてઆ明

し、実際にをってըઋ紙に様を写しとる

本をߦった。小さなお子さΜは大人と一ॹに、

藤中学ߍ生͖ํ୳究νϟϨンδ体ݧ

向市·ͭり本
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小学生から年のํ·で幅い年ྸのํʑに本のとりํを知っていただ͖、ࡉかいۀ࡞をஸೡ

にऔりΜでいただけた。で͖た本は、࣋ちؼっていただいた。１はӍであいにくの天ީ

となったが、２はշと天ީにܙ·れ、２間の࠵しで143໊のํʑに本をݧܦしていた

だくことがで͖た。

ຒଂจԽࡒηϛφʔ

第131ճ埋蔵文化財セϛφーを、２݄20（土）

に岡京市立ۀ࢈文化会ؗ１֊大会ٞࣨで実ࢪ

した。

ճのセϛφーでは、『京都・三都城ものがࠓ

たり』として、「１．ګਔٶ跡の発掘調査成

Ռにͭいて－࠷古ڃのਖ਼݄ߦ事を示す遺構－」

京都府教育ிࢦಋ部文化財保ޢ՝古川ঊ෭主

査、「２．岡京跡の発掘調査成Ռにͭいて－

ӈ京第1117࣍調査を中৺に－」公益財団法人

岡京市埋蔵文化財センター木ଜହ彦૯ׅ主査、「３．平安京跡の発掘調査成Ռにͭいて－左京ീ

三町の調査－」調査研究センター山തষ調査員の３ܭ本の発දをߦった。

第１では、これ·での発掘調査でګਔٶの実ଶにͭいての報告があった。·た、ࠓ年度の発

掘調査では、ๅቾ遺構が見ͭかり、現ଘする࠷古のਖ਼݄のّྱの遺構であること、ګਔٶでは元

ேլの際にはඞずๅቾが立てられていた可能性が高く、このߦ事がࠃՈにとって重ཁなّ式で

あったこと、ګਔ京のભ都が元ேլの४備に間に߹うタΠϛンάだったことから天ߖが

元をګਔٶでܴ͑元ேլをߦうというڧい意ࢤを࣋っていたのではないか、という報告があ

った。

第２では、発掘調査をߦった岡京跡ӈ京二町とे一町、西二間小࿏の遺構・

遺物の報告があった。成Ռとして、西二間小࿏西ଆߔのܗ状が、௨有に見られるଆߔとҟな

ることが明した点にある。このߔはഉ水のたΊのػ能ではなく、小ܕのધをར用した水ӡのػ

能があった可能性が報告された。

第３では、平安京跡のח倉時代からࣨ町時代の遺構・遺物がݕ出し、その遺構・遺物から分

かる調査地のपลに住Μでいた時の৬人たちの生׆流௨׆ࡁܦಈの様子が報告された。

２年Ϳりの岡京市でのセϛφー開࠵であったが、岡京市はもとより府内֎からのࢀ加者も

多かった。はܹしいӍが߱る中、80人のࢀ加者を得て、況のうちにແ事終ྃで͖た。

（岡ଜඒ知子）

第 131 ճ埋蔵文化財セϛφー
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公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター
ઃ立35प年記೦事ۀの実ࢪ報告

岡ଜඒ知子

̍．͡Ίʹ

ত和56年にઃ立された公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターは、平成27年度で35प

年をܴ͑た。それを記೦して以下の事ۀを実ࢪした。本稿は、それらの関࿈事ۀの開࠵主ࢫと実

。の状況の記であるࢪ

なお、ઃ立35प年記೦事ۀとして実ࢪした事ۀは、平成27年11݄28（土）から平成28年１݄11

（ ・݄ॕ ）·で開࠵した「和
㇄ㆾㆨ㆔㆓㇍ㆨㆉ㇉㆖ㆆ

京都・東ΞδΞ交流の考古学－」と平成27年11݄29（）－࠽ࠢ

に開࠵した展ཡ会とಉ͡タΠτϧで実ࢪしたߨԋ会・γンϙδϜである。

·た、このߨԋ会・γンϙδϜにઌ立ち、縄文時代から古墳時代を対としたϓϨγンϙδ

Ϝを平成27年８݄22	土
に実ࢪした。ϓϨγンϙδϜの概略にͭいては、本ࢽ第128号に掲

。র願いたいࢀ、しておりࡌ

̎．��पه೦ۀࣄͷ࣮ࢪ結Ռใࠂ

ʢ̍ʣઃཱ��पలཡձʮࠢ࠽ʵژɾ

౦ΞδΞަྲྀͷֶݹߟʔʯ

平成27年11݄28（土）から平成28年１݄11

（݄・ॕ）の45間、京都文化ത物ؗ２֊૯߹展

示ࣨにて、調査研究センターઃ立35प年記೦

展ཡ会を開࠵した。

「和ࠢ࠽－京都・東ΞδΞ交流の考古学－」

をςーϚに本の文化が大陸のӨ「࠽」ڹを

डけながら、がて本ݻ有の文物を生成する

「和ࠢ」を生み出していく様子を京都府内の出

土と写真ύωϧ文ࣈύωϧなͲによってΘ

かりすく展示をߦった。

展示のશ体的な構成は、「本文化のݯ流（ே

島起ݯの石器・くらしのม化・ઓいのは͡

·り）」「新しいٕज़の波（器のม化とഅ具の

ొ場・土器生࢈のมֵ・࠽」「（ڸから和ࠢ

（教のड容とͻΖがり・みこのӦとくら 展示会場の様子

展ཡ会ちらし
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し・Ծ໊文ࣈの生）」「がるւのಓ（қと

うͭΘ・現代にͭながる৯器文化）」という４

ͭの小ςーϚをઃఆし、それͧれをཧղするう

͑でܽかせない考古資料をબし、展示をߦっ

た。展示の中には、重ཁ文化財５݅、府ࢦఆ

文化財７݅なͲをは͡Ί、多くの༏を展示し

た。

展示では、東本大ࡂの෮ڵに৬員をݣ

している京都府教育委員会の෮ڵ調査に関する

ύωϧ展示をは͡Ί、京都府立山城ڷ土資料ؗ

と京都府立丹後ڷ土資料ؗの׆ಈ内容をհするίーφーもซઃした。

展示の࠷後には、ত和56（1981）にઃ立された調査研究センターが発掘調査をߦった遺跡をۭ

中からࡱӨしたը૾を30分でৼりฦるө૾ίーφーもซઃした。ࡱӨされたपลが現ࡏ、Ͳのよ

うに様มΘりしたかを֬ೝするかのように৺にࢹௌする多くの見学者がҹ的であった。　

開࠵期間中には、調査研究センター৬員により５ճのྻղઆをߦい、多くの؍ཡ者から好

ධを得た。入場者は、ॳの༧をはるかに͑る13000人を記した。ほ΅ಉ時期に開࠵

された京丹後市『大丹後展』との相ޮՌもあり、多くのํʑに調査研究センターのଘࡏとそ

のଘࡏの社会的意義にͭいてく知っていただけたかりではなく、ࠃຽのڞ有財࢈である文化

財を保ޢすることの重ཁ性をあらたΊて多くのํʑにೝࣝしていただくػ会となったことは、ઃ

立35प年記೦事ۀとしての展ཡ会開࠵が、ඇৗに意義ਂいものとなったと֬৴している。ࠓ後、

かしてい͖た׆にۀと֬ೝで͖た点を調査研究センターのݧܦճの記೦展ཡ会で得たࠓ

いとࢥう。

ʢ̎ʣઃཱ��पه೦ߨԋձɾγϯϙδϜ

平成27年11݄29（）に、向市ຽ会ؗϗーϧにて、調査研究センターઃ立35प年記೦ߨԋ

会・γンϙδϜを実ࢪした。記೦展ཡ会とಉ

͡く「和ࠢ࠽－京都・東ΞδΞ交流の考古

学－」とし、記೦ߨԋとج調ߨԋ、そして、

「。した࠵調報告及びγンϙδϜを開ج

ઌにड़たように８݄22（土）に、ϓϨγン

ϙδϜとして第130ճ埋蔵文化財セϛφーを

。にഭった࢙い、奈良平安時代以前の交流のྺߦ

調査研究センター上田ਖ਼তཧ事が、「古

代東ΞδΞと京都ຍ地」とし、記೦ߨԋを·

ずߦった。平安京にはਇ氏なͲの多くのདྷ系上田ਖ਼তཧ事　記೦ߨԋ

ྻղઆ෩ܠ（京都文化ത物ؗఏ供）
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氏がډ住し、平安京のӦがབ陽のӨڹをڧ

くडけていたことを明らかにされた。ࠓճのς

ーϚである「和ࠢ࠽」は、上田ཧ事が、ૣ

くからその意ຯと重ཁ性にͭいてࢦఠされてい

るとこΖであり、１時間に及Ϳߨԋにより、

このγンϙδϜと展ཡ会のج本ཧ೦のղと

もなった。

ଓいて、調査研究センター井上ຬ郎ཧ事が、

ʡ後の京都と東ΞδΞ－平安王ࢭʠഇݣ」

ேのഎ後ੈք－」とし、記೦ߨԋをߦった。

際交流がසൟにࠃ後もຽ間によるࢭのഇݣ

がوΘれたことをৄड़され、支者֊層のߦ

本をڧく意ࣝするようになったաఔが明らか

にされた。

これらのߨԋをडけて、京都府立大学ඛ田

郎教तにより「ඈௗ・奈良時代における東Ξδ

ΞのӨڹ－教文化を中৺に－」としたج調

する古代寺ࡏった。都城各地域にଘߦԋをߨ

Ӄで出土したנから、教の֦がりにདྷ人の

Ռたしたׂが大͖かったことを明らかにされた。

主査が「考古資料から見た奈良・平安時代におけ࢙調報告では、調査研究センター井ਸج

る東ΞδΞとの交流」とし、「教」「都城」「文ࣈ」を中৺にͲのように֎དྷ文化「࠽」を

औり入れ、ಠ自の文化「和ࠢ」発展させたかにͭいて、そのաఔを明らかにした。·た、調

査研究センターҏ野近෭主査は「中ੈにおける東ΞδΞとの交流」とし、人ʑが好Μだ༌入

ಃ࣓器が時代によってҟなることւ֎交流の実ଶにͭいて報告した。

これらのߨԋと報告をडけて、調査研究センター上原真人ཧ事による౼論ਐߦのもと、ύω

Ϧετの意見を多֯的に引出し、「和ࠢ࠽」にͭいてਂく掘り下げるγンϙδϜとなった。

は天ީにもܙ·れ、190໊のํʑがࢀ加され、「ൣғにる交流のྺ࢙にͭいてڵຯਂく

ฉくことがで͖た」「展ཡ会にもͥͻ͖ߦたい」なͲの意見・感をおدせいただいた。35प年

記೦事ۀの概略は以上であるが、ࠓ後、·す·す公益財団法人としてのׂをΘれΘれがೝࣝし、

文化財保ޢにد༩しなけれならないことを৬員一ಉ、ೝࣝするઈ好のػ会となった。·た、展

示なͲのڞಉۀ࡞を௨して৬員の࿈ଳ感をڧΊられたことも大͖な成Ռであった。

なお、記೦展ཡ会図および記೦ߨԋ会・γンϙδϜ資料は、調査研究センター

ϗーϜϖーδにΞοϓϩーυしているので、ࢀর願いたい。

（おかΉら・みちこ＝調査研究センター調査՝اը調係調査員）

γンϙδϜの様子

調報告の様子ج
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センターのಈ向
（平成27年11݄ʙ平成28年２݄）

݄� � �ࣄ ߲

11	 ２	 岡田ࠃ遺跡（木津川市）発掘調査開࢝

	 ４	 藤中学ߍ「生͖ํ୳究・νϟϨンδ体ݧ」（ԙ：センターほか、ࢀ加者３໊）（ʙ11�６）

	 ７	 京田ล市立松井ϲ丘小学ߍ;るさと体ݧ学श（ԙ：ঁ谷ߥ坂ԣ݀群、ࢀ加者116໊）

	 14	 向市·ͭり「本体ݧϒーε出展」（ԙ：向町ྠڝ場、ࢀ加者143໊）（ʙ11�15）

	 17	 Ѩ良ਢ遺跡（知山市）発掘調査開࢝

	 21	 佐ഢ遺跡（ُ岡市）現地આ明会（ࢀ加者84໊）

	 25	 ඒೱ山遺跡（ീ഼市）発掘調査開࢝

	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 27	 出Ӣ遺跡・中古墳群（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 28	 調査研究センターઃ立35प年記೦展ཡ会開࢝（ԙ：京都文化ത物ؗ؍ཡ者13000人）

	 29	 調査研究センターઃ立35प年記೦γンϙδϜ（ԙ：向市ຽ会ؗ	ࢀ加者：190人）

12	 ４	 出Ӣ遺跡・中古墳群（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 ４	 佐ഢ遺跡（ُ岡市）発掘調査終ྃ

	 10	 શࠃ埋蔵文化財法人࿈བྷٞڠ会研修会（ԙ：島市、૿田૯ׅ主査）（ʙ12�11）

	 16	 岡京࿈བྷٞڠ会

１	 ７	 ઽ田遺跡（Ӊ࣏田原町）発掘調査開࢝

	 11	 調査研究センター35प年記೦展ཡ会終 000ཡ者：13؍ྃ）人）

	 26	 ࣳ山遺跡（城陽市）発掘調査開࢝

	 27	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 29	 岡田ࠃ遺跡（木津川市）発掘調査終ྃ

２	 ４	 下水主遺跡（城陽市）発掘調査終ྃ

	 ５	 水主神社東遺跡（城陽市）発掘調査終ྃ

	 20	 第131ճ埋蔵文化財セϛφー（ԙ：岡京市立ۀ࢈文化会ؗ、ࢀ加者80人）

	 24	 岡京࿈བྷٞڠ会

	 26	 Ѩ良ਢ遺跡（知山市）発掘調査終ྃ
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ฤूهޙ

節となり·しقのͭ΅みもらみय़の๚れを告げ、य़便りがうれしいࡩ

た。平成27年度３冊となる『京都府埋蔵文化財情報』第129号が成い

たし·したので、おಧけし·す。

本号では、ࠓ年度の京都府内における埋蔵文化財の調査・ී及ܒ発事ۀ

の成Ռをいちૣくお͑するとともに、調査研究センター৬員による論

考を掲ࡌいたし·した。

さらに、調査研究センターઃ立35प年記೦事ۀである展ཡ会、記೦ߨ

ԋ会・γンϙδϜの概略にͭいて掲ࡌいたし·した。

本年度ߦץいたし·した『京都府埋蔵文化財論集』第７集もあΘせて、

ご一ಡいただけれ幸いです。

（編集୲　岡ଜඒ知子）
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